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PROLOGUE







　ゆらゆらとランプの炎ほのおが室内を仄ほのかに赤く照らし出していた。

　辺りには男女が睦むつみ合った後特有の、体たい臭しゆうや体液が混ざり合った妖あやしい臭いがきつく充じゆう満まんしている。

「ふぅ……」

　どこか倦けん怠たい感かんに満ちた、それでいてどこか満足げな吐と息いきとともに、女はその汗あせばんだ肢し体たいを寝しん台だいから起こした。

　ちらりと、女はこちらに背を向けて眠ねむる男を見やる。

　この男が自分のことをいささかも愛していないことに、女は気づいていた。

　彼かれにとって、自分など目的を達成するための道具にすぎないことを。

　だが、それでいいと女は思う。

　情など、覇は者しやには不要のものだ。

　女は強い男が好きだった。

　頭のいい男が好きだった。

　なにより野心のある男が好きだった。

　そんな男を支え、助け、いずれ覇者となるのを見届ける。

　それが女の夢だった。

　愛され慈いつくしまれるのが女の幸せと、老人どもは言う。

　女の考えは逆だった。

　これと見込んだ男を、愛し、慈しみたかった。

　これと見込んだ男が、さらなる高みに昇のぼっていければ、これ以上の幸せはなかった。

　一度、これと見込んだからには、陰かげに日向ひなたにと支え、ありとあらゆる手を尽つくし、その男を覇者にする。

　女はそう、心に固く決めていた。

　男の為ためなら鬼おににでも修しゆ羅らにでもなる覚かく悟ごが、女にはあった。

　いざとなれば、どんなことでもするつもりだった。

　たとえそれが男の意に反することであろうとも。







ACT 1







「気安く触ふれるでないわ、下げ郎ろうがっ！」

　地面に倒たおれ尻しりもちをついた酔すい客きやくを見下ろし、リーファは言い捨てる。

　雪のように白い髪かみの、見目麗うるわしい少女である。身体からだには無数の貴金属を帯び、その身分の高さがうかがえた。

　リーファはごく限られた人間にのみ許している愛あい称しようであり、本名をシグルドリーファと言う。神聖アースガルズ帝てい国こくの第一三代神帝そのひとである。

　本来であれば、このような場末の酒場に出入りするような下げ賤せんの輩やからなど、触れることはおろかその目に見ることすら許されぬ雲の上の存在だ。

　こうして直に話をし声を聞く機会を得るだけで至上の幸運であるというのに、あろうことかこの男、肩かたを抱だき、唇くちびるを寄せてこようとまでしたのである。

　万ばん死しに値あたいする行こう為いだ。投げ飛ばされるだけで済んだことをリーファとしては感謝してほしいぐらいであったが、

「なにぃっ!?」

　酔よった男は、ただでさえ赤ら顔だったものを怒ど気きでさらに赤く染めて、憤ふん然ぜんと立ち上がってくる。

　反省した様子はまったくない。

「まったく聞いていた以上に酷ひどいところじゃな。下品で低てい俗ぞくな連中しかおらん」

　肩をすくめてリーファは嘆たん息そくする。

　そもそも、この室内に充満する空気が気に入らない。息をしているだけで頭に靄もやがかかるとでも言おうか。正直、不快である。

　これはお付きの二人の言うとおり、来るべきではなかったかもしれない。

「ああんっ!?　何様か知らねえが調子に乗ってんじゃねえぞ、クソアマァッ！」

　そんなリーファの余よ裕ゆうな態度が気に入らなかったらしい。男がこちらを威い圧あつするように視線を強めて、ドスの利きいた声で叫さけぶ。

　その声を合図にしたかのように、酒場からぞろぞろと酔客たちが出てきて、リーファを囲み始める。どうやら先さき程ほどから叫んでいるあの男が、彼らの頭らしい。

　五人からの酔った男たちに囲まれる。普ふ通つうの少女であれば、恐きよう怖ふ以外の何物でもない状じよう況きようであるが、それでもリーファはしれっとしたものだった。

　リーファはこのユグドラシルにおいて、おそらくは三人に満たぬと言われる双そう紋もんを持つエインヘリアルである。

　この程度の輩など、倍の一〇人に囲まれようとどうとでもできる自信があった。

　やかましく喚わめいている輩からとりあえず片付けるか、と思案しかけたところで、

「待て待て！　お前ら落ち着け！」

　そこに、場にそぐわない若い少年の声が響ひびいた。

　酔客たちが壁かべになってリーファの位置からはよく見えないが、どうやら騒さわぎを聞きつけて駆かけつけたらしい。

　だが、そんな小僧に注意されて、怒いかりを収められるものでもない。

「あぁん、なんだてめぇ!?」

「邪じや魔まするってんならてめえからやっちまうぞ」

　予想通り、やはり火に油を注ぐ結果になったようだ。

　とは言え、わざわざ仲ちゆう裁さいに来るような殊しゆ勝しような少年である。リーファとしては巻き込むのは忍しのびない。元はと言えば、自分がお忍びの旅などしているせいでもある。

（とっとと片付けてしまおうか）

　リーファはすうっと息を吸い込み、その身に呪力を高めていき――

「鎮しずまりなさい。ここにおわすお方をどなたと心得る!?　畏おそれ多おおくも第八代《狼おおかみ》が宗主パトリアークスオウユウト様にあらせられるぞ！」

　続いて響いた少女の大たい喝かつに、びくっと練り上げた呪力を霧む散さんさせてしまう。

　大声に驚おどろいたのではない。いや、少しは驚きはしたが、その程度で呪力の制せい御ぎよを誤るほどリーファの技量は低くない。

　リーファの集中を乱したのは、彼かの女じよが言った名前のほうである。

　第八代《狼》宗主スオウユウト。神聖アースガルズ帝国の上層部において、『黒きもの』に相そう違いないと断定されている男の名であった。

　今、この場に彼がいる？

「はぁぁ？　馬ば鹿か言うな！」

「宗主様がこんな真夜中に場末の酒場に来られるわけ……げぇっ!?」

「あ、あ、あああっ！」

　酔客たちは当初、「こいつ何言ってやがるんだ？」という表情を隠かくそうともしなかったが、やがてその声が恐怖に震ふるえだしていく。

　酔客たちの様子を見計らったかのように、先程の少女の声が再び響く。

「宗主の御ご前ぜんです。一同、頭が高い。控ひかえい控えい控えおろう！」

「「「「は、ははーーーっ！」」」」

　酔客たちが一いつ斉せいに地べたに平伏ひれふす。それこそ額をこすりつけんばかりの勢いで。

　それだけでも、《狼》の宗主が彼らによほど畏れられていることがわかった。

　人壁がなくなったことで、不意に少年と視線が絡からまる。

　リーファの見たところ、特にどうということはなさそうな少年だった。

　年の頃ころはリーファより一つ二つ上といったところか。背こそ高いが細身で、大して強そうには見えない。顔も強こわ面もてというには程ほど遠とおく、むしろ優やさしげで穏おん和わそうである。

　帝国を滅ほろぼすというほどだから、まさしく悪あつ鬼き羅ら刹せつの類たぐいを想像していただけに、正直、拍ひよう子し抜ぬけとさえ言える。

　ただ一つ、特筆する部分があるとするならば、夜の闇やみに溶とけたその禍まが々まがしいまでに漆しつ黒こくの髪と瞳ひとみだろうか。

「なっ!?」

　一方の『黒きもの』もリーファを見て愕がく然ぜんとした表情を浮うかべていた。

　信じられないものを見るような、そんな目。

　だが、リーファにはそれは慣れ親しんだものでもある。

（ふん、どうせこの忌いまわしき髪と目の色に驚いておるんじゃろう。そっちも似たようなものじゃというにの）

　思わず自じ嘲ちようめいた笑えみがこぼれる。

　だが、『黒きもの』の言葉はまったく彼女の予想に反するものだった。

「美み月つき……？」

　呆ぼう然ぜんとした呟つぶやき、それは神帝にとって聞きなれない響きであった。

　記憶を探ってみるが、やはり覚えがない。

「……ミツキ？　なんのことじゃ？」

　眉まゆをひそめ、怪け訝げんそうにリーファは問う。

　その声に黒きものは我に返ったように慌あわてて、

「あ、ああ、悪い。なんか君、俺おれの知り合いに凄すごい似てて……」

「ほう、妾わらわに？　それはさぞ高貴な出なのじゃろうな」

「いや、ただの田舎いなか娘むすめだけど」

「初対面から失礼な奴やつじゃの、おぬし」

「へ？　……あっ、別に君が田舎っぽいって言ってるわけじゃなくて……えっ？」

　今いま頃ごろ気づいたかのように、黒きものがまじまじとリーファの服に目を向ける。

　少々不ぶ躾しつけではあったが、好きにさせる。

　辺境の田舎者のやることなのだから、大目に見てやるのが王者の度量というものだろう。

「ふふん」

　リーファは見せつけるように背筋をピンと伸のばし、髪を流してみせる。

　彼女の今着ている服の生き地じは、はるか東方から輸入した絹シーケ製で、きめ細やかな光こう沢たくがあり、上質感は他の追つい随ずいを許さない。留め金として使っている装そう飾しよく品ひんも純金製で、胸のブローチにはアメジストをあしらっている。

　ユグドラシルの文化の中心地グラズヘイムの上流階級の間において今、絶賛大流行中の装いであった。

　どちらが田舎者か思い知ったか、と自信満々に黒きものの様子をうかがうと、

「こんな上等なものを着てるなんて、君はいったい……？」

　目もく論ろ見み通り、目を丸くしている。

　幾いく分ぶん溜りゆう飲いんが下がったので、リーファは胸に手を当てて名乗る。

「お初にお目にかかる、《狼》の宗主。こんなところでお逢あいできるとは奇き縁えんじゃな。妾はヤルル家が当主スヴェイグジルの孫まご娘むすめで、名をリーファという」

　ま、嘘うそは一つも言うてはおらんな、と心の中で付け加える。

　本当のことで言っていないことも多いが。

　神帝であることをバラせば、野心の強い宗主が監かん禁きんし傀かい儡らいとしようとする恐おそれも大きい。さりとて、リーファの仕草や口調などから、庶しよ民みんと偽いつわるのも難しい。

　そこでリーファの乳ち兄きよう弟だいにして《剣つるぎ》の宗主ファグラヴェールの意見を入れ、皇族の遠とお縁えんの姫ひめ君ぎみを装よそおうことにしたのである。

「っ！　皇族御ご三さん家け!?」

　黒きものが思わず息を飲む。

　ヤルル家は、数ある皇族の中でも最も皇位に近いと言われる『御三家』の一つである。

　その知名度は、支配者階級ならまず知らぬ者はいない。

　これなら神帝の権けん威いを領土支配の大義名分としている宗主も妙みような野心を抱かず、かつ無下な扱あつかいもできないという絶ぜつ妙みような身分であった。

「うむ、そのヤルル家じゃ。証しよう拠こはほれ、この腕うで輪わじゃ」

　言って、リーファはそっと右みぎ腕うでを上げ、これまた純金製の腕輪を見せつける。そこには渡わたり鳥どりと剣が重なった紋もん章しよう――帝国を表す印がはっきりと刻まれている。細工も実に精せい巧こうなものであり、偽ぎ造ぞうの品でないことは一目でわかるはずだ。

　騙かたりではないと悟さとったのだろう、黒きものがスッと胸のあたりに腕を置き恭うやうやしく頭を下げる。

「し、失礼しました。あ、改めてこちらも名乗らせていただきます。俺……私は神帝陛下よりこの《狼》の氏族を任されております周す防おう勇ゆう斗とと言、申します。以後おみ、お見知り置きを」

　一応形式上は、宗主にとってリーファは主筋の姫君ということになるのだから当然の態度と言える。

　実際は帝国の支配などもはや形けい骸がい化かして久しいが、それでもその伝統と権威を領地支配の大義名分としている以上、ないがしろにするわけにはいかないのだ。

「まあ、所しよ詮せんは孫娘ゆえ皇位継けい承しよう権けんはほとんどないに等しい。そう堅かた苦くるしく接しなくてもよいぞ」

　一方、リーファは鷹おう揚ように頷うなずき、実に慣れたように挨あい拶さつを受け取る。この辺りはまさしく生まれながらの貴人の為なせる業であろう。

「して、リーファ様、な、なにゆえこのような辺境の地へ？」

「行楽じゃ。若い内に見聞を広めておこうと思っての」

「なるほど。ですが、女性の一人旅はさすがに少々危険すぎる……ませんか？」

　リーファが名乗ってからというもの、どうにも黒きもの――勇斗の言葉がぎこちない。

　緊きん張ちようしているというよりは、単に敬語口調になれていないようだ。

　リーファは気づかぬふりをして不問にきしつつ、答える。

「ちゃんと護衛を連れてきておるよ。今は宿のほうで休んでおる」

「それはあまり優ゆう秀しゆうな護衛ではないのでは？」

　勇斗が難しい顔で、周囲に平伏する酔客たちを見回す。

　確かに護衛対象を危険に晒さらしながらくつろいでいるのは褒ほめられたことではない。とは言え、護衛の二人を拘こう束そくし付いてこられなくしたのは他ほかならぬリーファ本人である。

「ははっ。そう責めないでやってくれ。妾が黙だまって抜ぬけ出でてきたのじゃ」

　この程度の弁護はしてあげなければ、二人が可哀かわい想そうだった。

　勇斗が意外そうに目を丸くする。

「それはなんというか……」

「ふふっ、はっきりとオテンバと言ってかまわんぞ？」

「は、ははは」

　乾かわいた笑みとともに、そっと目を逸そらす勇斗。

　やはりそう思っていたらしい。

「では、護衛の者も心配しておりましょう。宿までお送りします」

「う、うむ」

　それまで余裕めいた態度を崩くずさなかったリーファの表情が、初めて引ひき攣つる。

　好こう奇き心しんを抑おさえられず酒場に繰くり出してはみたものの、後のことを全くと言っていいほど考えていなかったのだ。

　帰ったら当然、護衛の二人は怒おこるだろう。もちろん面と向かって罵ば声せいを浴びせるなどという不ふ遜そんなことはしまいが、長々としたお説教小言は間ま違ちがいなく待っていそうだ。

　下手をすれば、ヴァラスキャールヴ宮きゆう殿でんに強制送そう還かんも有り得る。

　それは絶対に嫌いやだった。人生最初で最後の外遊である。こんなところで終わらせるわけにはいかなかった。もっと慎しん重ちように行動するべきだった、と今いま更さらながらにリーファは後こう悔かいする。

「お父様。リーファ様はまがりなりにも帝国の姫君。その素す性じようを知ってこのまま宿に戻もどらせるなど、《狼》の恥はじとなります。宮殿にお招きして歓かん待たいすべきかと」

　すうっと勇斗の後ろに少女が現れ、彼に進言する。

　年の頃は一二～三歳さいぐらいだろうか。せっかく可愛かわいらしい顔立ちをしているのに、その年ねん齢れいに不ふ釣つり合あいな人を見み透すかしたような瞳のせいで、どうにも生意気そうな印象が第一に来る少女である。

　声からすると、先程、酔客相手に啖たん呵かを切っていた娘むすめのようだ。宗主と帝国の姫君の会話に混ざるのは不遜と考え、口をつぐみ陰かげに控えていたらしい。

　その胸には灰色の実に可愛らしい仔犬を抱いている。おそらくは帝国の姫ひめに粗そ相そうをしないように、という配はい慮りよだろう。

「むっ、あ～、そういうもんか？」

　ポリポリと耳の後ろを掻かきつつ、なんとも頼たよりなげに勇斗。どうやら儀ぎ礼れい作法にはとんと疎うといらしい。

　そういうところは実に成り上がり者っぽくはあるが、その割には第一印象通り、のんびりしすぎのようにも思える。

　瞬またたく間まにビフレストからアールヴヘイム一帯に勢力を急拡大した男である。もっと覇は気きに満みち溢あふれ、果断な性格の人間なのだろうと想像していたのだが、少々、拍子抜けではあった。

「宿のほうにはワタシの手の者のほうから、リーファ様は宮殿で貴き賓ひんとしておもてなしさせて頂くゆえ心配ない旨を伝えておきます」

「うん、じゃあ、その辺は任せたぜ、クリス」

「はい」

　少女が恭しく一礼する。

　下げた拍ひよう子しに、不意にリーファは少女と目が合う。瞬しゆん間かん、少女からパチリと目配せを返された。

「むぅ」

　なるほど、こちらの帰りたくないという気持ちを察しての申し出だったらしい。生意気そうに見えて、なかなか気の利く少女である。

　リーファは素す直なおに厚意に甘あまえることにした。

「そうじゃな。では、しばし世話になるぞ」







「う～む、思ったよりしょぼいの～」

《狼》の宮殿を見上げ、リーファはこっそりとつぶやく。

　まず広さが足りない。城門前からだいたい横よこ幅はばが一望できてしまった。

　肝かん心じんの宮殿も、なんとも小さく貧相なものだ。

　街の象しよう徴ちようたる聖塔フリズスキヤールヴも低い。高さはグラズヘイムのものの半分ほどか。あれでは神々に祈りが届くのかと他人事ながら心配になってくる。

「ははっ、ヴァラスキャールヴ宮殿と比べないでください」

　勇斗が苦く笑しよう気味に肩をすくめる。どうやらリーファの独り言が耳に届いていたらしい。

　まさか聞こえているとは思ってもいなかったのでリーファも慌てる。

「す、すまぬ。いや、決して悪くはないぞ。悪くはないのじゃが、その、躍やく進しんがグラズヘイムにも届く《狼》のものにしては、とな」

「んー、他にしなくちゃいけないことが山積みでしたから。でもそうっすね。人も増えて手て狭ぜまになってきましたし、そろそろ拡張したほうが……ふわぁぁ、ととっ、すみません」

　慌ててあくびを噛かみ殺ころし、謝罪してくる勇斗。

　話せば話すほど、第一印象通り、いかにも穏おだやかそうな、悪く言えば呑のん気きそうな少年である。もう夜も遅おそいから仕方なくはあるのだが、それでも帝国の姫を迎むかえて気が抜け過ぎではないのか。

（いや、これが帝国の現在ということかもしれんな）

　すでに実際の支配領域においても、動員できる兵力においても、《狼》は帝国をはるかに上回る。

　神帝相手ならいざしらず、遠縁の皇族の姫君相手には、もはやそこまでへつらう必要を感じないといったところか。

「「「お帰りなさいませ、宗主様！」」」

　城門の前で番をしていた衛えい士したちが、一斉にビシッと直立不動の姿勢を取る。

　やはり本物か、とリーファは内心つぶやく。本音を言えば、正直、偽にせ者ものではないかと疑っていたのだ。

　人は見かけによらないと頭ではわかっているのだが……。

「お帰りなさいませ、お兄様。夜のお散歩は楽しかったですか？」

　城門をくぐると、金きん髪ぱつ碧へき眼がんのとんでもない美人が出で迎むかえてきた。

　これほどの器量の美女には、ヴァラスキャールヴ宮殿においても滅めつ多たに出で逢あえるものではない。女のリーファが思わず見み惚とれたほどである。

「ただいまフェリシ、ア？　えと、もしかしてなんか……怒ってる？」

　手を上げて気安げに挨拶する勇斗だったが、途と中ちゆうで表情が強こわ張ばっていく。

　確かによく見ると、美女は実に淑しゆく女じよらしいたおやかな笑みをその顔に湛たたえていたが、どこか拗すねの入ったジトッとした目を勇斗に向けていた。

「ええ、少し。街に行くのに護衛たるわたくしを連れて行ってくださらず、最近はもっぱらクリスちゃんとばっかり」

「いや、そりゃ単に街を歩くにはこいつの能力がうってつけだからで」

「それはわかっていますわ」

　美女がぷく～っと可愛らしく頬ほおを膨ふくらませる。

　リーファは目をみはる。この美女、どうやら富や権力に従っているのではなく、心の底から勇斗にべた惚ぼれのようである。

　傍はたで見ていて丸わかりだし、本人も隠す気がないらしい。

「あの、ところでお兄様、そちらの方は？　あの、なんと言いますか、その……」

　リーファの存在に気づいたらしく、美女が難しい顔で言いい淀よどむ。

　てっきりこの髪と瞳の色が気になったのかとリーファは反射的に思ったが、

「ああ、美月にそっくりだけど、別人」

　勇斗が肩をすくめて言う。

　どうやら自分に似ているという娘と間違われただけらしかった。

「こちらはリーファ様。神聖アースガルズ帝てい国こく御ご三さん家けの一つ、ヤルル家の姫君だそうだ」

「ヤル……っ！」

　美女が息を呑のみ、慌ててスカートの裾すそを掴つかみ、一礼する。

「し、知らぬこととは言え大変失礼いたしました。わ、わたくし、《狼》が宗主スオウユウト様の妹分にして舎しや弟てい頭がしらを務めさせて頂いておりますフェリシアと申します」

「すでに紹しよう介かいがあったが、妾はリーファじゃ。よろしく頼たのむぞ」

「はっ」

「そうだフェリシア、リーファ様に部屋を用意して差し上げてくれ」

　一通り挨拶も済んだところで、勇斗が思いついたように声をかける。

「かしこまりました。ではリーファ様、こちらへどうぞ」

「うむ」

　スッと手で進路を指し示した後、先導するようにフェリシアがしずしずと歩き出す。

　その一つ一つの所作が流れるようであり、実に洗練されている。自分付きの女官として欲ほしいぐらいであった。

　その後、疲つかれていたのだろう、客間に案内されるやリーファはすぐさま眠りに就いた。

　外の世界の楽しさに、胸を躍おどらせつつ。







「いつもお勤めご苦労様です、ジークルーネお姉様」

　勇斗たちを宮殿へと見送った後、一人城門のそばに残ったクリスティーナは、両手を掲かかげて降参の姿勢を取りつつ、背後にチラリと視線を向けて言った。

「なんだ、気づいていたのか」

　何も見えない漆黒の闇の中から、すうっと一人の少女が姿を現す。大狼ガルムの毛皮をすっぽりと被かぶったその様は、まるでクリスティーナが胸に抱く狼の仔狼を取り返しに来た母親のようだった。

　ジークルーネ――華きや奢しやな外見ながら、『最も強き銀狼マーナガルム』の名を襲しゆう名めいする《狼》の氏族きっての武人だった。

「そりゃあ一応、専門家ですから」

　クリスティーナも肩をすくめて応じる。

　エインヘリアルと言っても、彼女は姉と違ちがってあまり荒あら事ごとが得意なほうではない。それを補うため、勇斗がクリスティーナと街を散策する折には、だいたいジークルーネが陰から護衛するのが常となっていた。

　ちなみに、クリスティーナの姉のアルベルティーナは腕は立つのだが、他に気移りしすぎて町中での警護には向いていないとすでに護衛失格の烙らく印いんを押おされている。

「フェリシア叔お母ば様さまのように、付いてくるなら堂々と付いてくればよろしいのに」

「わたしはお前のように面おも白しろいことを言ったりもできぬ。楽しんでおられる父上の邪魔はしたくない」

「お父様がジークルーネお姉様を邪魔になど、思うはずがないと思うのですが」

「ああ、父上はお優しいからな。だが、自分がつまらぬ女であることは、わたしが一番自覚している。陰から見守るのが分相応というものだ」

　きっぱりとジークルーネは言い切る。

　別に自らを卑ひ下げしているというわけでもなさそうなのが難しいところだ。ただ淡たん々たんと事実を述べているという体だった。

　彼女は自らを勇斗の『剣』と任じている。彼を守れるならそれで本ほん望もうなのだろう。

「お父様、全然気づいておられませんよ？」

　つまり、彼女のしていることは出世や寵ちよう愛あいには一いつ切さいつながらない。言外にクリスティーナはそう言ったのだが、ジークルーネはむしろ晴れ晴れとして言ったものである。

「それでいい。見張られているなどと知れば、父上もくつろげまい」

　その言葉からは、『雌め狐ぎつね』クリスティーナの鋭えい敏びんな直観をもってしてもわずかの偽りも見み出いだすことはできなかった。

　私心なく、あるのはただただ主への労いたわりだった。

　勇斗やフェリシアが時折、彼女のことを犬にたとえる気持ちがわかったような気がした。まったく大した忠犬ぶりである。

　だけど、とクリスティーナはほくそ笑む。彼女の有り様は、嫌きらいではなかった。

「それで、わたしに何用だ？　わたしが護衛に付いていたのはこれが初めてではない。今さら声をかけてきたからには、何かあるのだろう？」

「リーファ様のことです。どう思いますか？」

「かなり出来るな。ざっと見た感じでは、フェリシア以上の使い手だ」

　今日の朝食が何だったか答えるかのように、ジークルーネはしれっと答えたものだが、その内容は決して軽いものではなかった。

　ジークルーネには劣おとるが、フェリシアとて《狼》では五本の指に入る戦士なのである。その彼女以上となれば、それは相当の腕うで前まえと言えた。

「やはり、ですか」

　クリスティーナは口元に手を当て、難しい顔で押し黙る。

　大の男五人に囲まれていながら、リーファは恐怖を覚えた素そ振ぶりもなく、ただ憤ふん慨がいしていた。

　その後、城門に来るまでの間、つぶさにその身のこなしを観察したのだが、隙すきだらけのようで全く隙がない。

　クリスティーナが虚きよを衝ついてナイフか何かで背後から仕し掛かけても、軽くかわされ、取り押さえられる映像しか頭に浮かばなかったのだ。

「だが、あまり練れん磨まはされていないな。巨きよ大だいな原石といった感じだ」

「ふむ、なるほど」

　得心がいったように、クリスティーナが頷く。

　勝てる気がしない反面、どこか脆もろそうな印象も受けたのはそのあたりが原因のようだ。

　相反する要素にどうにも力量が掴めなかったのだが、やはり本職の見解は的確だった。

　これは明らかに、ただの姫君ではない。

　他にも少々、気になる点もある。

「少し探さぐってみますか」

　呟いて、クリスティーナはすぅっと闇の中に溶け消えたのだった。







「ええっ!?　あたしそっくりの娘がいたぁ!?」

　少女は思わず素っ頓狂な声を上げた。

　肩口で切り揃えた髪には、少し寝癖が付いている。すでに時刻は〇時を回っており、眠っていたところを着信音で突然叩き起こされたのだから仕方がない。自室ということもあって、犬柄のパジャマの胸元は大胆にはだけ、柔らかそうな谷間が覗く。

　少女――志し百も家や美月は市立八尾中学に通うごくごく普通の中学三年生である。唯一、幼馴染が異世界に飛ばされた事を除けば。

『おお、そうなんだよ。もう瓜二つでさ。マジびびったっつーの』

　スピーカーからは、その幼馴染の興奮気味の声が響いてくる。その様子から、よほど似ていたであろうことがうかがえた。

「うん、まあ、こっちもびっくりだよ。こんな真夜中にかかってきたことも含めて」

『うっ、わ、わりい。もしかしなくても寝てたか？』

「もちろん、寝不足は美容の大敵ですから」

　むすっとした声で、美月は返す。

　普段、幼馴染――勇斗から電話がかかってくるのは午後八時から一〇時あたりだ。そしてそれはすでに済ませてある。にもかかわらず深夜の突然の連絡に、何がよくないことでもあったのかと心底焦ったものだ。

　それが自分のそっくりさんを見つけた、では皮肉の一つも言いたくもなるというものである。

『そ、その、起こして悪かったな。言いたかったのはそれだけだから』

「あっ、ま、待ってよ！」

　ばつが悪そうに通話を終えようとする勇斗を、美月は慌てて引き止める。

　時間と緊急性の問題はさておいて、自分にそっくりな少女がいた、というのはやはり気にはなるものである。

　なによりすでに目も冴えてしまった。今更話を打ち切られても困るというものだ。

「そんなにあたしに似てたの？」

『あ、ああ。髪と目の色は違うんだけどさ。それ以外はもう双子かってレベル』

「へ～、じゃあ、もしかしてそのひと、あたしのご先祖様だったりして」

『ははっ、かもなぁ』

「そのひと、名前、なんていうの？」

『リーファ、だってさ』

「えっ!?」

　ドクンと自らの心臓がひときわ高く脈打つのを、美月は感じた。

『ん？　どした？』

「あ、ううん。なんか聞き覚えがあったような感じがして……」

『知り合いに同名のひとでもいたか？』

「外国人の知り合いなんていないし、ネット関係だと思うんだけど、ん～～～～、ダメだ、思い出せない～」

　美月は寝ぼけた頭をフル回転させて記憶を探ってみるものの、そういう名前の人間には覚えがなかった。

　だが、奇妙なことに、どこかでその名を耳にしたという確信だけはあった。喉に刺さった小骨のようで、なんとも気持ちが悪い。

『あ、やべ、もう電池切れる。ほんと寝てるとこ起こして悪かったな。じゃ、おやすみ』

「あっ、ちょっ、勇……もうっ！」

　通話が切れるのを確認して、美月はほっぺたを膨らませてスマートフォンを枕に放り投げた。

　勇斗としては言いたいことを言ってさぞすっきりと眠れるのだろうが、こちらは逆に悶々として眠れそうにない。

　これでは明日の学校は、かなり寝不足の状態を覚悟しなければならなそうだった。受験生だというのに！

　明日は盛大に文句を言ってやろう、そう心に固く決意する美月であった。







　ヴァラスキャールヴ宮殿最奥部――

　聖塔の頂、ユグドラシル全土をあまねく統べる神帝のおわす神殿は今、未曾有の大混乱に陥っていた。

　突如として、この神殿の主たる神帝そのひとが行方をくらませたからだ。

　しかも手引きをしたのは、神帝の乳兄弟にして、古来アースガルズ帝国を守るべき役目を負ってきた四大武家の一つ《剣》の宗主であるというのだからなお衝撃であった。

「で、何か申し開きはあるのか、ファグラヴェール殿」

　てんやわんやの殿中において、ただ一人、動揺した素振りもなく、泰然自若とした隻眼の老人が、頬杖を突きつつ問う。

「ない。いかようにも責めは負おう。それでも私は陛下の最後の願いを聞き届けて差し上げたかったのだ」

　ファグラヴェールがキッと老人を睨みつけつつ、固い声で返す。

　その身に帯びた鎧や剣、端整な顔立ちと、まさしく姫君を守る凛々しき若武者という風情である。

　老人はふんと侮辱したように鼻を鳴らし、

「なかなか心温まる忠義であるが、陛下の身の安全は？」

「我が配下のうち、エインヘリアルの者を二人付けてある。人格も武術の腕も十分に信頼の置ける者たちだ。陛下ご自身も双紋のエインヘリアルであらせられる。滅多なことなどあろうはずもない」

　ファグラヴェールはきっぱりと言い切る。

　その選りすぐりの護衛が、まさかその警護すべき神帝に行動不能に陥らされているなど、ファグラヴェールは夢にも思っていない。

　もし知っていれば、さすがにここまで自信満々には言えなかったであろう。

「ふざけないでいただきたい」

「陛下は文字通り、万が一もあってはならぬ方ですぞ！」

「左様！　いったいこの責任をどう取られるおつもりですか!?」

　鬼の首を取ったかのように、その場にいた帝国の重鎮たちががなりたててくる。

　彼らの立場を鑑みれば、そう言われるのは仕方がないこともわかってはいる。ファグラヴェールは動じることなく言う。

「だから、いかようにも責めは負うと言っている。煮るなり焼くなり好きにするがいい」

「ふん、おぬしごときの身代で陛下と釣り合うわけがなかろう！」

「そうじゃ！　たかだか宗主の分際で、僭せん越えつにも程がある」

「陛下にもしものことがあれば、おぬしの身を百度焼こうと罪は償つぐなえぬわ」

　身に降りかかる罵倒を、ファグラヴェールはただ黙して受け止める。

　この程度、想定の範囲内である。これで自分が剣を捧げた少女が生涯最後の自由を満喫できるというのならば、喜んで引き受けるつもりであったのだが、

「まあまあ、とりあえずそのへんにしておけい」

　予想外のところから、助け舟が来た。怒りを露わにする重臣たちを、隻眼の老人が鶴の一声でもって制する。

　皆が黙るのを見届け、老人は改めてファグラヴェールへと視線を向ける。

「ファグラヴェール殿旗下のエインヘリアルが二人も随行しているというのだ。確かに滅多なことなど起こるまい。必ず春には戻られるのじゃな？」

「そう、約束してくださった」

「くはは、相変わらずお甘い。そんな約束が必ず守られるという保証がどこにある？　初めての外の世界、今頃はその刺激に魅了されておる頃じゃろうて。果たしてそれでもお帰りになることができるか、のぅ？」

「陛下も自らのお立場を理解しておられるはずだ」

「くっくくく、なかなかそれはけったいな物言いじゃなぁ」

　堪こらえきれぬとばかりに、老人が腹を押さえてうつむき嗤う。愉快で愉快で仕方がないという風だ。

「ほれ、周りを見てみい。これでお立場を理解しておられるとは滑稽としか言い様がないわい。もう少し思慮というものを身につけてほしいものだ」

「……先程からどうも、貴方の言動には著しく陛下への敬意に欠けているように思える」

　忌々しげに顔をしかめ、ファグラヴェールは言う。

　そう、この老人には神帝を至尊の存在として崇める心など微塵もなく、小娘と侮っていることを隠そうともしない。

　心配する素振りさえ見せない。何かあったところで、すげ替えればよい程度に考えているのだろう。

　まったくもって不遜極まりない。

　だというのに、だ。先程まで舌鋒鋭くファグラヴェールを責め立てた重臣たちが揃って、この老人に対してはただただ下を向いて押し黙っている。

　それはこの老人が、この宮殿内部を完全に牛耳っていることの証左であった。

　腹立たしげに睨みつけるファグラヴェールに、隻眼の老人――《槍やり》の宗主にして神聖アースガルズ帝国大神官ハールバルスは余裕の表情で肩をすくめてみせる。
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「忠誠を疑われるとは、はなはだ心外じゃな。今この時も、帝国の存続のため、様々に手を打っておるところじゃというのに。そう、たとえば……帝国を滅ぼすという『黒きもの』の排除とか、のぅ」







ACT 2







「ん、なんだ？」

　リーファを宮殿に招き入れた翌日のことである。

　本日の執しつ務むを終えた勇ゆう斗とが夕食を取るため応接間へと歩を進めていると、遠くのほうから喧けん騒そうが響ひびいてきた。

　聞き覚えのある声に、なによりその独特の口調に、すぐに誰か気づく。

「じゃから！　宮殿内では自由にして良いという許可を宗主パトリアークからもらっておると言うとろうが」

「何度も申しますように、では許可証をお持ちください！」

　足早に駆かけつけると、予想通りの人物が、警備の衛士たちと揉もめていた。

「あ～……」

　顔をしかめ、勇斗はポリポリと後頭部を掻く。

　今朝、リーファが宮殿内を見学したいと言うので、確かに許可は出していた。すでに宿には言伝もしていたので、宮殿内にいるならすれ違いにもなりにくいからちょうどいいだろう、と。

　だが、あそこだけは特別であることを伝え忘れていた。あの先には外部の人間を通すわけにはいかないのだ。たとえ帝国の姫ひめ君ぎみであろうと、だ。

「リーファ様、リーファ様！」

「おおっ、勇斗殿どの。よい所に。この者たちに言ってやってくれ。ちゃんと許可は出しているとな」

　勇斗は慌あわてて声をかけると、パァァァッとリーファの顔に喜色が浮うかんでいく。

　うっと勇斗の顔が引き攣る。やはり見れば見るほど、美み月つきにそっくりであった。

　彼も男である。どうしても惚ほれた女の笑え顔がおには弱かった。そのため、次の言葉を発するには、ずいぶんな精神力を必要とした。

「す、すみません。この先はリーファ様にはお見せできないのです」

「なぬっ!?」

「我が《狼おおかみ》の最重要機密なれば、ご容よう赦しやください」

「そう言われると、余計に見たくなるのじゃ」

「こればっかりは……」

「妾わらわがこれだけ頼んでもかえ？」

　じぃっとリーファが上うわ目め遣づかいに勇斗を見上げてくる。

　一歩、我知らず勇斗は後ずさる。

　正直、許可してしまってもいいんじゃないかという誘ゆう惑わくに負けそうになったが、最後は宗主としての責任が勝った。

「だ、ダメです！」

「むぅっ、こうなったら力ずくでも……」

「こんなところでさっきから何騒いでんだ？」

　リーファが物ぶつ騒そうなことを口走りかけた時、困こん惑わくする衛士たちの間をぬって、呆あきれ顔がおの少女が現れる。

　見た目はなんの変へん哲てつもない町まち娘むすめである。服もところどころ汚よごれ、とても氏族の幹部が集つどう宮殿に出仕していい人間には見えない。

　だが彼かの女じよ――イングリットこそ、この先の工こう房ぼうの主なのである。

「えっ!?　美月……さん？　ま、まさか……美月さんもこちらの世界に降りてきたの!?」

　イングリットの瞳ひとみが、リーファの姿を見た瞬間、驚おどろきに見開かれる。

　イングリットにはまだ勇斗が宗主になる前、一いつ緒しよに物づくりをしていた頃ころに、何度かスマートフォンで美月の写真を見せたことがあったのだ。

　パタパタと苦笑気味に勇斗が手を振ふる。

「あ～、違う違うイングリット。この方は美月じゃない」

「そ、そっか。そりゃあそうだよな……この方？」

　ほっと安あん堵どめいた吐と息いきをつくイングリットだったが、すぐに新たな疑問が浮かんだようだった。

　対するリーファのほうも、驚きにその目を瞠みはらせていた。

「なんとっ！　お主が天下の名工と名高いイングリット殿か。噂うわさはグラズヘイムでも何度も耳にしておるぞ！」

「グ、グラズヘイム!?」

「なるほどなるほど。この先はイングリット殿の工房があるのか。ますます見てみたくなったぞ」

「え、えと、あの、あんたいったい？」

「おっと名乗りが遅おくれたな。妾はリーファ。ヤルル家当主スヴェイグジルの孫まご娘むすめじゃ」

「ああ、スヴェイグジル様の」

「なんだ、知っているのか？」

　と、これは勇斗。

　彼女とてヤルル家の名ぐらいは知っているだろうが、今の言い回しはもっと個人的な付き合いがあるような響きがあったのだ。

「うちの工房の昔からのお得意様だよ」

「へ～、世間ってのは狭せまいもんだなぁ。いや、そうでもないか」

　イングリットはリーファも言ったようにグラズヘイムにもその名が轟とどろく名工で、そしてヤルル家も天下にその名が知しれ渡わたっている名家中の名家である。

　縁えんがあっても決して不思議ではなく、あったほうがむしろ自然にさえ思えた。

「うむ、この剣けんは祖父から頂いたものじゃが、確かイングリット殿が打ったものだと……」

「うきゃぁぁぁっ！　やめてやめてぇ。見せないで見せないでくださいっ！」

　男おとこ勝まさりな彼女には似つかわしくない悲鳴を上げて、イングリットは回れ右をしてブルブルと身体からだを震ふるわせる。

「お、おい、どうしたよ？」

　尋じん常じようならざる様子に、慌てて勇斗が問いかけると、

「あ、あんなの、どの面下げて見ろってんだよ！」

　逆ギレ気味にイングリットが叫さけび返してくる。

　それでなんとなく勇斗は事情を察する。

　この職人気質かたぎな少女が売りに出したからには、もちろん相応の出来の代物であることは疑いない。

　だが今や、鉄さえ断たち斬きる日本刀を、勇斗の目から見ても見事に仕上げるイングリットである。もはや青銅剣などナマクラにしか見えず、そんなものに自信を持っていた事自体、どうやら直視出来ない黒歴史になっているようだった。

「やはり名工ともなると、なかなか気難しい方のようだな」

　うむうむと何やら納得したようにリーファが頷うなずく。

　次いで苦笑するように鼻を鳴らす。

「しっかし、間ま違ちがわれるのもこれで三度目か。こうなってくると一度逢あってみたくなってきたわ。どこにおるんじゃ、その美月とやらは？」

「あ～、ちょっとかなり遠いところにいて……」

「ふむ……そういえばイングリット殿も気になることを申しておったのぅ。この世界に降りてきた、とかなんとか」

　リーファがすっと目を細め、強い視線で勇斗を射い貫ぬくように見つめる。

　その迫はく力りよくにいくらかたじろぎつつ、勇斗は肩をすくめて返す。

「ええ、まあ、ははっ、信じてもらえないとは思いますが、俺おれはこの世界とは違うところから来た人間だったりするんですよ」

　自分でも口にしたように、信じてもらえるわけがない、信じてもらおうとも思っていない、おどけたような軽い口調である。

「ほう。どうやってだ？」

　だが、リーファは真しん剣けんな表情を崩くずすことなく、さらに問いかけてくる。

　勇斗は一いつ瞬しゆん、驚いたように目をみはった後、続ける。

「えっと、ある神社に収められてた御ご神しん鏡きよう、多分《妖精の銅アールヴキプフアー》製だと思うんですけど、それを合わせ鏡で見た瞬しゆん間かん、この世界に飛ばされてました。こちらの世界でもフェリシアが秘法《グレイプニル》を執とり行おこなっていたそうです」

「ふむふむ、なるほどのぅ。大方このイアールンヴィズにも、《妖精の銅アールヴキプフアー》製の御神鏡があるのではないか？」

「っ！」

　今度こそ、勇斗の表情が驚きよう愕がくに染まる。

　大きな期待とともに、震える声で問う。

「な、なぜわかったのですか!?」

「ん？　ふふっ、《妖精の銅アールヴキプフアー》や神力アースメギン、秘法などの研究は、帝国が最も進んでおるからな」

　こともなげに言って、リーファが笑う。

　そう言えば、とフェリシアから同じようなことを教えられていたことを思い出す。

　確かリネーアとの盃さかずきを交かわした時にも、帝国の神儀使アレクシスが違う世界からの来訪について何か知っている素振りだった。

「く、詳くわしくお話をお聞かせ願えますかっ!?　なんでもいいんです。知っていることがあるのなら」

　切せつ羽ぱ詰つまった声で、勇斗はリーファに詰つめ寄よる。アレクシスが相手ではどうにもはぐらかされてしまう。一いち縷るの望みをかけての言葉だった。

　いきなりの勇斗の豹ひよう変へんに、リーファは目を何度も瞬またたかせる。次いで、にま～っと意地の悪い笑えみを浮かべた。

「そうさなぁ。この先のイングリット殿の工房を見せてくれるなら、考えてやらんでもないぞ」

「うっ」

　ここで勇斗は自らの失策を悟さとる。

　前のめりになりすぎてしまった。完全に足元を見られてしまっている。

「ほれ、どうする？」

「ううっ」

　たじろぎつつ、勇斗は唇くちびるを噛かむ。

　勇斗は宗主であり、氏族の皆みなの運命を預かっている責任がある。

　この先にある智ち慧えが外部に漏もれれば、《狼》の未来を危あやうくさせかねない。それだけのものが眠ねむっている。万が一にも流出させることは許されなかった。

　しかし、世界渡りの情報は勇斗がずっと求めてきたものだ。正直、どんな些さ細さいなものでも喉のどから手が出るほど欲しい。

「う～～～～～～っ！　す、すみません。それだけは出来ません！」

　長い長い葛かつ藤とうの末、最後には宗主の自覚が勝った。極限状態にあっても自分を律することができてしまうのが、勇斗という人間なのである。

「チッ」

「その、何か他のことで手を打っていただけませんか？　ガラス細工などで気に入ったものがあればいくつか差し上げますので」

　つまらなさげに舌打ちするリーファに、勇斗は平身低頭で代だい替がえ案を提示する。

　要求を断りつつも、やはりそう簡単には諦あきらめきれなかった。

　ちなみに、《狼》製のガラス細工は、グラズヘイムでは一つで数十人からの人間を数ヶ月養えるだけの値あたいが付く高級品である。

「ふん……まあ、それで手を打ってやるか」

「え、そ、それじゃあ……」

「うむ。昨夜は助けてもらった恩もあるし、妾の知っていることは話して進ぜよう」







「手ずから食べるなど随ずい分ぶんと野や卑ひた食べ物であるが……うむ、実に美味であるな！」

《狼》の宮きゆう殿でんの応接間サロンでは、リーファが運ばれてきた夕食に満足気に舌した鼓つづみを打っていた。

　広い室内にちょこんと置かれたコタツがなんともシュールである。

　見た目より機能を優先した結果だ。イアールンヴィズの夜は、暖だん房ぼうもない部屋で机で食べるにはあまりに寒すぎる。

「でしょでしょ？」

　対面でぬくぬくしつつ、勇斗もハンバーガーにかぶりつく。

　ユグドラシルにはトマトも胡こ椒しようもマスタードもないので、二一世紀の日本で食べたものとは正直、まるで違う。だが、手作りならではの味わいがあり、ノスタルジーに浸ひたらせてくれる、最近の勇斗のお気に入り料理の一つであった。

「この中に挟はさんでおる肉はいったいなんじゃ!?　柔やわらかくそれでいて肉にく汁じゆうも多い。グラズヘイムでは美食と呼ばれるものはあらかた口にした妾じゃが、初めて食べる食感じゃぞ！」

「ああ、それ豚ぶた肉にくっすよ」

「なに、これが豚肉っ!?　信じられん。まことか？　う～む、妾も食べたことがないぐらいじゃ。きっととても希少な豚なのであろうな」

「いえ、そこらにいる普ふ通つうの豚の肉っすよ」

　それも骨格周辺や切きれ端はしなどのいわゆる「屑くず肉にく」だとまでは、さすがに姫君の手前、勇斗も黙だまっておく。

　しかも使っているパン粉の元は、古くなって硬かたくなったパンの残り物だということも。

　とは言え、手間は膨ぼう大だいにかかっている。なにせユグドラシルには機械化された工場などあるはずもなく、パン粉も挽ひき肉にくも自分で一から作らねばならないのだから。

「むむぅ、妾を謀たばかってはおるまいな？」

　納得がいかない顔のリーファである。

　それも仕方ないかもしれない。

　ハンバーグの起源は一三世紀頃、遊牧民族のタタール人が生み出した挽き肉料理タルタルステーキで、それがドイツに伝わり、ハンブルクの労働者層に受け、ハンバーグになったのだという。

　材料のほとんどがユグドラシルに揃そろっていたので作れてしまったが、三〇〇〇年近く時代の先を行く料理であった。

「ふうっ、馳ち走そうになった」

　一つ丸ごと平らげたあと、リーファは満足げな息を吐つく。

　今やその口元は肉の脂あぶらでテカテカしている。それだけ一心不乱に食べていたということで、言葉通り、相当に気に入ったことがうかがえるが、帝国の姫君としての気品もあったものではなかった。

「リーファ様、こちらを」

　見かねて、フェリシアがそっと亜あ麻ま製せいの布を差し出す。

「ん？」

「お口元が……」

「あっ！」

　少々はしたない声を上げたかと思うと、リーファはフェリシアから布を奪うばい取り、ゴシゴシと口元を拭ぬぐう。
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　その顔と耳は真っ赤に染まっている。上流階級の人間らしく、やはりこういう無作法には強い羞しゆう恥ちを覚えるらしかった。

　第一印象ではナチュラルに傲ごう岸がん不ふ遜そんでありながら、凛とした威い厳げんも漂ただよわせるまさに「姫ひめ様さま」だったのだが、どうやら少々、間の抜ぬけたところもあるらしい。

　凛として硬こう質しつな姫君よりこちらのほうがはるかに親しみが持てるが、あまり触ふれるべきでもないだろう。

　頃ころ合あいか、と勇斗は本題を切り出す。

「で、リーファ様。どうしてこのイアールンヴィズにも御神鏡があるとわかったんです？」

「ん、そ、それか。そういえばそういう話じゃったな！」

　リーファとしても渡りに船だったようで、焦じらすことなくすぐさま話に乗ってくる。

「おそらくじゃが、このイアールンヴィズにある鏡と、おぬしが元いた世界とやらにある鏡は、『対の鏡』というやつじゃ」

「『対の鏡』……ですか？」

「ほれ、双ふた子ごは遠く離はなれておっても、お互たがいがお互いのことを感じ取れたりする場合があるとか言うじゃろう？　あれと同じじゃ。同じ職人の手で、同じ手順、同じ形、同じ産地の《妖精の銅アールヴキプフアー》を用いることで、その二つの鏡は奇き妙みようなつながりを持つことがある」

「そ、そんなこと初めて耳にしましたわ」

　かつては神官の職にあり、その手のことにはかなり詳しいはずのフェリシアが、目を瞬しばたかせている。

　この一事をもってしても、やはりリーファの言うとおり、《妖精の銅アールヴキプフアー》に関する知識は、《狼》より帝国のほうがはるかに進んでいるようだった。

「エインヘリアルの中には、この『対の鏡』のつながりを利用して、遠方にいながら一瞬にして連れん絡らくを取り合う者もいるそうじゃ」

「あっ！」

　リーファの言葉に、即そく座ざに勇斗の脳のう裏りにひらめくものがあった。

　まさしくそれは、遥はるか遠く離れた二一世紀の日本と連絡が取り合えるという勇斗の今の状況と一いつ致ちするではないか。

「ほぅ、これもどうやら覚えがあるようじゃの。差さし詰ずめ、おぬしの元いた場所と連絡を取り合えるといったところかえ？」

「え、ええ」

　頷く勇斗。

　なぜ現代と連絡が取り合えるのか、とりあえずその謎なぞの一いつ端たんは解けた。なぜその対の鏡が現代日本にあるのか、という新たな謎も浮ふ上じようしはしたが。

「しかし、ふ～む」

　リーファがフェリシアをじっと見つめつつ、なにやら難しげな顔で考えこむ。

「あの、なにか？」

「失礼ながら、おぬしからはそこそこの神力アースメギンしか感じん。秘法使いとしてはせいぜい中の下といったところじゃな」

「……はい、自らの非才を日々痛感しております」

　率そつ直ちよくな言葉に、フェリシアが悲痛な顔でうつむく。

　そもそも秘法が使えるだけでも希少な存在であり、相当なもののはずだが、それを言ったところでなんの慰めにもならないだろう。

　フェリシアは勇斗をこの世界に召しよう喚かんし帰せなくなったことに非常に強い罪悪感と責任を感じている。気にしなくていいと何度も言ってはいるのだが、やはりそう簡単に割り切れるものでもないのだろう。

「う～む、人ひとりを呼び寄せるとなれば、相当な力が必要じゃ。確かに合わせ鏡には呪力を増ぞう幅ふくさせ、かつ世界の境界を曖あい昧まいにする効果があると聞くが、それでもこの者の力では到とう底てい足らんぞ」

「あの、一応、正式な手順を踏ふみ、儀ぎ式しき形式で皆の想おもいを収束させての術でしたが、それでも、ですか？」

　おそるおそるという体でフェリシアが問うも、リーファは首を左右に振る。

「ぜんぜん足らん。妾ですら正直、そんな難事、一人では成功させられる気がせぬ。あと二人は補助として、エインヘリアルの神力アースメギンが必要じゃな」

「妾ですらって……もしやリーファ様も秘法を？」

　思わず勇斗は問い返す。

　その問いかけに、リーファはにんまりと笑い、その見事に膨ふくらんだ胸を自じ慢まん気げに仰のけ反ぞらせる。

「ふふん、自分で言うのもなんではあるが、妾はユグドラシルで最高の秘法使いじゃぞ」

「そ、そうなんですか」

　その割には全然有名じゃないみたいですけどね、とはさすがに口にはしない勇斗である。

　以前、現代への帰還の一手として、クリスティーナにユグドラシルで有名な秘法使いを一通り挙げてもらったことがあるのだ。少なくともそこにリーファの名はなかった。

「ん、なんじゃその顔は！　おぬし、信じとらんな！」

「えっ!?　いや、そんなことはないんですが……ちょっとだけ盛りすぎなんじゃとは、その……」

「ほほう……」

　ニィッとあくどく口の端を吊り上げて、リーファは勇斗の胸むな元もとに手をかざす。

　いったい何を、と勇斗がいぶかしんだ、その瞬間だった。

「《レージング》！」

「ぐっ！」

　ズンッ！　と唐とう突とつに身体が重くなる。

　それこそキロ単位で全力疾しつ走そうしてヘトヘトになったかのような、倦けん怠たい感かんにも似た重さを全身に感じる。

「な、なんだこれっ!?」

　座すわってすらいられず、コタツに突つっ伏ぷす。

「お、お兄様!?　リーファ様、いきなり何をっ!?」

　フェリシアが慌てたように非難の声をあげる。

　これが相手が刃は物ものなどを手に持っていたならば、即座に反応し防いでいたのだろうが、徒と手しゆ空くう拳けんだっただけに反応が遅れたようだった。

　また、ヤルル家の姫君がいきなり攻こう撃げきしてくるなど、意識の外だったことも大きい。

「ん？　なに、妾の力のほどをちょっと見せてやっただけじゃ」

　血相を変えるフェリシアとは対照的に、リーファは実に平然としたものである。

　そしてその双そう眸ぼうに宿るのは――

「そ、それはまさか……双そう紋もん!?」

「なにっ!?」

　勇斗も首をなんとか動かして、リーファの顔を見上げる。そこには確かに、十じゆう字じ架かのような、あるいは剣のような形をした金色のルーンが浮かんでいた。

　双紋のエインヘリアル――ユグドラシルに三人もいないであろうと言われる稀き少しよう極きわまりない存在である。

「道理でこんなデタラメなことができるわけだ」

　ちょっと手をかざして言葉を発するだけで相手の身体の自由を奪うなど、もはや明らかに魔法や妖術の類である。

　ユグドラシルには確かに、呪歌ガルドルや秘法などといったまじないめいた力もあるにはあるが、効果のほどは大したことはなく、偽薬効果プラシーボ的な範はん囲いに収まるものだった。その差は歴然である。

　だが、それも納なつ得とくだった。

　ルーンは一つでも、持つ者に絶大な加護を付ふ与よする。それはユグドラシルの諸氏族において、エインヘリアルがほぼ例外なく高い地位に就ついていることからもうかがえる。

　それほどの力が二つである。それは人じん智ちを超ちよう越えつしたものになろうというものだった。

　実際、勇斗はもう一人、双紋の持ち主を知っているが、彼ももはや人間という枠わくを完全に逸いつ脱だつした化け物と呼ぶに相応ふさわしい力の持ち主であった。

　つまり、この少女は可か憐れんな外見に似合わず、それに比する力を持っているということである。

「ちょっ、ちょっと待って、待ってください！」

　フェリシアが顔を青ざめさせ、声を張り上げる。

　歯をカチカチと鳴らし、身体を震わせ、随分と取り乱した様子であった。

「双紋の持ち主は、ユグドラシルに三人といないはず。一人は《雷いかずち》の虎心王ドールグスラシルステインソール。もう一人は、その血統に双紋を受け継ぐこのユグドラシルで最も神聖にして尊きお方……」

「あっ、しまっ……」

　叫ぶや、口元を手で押おさえるリーファ。しかし、それが何より雄ゆう弁べんに、フェリシアの推測が当たっていることを示していた。

　不ふ遜そんながら、フェリシアはリーファを震える指で差し、悲鳴気味に叫ぶ。

「テ、神帝テイウダンスシグルドリーファ陛下ぁ!?」







　神聖アースガルズ帝てい国こく神帝。

　建前の上では、このユグドラシルに君臨する支配者であり、そしてこのユグドラシルで唯ゆい一いつ、公然と血けつ縁えんによる地位の継けい承しようが行われている存在である。

　その理由となっているのが、この双紋である。

　これこそ神帝一族がユグドラシルの土台となった原初の巨神ユミルより地上の支配者として統治を任された証とされており、代々の神帝は一人の例外さえなく、その双眸に金色の紋もん章しようを宿していたとされる。

　この神秘性ゆえ、神帝はユグドラシルの民たちから敬われ、そして各地の宗主たちから支配の大義名分として有あり難がたがられてきたのだ。

「ちっ、これはさすがに言いい逃のがれできんか。それにしてもまさかたった一日でバレてしまうとはのぅ」

　その当代の神帝は舌打ちとともに眉み間けんにしわを寄せ、なんとも悔くやしそうに顔をしかめていた。

　一方のフェリシアはそれどころではなかった。目の前にこのユグドラシルで最も神聖で尊き存在がいるのである。

　慌ててこたつから足を抜いてかしこまり、興奮冷めやらぬという体で確かく認にんするように問う。

「や、やはり神帝陛下であらせられるのですね」

「うむ、妾こそ神聖アースガルズ帝国第一三代神帝シグルドリーファである」

　観念したらしく、リーファは堂々と名乗りをあげる。

　とは言え、コタツでぬくぬくとしながらでは、絵面的にいささか威厳に欠けると言わざるをえない部分があった。

　なかなかにシュールである。

「リーファという名乗られたお名前も、現神帝にあやかって付けられたものだとばっかり思っておりました」

　嘆たん息そくとともに、フェリシアは首を左右に振る。

　時の権力者や偉い人じんから名前を拝借するのは、古今東西よくあることである。

「まあ、あやかっているのは間違いではないの。あと、今後もリーファでよいぞ。一応、お忍しのびの身なのでな」

「し、してなにゆえ、陛……リーファ様はこの地に？」

「じゃから見聞を広めるためと言うておろうが」

　苛いら立だった感じに答えるリーファであるが、フェリシアを責めるのは少々酷こくであろう。

　皇族とは言え遠とお縁えんの姫ひめごときと神帝とでは、立場があまりに違ちがいすぎるというものである。

　数週間程度の行楽ならともかく、春近くまで《狼》に留とどまるとも聞いている。そんな長きにわたって、神帝が帝てい都とを留守にするなど前ぜん代だい未み聞もんもいいところであった。

　色々気になるところはあったわけだが、勇斗としてはそれより早さつ急きゆうの用件があった。

「そ、そんなことより、と、とにかく俺にかけた術をそろそろ解いてくださいっ！」

　先さき程ほどから身体が重くて重くて仕方がないのだ。突っ伏したコタツの上から身体を起こすことさえ難なん儀ぎしている。いい加減、解放してほしかった。

「そ、そうです！　早くお兄様を！」

　フェリシアも思い出したように、慌てて叫ぶ。

　勇斗第一の彼女にしては珍めずらしいことである。よほどリーファが神帝だったことに驚き、前後不覚に陥おちいっていたようだ。

　対して、リーファはふいっと視線を逸そらし、人差し指と人差し指を突っつき合わせ始める。

「あ～、いや、えと……」

「ど、どうしたんです？」

　ひたすら悪い予感を覚えつつ、外れることを切に願いつつ勇斗は問う。

「そ、その、じゃな。秘法には大別して二種類ある。内側に力をかけていくものと、外側に力をかけていくものじゃ。先の《レージング》は内側に力をかけるものじゃ」

「はあ……」

　初耳の話で興味深くはあったが、聞いてもいないことをしゃべりだす辺りに、勇斗の悪い予感がさらに増していく。

「よってその術を解くには、外側に力をかけることで相そう殺さいする必要があるんじゃが……人間には適性というものがあっての」

「は、はあ……」

　もはやその先の言葉は読めていたが、それでも一縷の望みをかけて勇斗は根気よく続きを待つ。

「だいたい内側向きの人間は外側が苦手で、その逆もまたしかりじゃ。妾はその、内側が得意でな？」

「……つまり、かけることはできるけど、解くことはできない、と？」

「た、単刀直入に言えばそうなる、かのう」

　ポリポリと頬ほおをかきつつ、たははっとリーファは誤ご魔ま化かすように笑う。

　もちろん、勇斗は誤魔化されたりはしなかった。

　なんてはた迷めい惑わくなひとだ！　と内心憤ふん慨がいしたが、それを追及するのは後だ。

「フェ、フェリシア、お、お前なら解けるか？」

　万ばん能のうのエインヘリアルである彼女なら、と勇斗は期待の視線を向けるが、彼女も鎮ちん痛つうな顔で首を左右に振る。

「すみません、お兄様。これほどの呪力、わたくしにはとても……」

「ちょっ、じゃあどうすんだよ、これぇっ!?」

「ま、まあ、儀式も詠えい唱しようもともなわぬ略式の秘法じゃ。一週間もすれば自然と解けようて」

「い、一週間も!?」

　悲鳴じみた声が勇斗の口から漏れる。

　さすがにこんな身動きすらままならない状態では、地じ獄ごくもいいところである。

「な、なんとかならないんですか!?」

「ミズガルズの魔ま女じよシギュンであれば、おそらくたちどころに解くことが出来るんじゃろうが、のぅ」

「シギュン……ですって!?」

　因いん縁ねんと聞き覚えのある名に、勇斗は思わず訊きき返す。

《豹ひよう》との戦いに起きた自身の透とう明めい化か現象。

　その時に脳裏に浮かんだ妙みよう齢れいの美女のことを、当然ながら勇斗はすでにクリスティーナに言って調べ上げさせていた。

　身元は、すぐに割り出せた。

　いかにユグドラシルが広かろうと、彼女ほどの秘法の使い手はそうはおらず、その名声はすでに轟いていたからだ。

　それがシギュン、《豹》の先代宗主であり、現宗主フヴェズルングの妻だという女性であった。

「おう、さすがに知っておったか。彼女は確か《フィムブルヴェト》を使えると聞いておる。あれは最高難度の秘法の一つでな、全すべての制約を解き放つ秘法じゃ。略式の《レージング》ぐらい簡単に解呪できよう」

「全てを……？　誰だれかを凶きよう暴ぼう化かさせるものだって聞いてましたけど」

「ん？　ああ、そういう風に使っておるらしいのぅ。じゃが、元々は制約解放の秘法なんじゃ。身を縛しばる恐きよう怖ふ心しんと、獣じゆう性せいを縛る理性を解き放つことで、そういう効果を生んでおるんじゃろうな」

「なるほど……」

　そういうことならば、あの時、勇斗の身に起きた現象に説明が付く。

　おそらく、兵士たちにかけた《フィムブルヴェト》の余波によって、勇斗の身を縛っていたフェリシアの《グレイプニル》の効果が弱まったわけだ。

「やっぱり帰るには、なんとかあのひとの力を借りる必要があるのか」

　余波でそれだけの効果があるのなら、きっちりと勇斗本人に秘法をかけさせれば……

「っつったってなぁ」

　ぐったりと倒たおれたまま、勇斗は諦てい観かんのこもった呻うめきを発する。

　相手は敵国《豹》の先代宗主なのである。とても協力してくれるとは思えなかった。







　プル、ガチャ。

『もしもし、勇くん？　こんばんは』

「ああ、こんばんは。相変わらず取るのはええなぁ、お前」

『だいたいかけてくる時間一緒だからね』

　電話口からは、少々子供っぽい弾はずんだ声が漏れ聞こえてくる。サロンで聞いたリーファとよく似た声。だが、その口調は柔らかく、妙みような堅かた苦くるしさもない。

　電話の先にいるのは志し百も家や美月。勇斗がユグドラシルに渡ってからも連絡を取り合い何かとサポートしてくれる幼おさな馴な染じみである。

「今日は一つ報告があるんだ。朗報かどうかは微び妙みようなところだけど、な」

　寝しん台だいに横になりながら、勇斗は言う。

　ここは勇斗の寝しん室しつである。

　正直、今日が満月で良かったと勇斗は思う。

　今の勇斗はリーファの《レージング》により、とても聖塔フリズスキヤールヴを登れそうにない。月の力が最高潮に達する今日ならば、二一世紀からの電波もこの部屋まで良好に届く。

　何よりも早く、彼かの女じよには伝えたかったから。

『え～、なに？』

「あー、先に言っておくぞ。あんまり期待しすぎるなよ？」

『聞く前から言われても。もったいぶるなぁ。なんか怖こわくなってくるんだけど』

「帰る方法が、見つかったかもしれない」

『え、えええええええええええええっ!!』

　それまでののほほんとした調子とは一転、耳をつんざくような叫きよう声せいが、受話口から放たれる。

　とりあえず予想済みの反応だったので、勇斗はスマートフォンを耳から離し華か麗れいにスルーしてから再び耳に当てる。

『ど、ど、どどど、どういうことっ!?』

　それを待ち構えていたかのように、息せき切って美月が問い詰めてくる。

「もう一度念ねん押おししておくけど、あんまり期待しすぎるなよ？　雲を掴つかむようでどうすればいいのかまったくわからなかったのが、ほんのちょぉっと具体性を帯びたぐらいだからな？」

『そ、それでもいいよ！　少しでも帰ってこられる可能性が上がったんでしょ！　は、早く聞かせて！』

「うん。上がったかどうかは微妙だけど、な」

　頷き、勇斗はリーファから聞いた話をそのまま美月に話してやった。

　美月は真剣に、何度も何度も相あい槌づちを打ちつつ耳を傾かたむけ、

『つまり、その《フィムブルヴェト》って秘法を勇くんにかければ、帰ってこられるってこと？』

「まあ、断言できねえけど多分、な」

「じゃ、じゃあ早さつ速そくかけてもらえば……ってかけられるひとが敵国のひとなのかぁ」

　前のめりな興奮気味の声が、風船が萎しぼむように活力を失っていく。勇斗が前もって、期待するなと言ったことを思い出したのだろう。

　その落らく胆たんした声が、ズキリと勇斗の心を痛ませる。やはり変に期待をもたせるようなことは言うべきじゃなかったかも、と勇斗は後こう悔かいしかけたが、

「じゃあ、そのシギュンさん以外で使えるひとを捜さがすしかないね！」

　美月はまたすぐに元気を取とり戻もどして、あっけらかんとそんなことを言い出す。

「あ、ああ」

　言われた勇斗のほうが、思わずぽかんとなる。

　実際のところ、勇斗もその可能性を考えなかったわけではない。と言うより真っ先に考えた。

　確かに、もう一人ぐらいはどこかに《フィムブルヴェト》の使い手がいてもおかしくはない。

　だが、ただでさえ稀き少しような秘法使い、しかもこの途と方ほうもなく広く、情報伝達手段も限られるユグドラシルで、該がい当とうする人物を探しだすことがどれほど困難か、わからぬ勇斗でもなかった。

　また、見つけられたところで秘法使いは氏族の宝だ。そう簡単に貸し出してもらえるはずもない。

　美月がその辺りの事情まで勘かん案あんして言っていないことはわかっている。

　それでも、だからこそ、そんな彼女のポジティブさが、勇斗にはありがたかった。ユグドラシルの現実は、ただただ過か酷こくだ。現実ばかり見ていては、すぐに気が滅め入いってしまう。

　彼女がそう言うのなら、やれるかもしれないと不思議と思えてくるのだ。彼女の言葉は、勇斗にいつもやる気を注いでくれる。

「そうだな。頑がん張ばって捜さないと、な」

　勇斗も柔らかく微笑ほほえんで頷うなずく。

　不安材料を数え上げたら、本当にきりがない。

　それでもこれは美月の言うとおり――

　帰き還かんへの大きな一歩には間ま違ちがいないのだ。







「ち、父上！　だ、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　翌朝、血相を変えて、ジークルーネが勇斗の寝室に駆かけ込んできた。

　戦場ではたとえ倍の敵に囲まれようと平然としている彼女が、完全に取り乱してしまっている。

　息をぜいぜいと弾ませ、ここまで全速力で走ってきたことがうかがえた。

「安心しろ、ルーネ。軽い風か邪ぜだ。心しん配ぱい性しようのフェリシアが、風邪は引きかけが肝かん心じんって言うから大事を取っただけだ」

　ベッドに腰こしかけ壁かべに背を預けつつ、勇斗が言う。

　リーファが神帝であること、その神帝に束そく縛ばくの秘法をかけられたこと、などは外部に流出しては色々と問題になりそうということで、フェリシアと相談して伏ふせることにしたのである。

　ただ勇斗が身動きとれないのは事実であり、公には風邪を引き一週間ほど、公務を休むという触れを出した次し第だいである。

「そ、そうですか。大したことないようで何よりです」

　顔色を確認するようにじっと勇斗をじっと覗のぞき込み、ジークルーネは納得したのかほっと安あん堵どの息を吐く。

　ついでフェリシアのほうを振ふり向むき、

「良い判断だ、フェリシア。父上には万が一もあってはならぬからな」

「……そうね」

　わずかに顔をしかめ、フェリシアが鎮痛そうに顔をしかめる。

　自罰的なところがある彼女のことだ。勇斗を守れなかったことに強い責任を感じているのだろう。

　だが、部屋内部にいた者による、敵意も殺意もないまったくの不意打ちである。この状じよう況きようでは、武勇においては《狼おおかみ》の双そう璧へきを張るジークルーネやスカーヴィズだったとしても、防ぐことは困難を極きわめたに違いない。

　勇斗としてもそれは言って慰なぐさめてはいるのだが、どうしても本人は責任を感じてしまうのをやめられないようだった。フェリシアは飄ひよう々ひようと掴みどころがないように見えて、根は生き真ま面じ目めな女性なのだ。

「何か必要な薬草などがあれば言ってくれ。すぐに採ってくる」

「ありがと、ルーネ。でも大丈夫。その辺りは揃ってるわ」

「そうか。こういう時はお前が少しうらやましい。わたしは戦うしか能がないからな」

「何言ってるの。その戦いで貴女あなたは何度もお兄様のお役に立ってるじゃない。適材適所よ」

「それはそうなのだが、な」

　口では納得しつつも、ジークルーネの表情は渋しぶい。

　何かしら勇斗のためにしたいのに、何もできない自分が歯がゆくて仕方ないらしい。

　くぅ～ん。

「ん、なんだ。ヒルドールヴも連れてきてくれたのか」

　唐突に室内になんとも切なそうな鳴き声が響ひびき、勇斗は相好を崩くずす。

　視線を下に向けると、ヒルドールヴがジークルーネの右足にゴシゴシと甘あまえるように顔を擦こすりつけている。

　もしかすると母親代わりのジークルーネが落ち込んだのを見て、彼かれなりに励はげましているのかもしれない。

　こうしていると、見た目はただの仔こ犬いぬにしか見えないが、ヒミンビョルグ山脈にのみ棲せい息そくするという大たい狼ろうガルムの仔である。先日、山さん賊ぞく討とう伐ばつに向かったジークルーネが拾ってきて、面めん倒どうを見ているのだ。

「えっ!?　あ、これは、どうやら勝手についてきたようで……」

「あら、急ぐルーネの足についてこられるなんて、まだちっちゃいのに大したものね」

　フェリシアがクスリと笑えみをこぼしつつ頭を撫なでてあげると、ヒルドールヴは気持ちよさそうに目を細め、されるがままにしている。

　その様があまりに可愛かわいくて、勇斗も撫でてあげたい欲がむくむくとこみ上げてくる。

「ちっちっ、こっち来なヒルドールヴ」

　名前を呼んで、勇斗はベッドから手を垂らし、人差し指でこいこいと合図する。《レージング》の術下にあっても、これぐらいはなんとかなる。

　しかし、ヒルドールヴはぴくりと耳を動かした後、勇斗のところへ向かおうとするどころか、その場に伏せってしまう。

「お、おい、ヒルドールヴ！　父上がお呼びなのだぞ！」

「ああ、いいっていいって。まだちっちゃいんだし」

　勇斗は笑って許したものだが、

「いえ、小さいうちにこそ、ものの道理というものを教えてやらねばなりません。ほら、ヒルドールヴ。この群れの長おさは父上だ。フェリシアなどではなく父上の命に従うのだ」

　ジークルーネは厳しい顔でピシッと叱しかりつける。

　ヒルドールヴもこの強い口調には驚おどろいたようで、ビクッと即座に立ち上がり、そしてジークルーネのほうへと駆け寄る。

「わたしのほうではない。父上のほうだ」

　ジークルーネが声とともに勇斗のほうを指さすのだが、わかっていないらしくヒルドールヴは振り向こうともしない。代わりにパタパタと尻尾しつぽを振る。

　完全にジークルーネの言葉を理解していなかった。仔こ狼おおかみなのだから仕方ないのだが。

「こら、ヒルドールヴ、言うことをきかないか」

「だからいいってルーネ」

「いえしかし……ん？」

　なおもジークルーネが諦あきらめきれないそぶりを見せたその時、ヒルドールヴがすくっと立ち上がり、スタスタと勇斗のほうへと歩いていく。

「お、おおっ！　やはりお前は賢かしこいぞ。ヒルドールヴ」

　うんうんと感無量といった感じでジークルーネが頷いている。

　これまで勇斗にだけ甘いと評判のジークルーネであったが、どうやらヒルドールヴにも甘いようだった。

　そして母親ジークルーネが熱い視線を送り見守る中、

「っ！」

　ヒルドールヴは勇斗の寝台に向けて片足を上げ、おしっこをひっかける。

　一いつ瞬しゆん、時が止まった。

「そこに直れっ！　ヒルドールヴ！」

　次いで激げつ昂こうし、思わず手を振り上げるジークルーネであったが、くぅん？　と鳴き声とともに振り返り、小首を傾かしげてつぶらな瞳ひとみで見上げてくる仔狼に、「うっ」とうめき声とともに固まる。

　さしもの『氷の華はな』と謳うたわれたジークルーネも、この可愛さには太た刀ち打うちできないようだった。

　ジークルーネは振り上げた手をわなわなと震ふるわせていたかと思うと、

「も、ももも、申し訳ございませぬ、父上。ヒルドールヴがとんでもないことを。この仔の罪は飼い主たるわたしの罪。どんな罰でも甘んじてお受けいたしますゆえ、どうかお許しを」

　バッとその場で膝ひざを突き、彼女にしては実に珍しく青ざめた顔で嘆たん願がんしてくる。

　その慌あわてぶりがおかしくて、勇斗は思わず吹ふき出した。

「はははっ、当代の『最も強き銀狼マーナガルム』の顔から血の気を引かせるとは、まだ子どものくせに大したものじゃないか、ヒルドールヴ」

　類まれな戦果を挙げた小さな勇者の頭を、勇斗は優やさしく撫であげる。

　だが、ヒルドールヴはその勇斗の手をすぐさまかわし、今度はがぶっと飛びつくように人差し指に噛かみ付ついた。

「ひ、ひ、ヒルドールヴぅぅっ!!」

　ついに悲鳴じみた絶ぜつ叫きようを上げるジークルーネ。

　珍しいどころの騒さわぎではなく、勇斗は彼女のこんな動転しきった声を初めて聞いた気がする。まさにいかなる猛も者さにも成し得なかった快挙と言えよう。

「ああ、大丈夫大丈夫。甘あま噛がみだ。痛くないって」

　前まえ脚あしで掴んでなお人差し指にじゃれついてくるヒルドールヴを、好きにさせつつ勇斗は言う。実際、まったく痛くはなく、むしろこそばゆい。

　別に勇斗を嫌きらっているというわけではなく、むしろ好いての行動だ。

　だが、母親代わりのジークルーネとしては気が気でないのもわからないでもなかった。

「ほら、そろそろルーネのところにいきな」

　しっしっと勇斗は追おい払はらうように手の甲こうを振るも、それさえ仔狼には格好の遊び道具らしかった。

　グルルっと唸うなり声ごえさえあげて、その手に飛びかかってくる。

「え、ええい、や、やめないか！」

　さすがに我が慢まんできなくなったのか、真っ赤な顔で駆け寄り、ジークルーネはヒルドールヴを抱だき上げる。

　その必死さがおかしくて、ついに勇斗は思い切り吹き出さずにはいられなかった。

　まったく母親が甘いのをいいことに、どこまでも狼藉を尽つくす仔狼であった。







「風邪ひくとか、相変わらず貧弱なやつだなー。まったく世話が焼けるっつーか」

　昼下がり、いつもの工こう房ぼうではなく、今日は厨ちゆう房ぼうに立って鍋なべをかき混ぜながら、イングリットはぼやいていた。

　口ではそう言いつつも、そんな少年のために甲か斐い甲が斐いしく麦むぎ粥がゆを早速作ったりしてるあたり、言動が一致しない少女である。

「ん、よし！」

　一口味見し、会心の出来にイングリットは満足気に頷く。

　風邪に効く薬草や滋じ養ようのあるものなど、いろいろ混ぜたのだが、絶ぜつ妙みようの配分で美味おいしい仕上がりになっている。

　さすがは物づくりの天才イングリットである。こと料理においてもその才能を遺い憾かんなく発揮していた。

「ふふっ、男の心を掴むにはまず胃い袋ぶくろから、とか言うし、あいつもこれ食べりゃ少しはあたしを見直すだろ」

　火を消し、イングリットは鍋の中身を木製の茶ちや碗わんによそって、いそいそと黒くろ髪かみの少年の部屋へと向かう。

「案外、食べた瞬しゆん間かん、『イングリット、結けつ婚こんしてくれ！』とか言い出したりして、えへへ、えへへへへ…………ないな」

　だらしなく相好を崩したかと思えば、唐突に真顔になってはぁっと肩かたを落とす。

　実に忙いそがしい少女である。

　そうこうしている内に、勇斗の寝室へと辿たどり着つく。

　軽く拳こぶしを握にぎり扉とびらを叩たたこうとして、

「お兄様……さ、服をお脱ぬぎになってくださいまし」

「ああ」

　中から聞こえてきたいかがわしい内容に、イングリットは固まる。

「二年前に比べると、随ずい分ぶんと筋肉がつきましたね」

「そうか？　まあ、そうかもなぁ」

「ふふっ、ここもすっかり逞たくましくなられて……」

（ここってどこだよ!?　あれか!?　あれのことか!?）

　どうやら部屋にいるのはフェリシアのようである。

　副官にして護衛の彼女だ。一いつ緒しよにいてもおかしくはない。

　おかしくはないのだが、

「それに、とっても大きい」

「あ～、まあ、ユグドラシルの人に比べたら、そうかもなぁ」

「お兄様は横になっていてくださいませ。後はわたくしが致いたしますから」

「ん、頼たのむ」

「では、失礼いたしますね。ふふっ、どうです、気持ちいいですか？」

「ん、ああ、いい感じだ」

「強すぎたり弱すぎたりはいたしませんか？」

「そうだな、じゃ、もう少し強く擦ってくれるか」

「はい、ではこんな感じで……どうです？」

「ん、ああ、すげえ気持ちいい」

（ひ、昼間っから何やってんだよ、こいつらぁっ！　ユウトもユウトだ！　好きな娘こに操みさお立ててたんじゃねえのかよ！）

「じゃ、エフィちゃんもやってみる？」

「は、はい。ご主人様のため、粉ふん骨こつ砕さい身しん、頑張らせていただきます！」

「ちょっ！　待てええ！　子どもに何やらせるつもりだ、ユウトォッ！」

　たまらずバァン！　と勢いよく扉を開け放ち、部屋に乱入するイングリット。

　フェリシアとのことは二人とも分別ある年ねん齢れいだからと遠えん慮りよもしたが、さすがにまだ年とし端はもいかないエフィーリアを巻き込むなど言語道断である。

「そんなこと、神様が許してもあたしが許さないからな！　そのスケベ根こん性じよう、叩き直なおし……て……？」

　怒いかりをみなぎらせてまくし立てるイングリットであったが、途と中ちゆうからどんどんその勢いがしぼんでいく。

「い、イングリット……？」

　勇斗が目をパチパチと瞬またたかせている。

　そんな彼は、確かに上半身裸はだかではあった。しかし、下半身はしっかりとズボンを穿はいている。

　エフィーリアも、ちゃんと衣服も身にまとっている。

　エフィーリアの手にはタオルが握られていて、それを勇斗の背中に押し当あてたまま、びっくりした顔でイングリットのほうを振り向いていた。

　どうやら風邪を引いた勇斗の身体からだを濡ぬれタオルで拭ふいていたと、そういうオチらしかった。

　その隣となりでは、フェリシアだけがニマニマと楽しそうな顔でほくそ笑んでいる。よくよく考えれば、護衛の彼女が素人しろうと同然のイングリットの気配に気づかぬはずがない。

　彼女に一いつ杯ぱい食わされたことに気づき、カーッと全身の熱が顔に集まっていく。

「お、お、おかゆ作ったから食べろ！　じゃ、じゃあなっ！」

　それだけ言って、イングリットは脱だつ兎とのごとくその場から逃にげ出したのだった。







「なんてことがあってさぁ。まったくイングリットのやつ、俺おれをなんだと思ってんだか」

　夜となり、今日の顛てん末まつを勇斗は美月に話して聞かせていた。

　個人的にはなかなかアホらしくて傑けつ作さくであり、美月も笑ってくれると思っての事だったのだが、

『ふーん』

　幼馴染の反応は実に冷ややかなものだった。

　声に抑よく揚ようがなく、完全無欠な棒読みである。

「え？　あれ？　面おも白しろくなかった？」

『勇くん……不潔』

「いや、ちょっと待て！　そうならないために身体拭いてもらってたんだって」

『だからってぇ！　フェリシアさんやエフィーリアちゃんにそんなことさせるなんて～！』

「しゃーねーだろ！　昨日からずっと寝ねたきりなんだぞ？　いい加減、背中が汗あせで気持ち悪かったんだよ！」

『う～～、それはそうかもしれないけど～、けど～』

「病院とかじゃ看護師さんとかもしてくれることじゃねえか」

『病院って、も、もしかして、二人に下のお世話までさせていないでしょうね!?』

「それはさすがに遠慮したから！」

『しようとしてくれたんだ!?』
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　なんて勇斗たちがいつものように他愛ない会話に花を咲かせていたのとほぼ同時刻。

　リーファが間借りしている宮殿の客室には、客が訪れていた。

「リーファ様！　ご無事であらせられましたか！」

　入室するや、短髪の女戦士は涙声でそう叫びリーファの足下にひざまずいた。

　よほど心配していたのだろう。

　その顔を安堵にくしゃくしゃにしていた。

「お、おお、エルナか。あ、あの時は済まんかったな」

　一方のリーファは寝台の上で、顔をひきつらせていた。

　女戦士――エルナはリーファの旅の護衛であり、そして先日、秘法をかけてその動きを縛りつけた相手である。しかもそんなことをしたにもかかわらず、無事を喜ばれている。

　なんともばつが悪かった。

「さ、さすがはファグラヴェールの直属じゃな。即席とは言え、もう妾の秘法を解いたのか」

「……なんとか。まだ本調子には程遠いですが」

　口調こそ丁寧であったが、その言葉には少々刺があった。

　さすがにリーファの蛮行に、含むところがあるようである。まったく気にしていないというほうが、人としておかしいが。

「あ、相方のスィールはどうしたのじゃ？」

「事態が事態であったため、彼女は御おや館かた様の指示を仰ぎに戻りました」

「そ、そこまで大事でもなかろう！」

　本人としてはちょっとした悪戯感覚だっただけに、思わずリーファは悲鳴じみた叫びをあげた。

　それがよくなかったのだろう。

「うっ……」

　瞬間、リーファはくらっと目眩を覚え、背後の壁に背中をもたれかける。

「リ、リーファ様っ!?」

「あ、案ずるな。短期間で秘法を使い過ぎた反動が出とるだけじゃ」

　慌てるエルナを、リーファはバッと手で制す。

　その顔からは血の気が引いていた。息も荒い。

　双紋はリーファに他と隔絶する絶大な力をもたらしたが、リーファの人より虚弱な身体が、その圧倒的な力の行使に耐え切れないのだ。無闇に使いすぎると、こうして体調を崩してしまいがちだった。

「ふふっ、外の世界に興奮して、少々、はしゃぎすぎてしまったわ」

「まったくです。リーファ様はこのユグドラシルで最も尊き存在であらせられます。ご自愛くださいませ」

「ははっ、そうじゃなぁ。悪いが、少々、横にならせてもらうぞ」

「て、手伝います。失礼します」

　エルナが駆け寄り、すっとリーファを抱きかかえる。やはりエインヘリアルだけあって、女の細腕とは思えぬ剛力である。

　そのままリーファの身体の向きを変え優しく下ろしつつ、エルナは心配そうにリーファの顔を覗き込みつつ言う。

「熱もおありのようですね」

「うむ、まったく貧弱な身体よ」

　自嘲するように、リーファは鼻を鳴らす。

　どうやら、身体が弱った拍子に風邪も併発してしまったらしい。数日は養生しなければならなそうだった。

　まあ、三人の人間を数日寝たきりに陥らせたのだから、自業自得と言えばそれまでだが。

「あの、リーファ様。やはりお身体のことを考えると、体調が戻り次第、グラズヘイムに戻られたほうが……」

「なぬっ!?」

　リーファの血相が変わる。

　ガシッとエルナの腕を病床の身とは思えぬ力で握り締め、呻くような声で言う。

「待て！　外遊の期限は春までだったはずじゃ！」

「し、しかし、やはりリーファ様のお身体が……」

「こんなもの数日で治る！　と、とにかく春まではグラズヘイムになど帰らぬからな！」

「は、はあ……」

　リーファの尋常ならざる気迫に、エルナは呑まれたようだった。

　最初で最後の外の世界である。こんな形で終わるなど真平ごめんであった。その想いが、リーファを突き動かしていた。

　それならきちんと護衛の言うことを聞いていればよかったのだが、そこは生まれながらのお姫様である。

　どうしても無意識に我儘な部分が出てしまうのだ。否、自分が我儘であることさえ気づいていない。

「で、ではせめて、《剣つるぎ》にいたしませぬか？　今はスィールはおらず護衛はわたし一人のみ。その上ここは《狼》の本拠ではございませんか。危険すぎます」

「んん？　危険などまったくなかったぞ。むしろここの連中は妾わらわにとてもよくしてくれておる」

「騙されてはなりません。現《狼》宗主スオウユウトは近隣では『悪評高き狼』と呼ばれ、またその二つ名の通り、貪欲に領土を拡大している野心多き危険な男です」

「ふぅむ、そうはとても見えんがのぅ」

　昨日今日と勇斗と接してみて、拍子抜けしたというのがリーファの正直な感想である。

　なんとものんびりとした、争いなどとは無縁そうな穏和な少年だった。

　リーファが神帝だと発覚した時でさえ、注意深くその気配を探ってみたものだが、野心を垣間見せもしなかった。今だって、略式の《レージング》ごときで寝込んでしまっている。

　こんなのが本当に帝国を滅ぼす『黒きもの』なのかと疑念は尽きない。

「ですから騙されてはなりません！　あの男、先日も美姫を大勢引き連れ湯治旅行をしていたとのこと。きっと今はリーファ様を狙って、羊の皮を被っているだけです」

「狼だけに、か」

　クスッと小さく笑みをこぼしつつ、リーファは肩をすくめる。

「冗談を言っているわけではございませぬ！」

「わかっておる。じゃが、そうじゃな。あの男、ずいぶんと女性に慕われておるのは確かじゃ」

　その人物の本当の器量を知りたければ、その周りにいる人間を見るのです、とは乳兄弟ファグラヴェールの言である。

　昨夜のクリスティーナという少女は、あの若年でとても利発で配慮も身についていた。

　フェリシアも洗練された所作と気配りは秀逸であり、女官としてそばに欲しくなったぐらいである。

　宮殿をウロウロしている時に聞いた話によれば、勇斗の親衛隊長を務めるジークルーネという少女は、『最も強き銀狼』の称号を持ち、かの豊穣王インフロデイ《蹄ひづめ》のユングヴィを討ち取ったほどの猛者らしい。

　名工イングリットは言うに及ばず。

　これほどの傑物たちが、ただの凡庸な少年の下に集い従うとはやはり考えにくい。

　きっと何かあるのだ。まだ自分の見えていない、彼の本当の姿が。

　それを見極めるまでは、なんと言われようと帰るわけにはいかなかった。

　まさしくそのために、リーファは帝国を出たのだから。







「ま、参った！」

　喉のど元もとに刃はを潰つぶした槍やりを突つきつけられ、ヴァーリは馬上で両手を上げ降参の意を示した。

　ヴァーリは《霜のたてがみフリームフアクシ》のルーンを持つエインヘリアルであり、ミズガルズの雄《豹》の氏族にあって、その武勇を讃たたえられた傑物である。

　かつての《狼》との戦においても、先代『最も強き銀狼マーナガルム』にして若頭補佐ほさスカーヴィズ相手に互角以上の戦いをしてみせ、手傷を負わせたことからもそれはうかがえる。

　それほどの者が今、言い訳のしようもないほどの完敗を喫きつしていた。それも、馬に乗ってまだ一ヶ月も経たぬ人間を相手に、だ。

「ふ～～、相手の武器を壊こわさないようにって手加減するのはすげえ疲つかれるな」

「て、手加減……」

　戦士の誇ほこりを傷つけられ、ヴァーリがわなわなと身体を震わせる。

　これが相手の見み栄えからくる吹ふい聴ちようであったなら、どれだけ救われたことだろう。だが、彼の言葉が紛まごうことなき真実であることを、ヴァーリは知っていた。

　目の前で鹿か毛げの馬に乗った赤髪の青年――《雷いかずち》の宗主〝虎心王ドールグスラシル〟ステインソールの持つルーンは二つ。

　一つは、身体能力を極限まで引き上げるルーン《力の帯メギンギヨルズ》、そしてもう一つが、破は壊かいに特化したルーン《粉砕するものミヨルニル》だ。

　この後者のルーンを抑おさえていたことは間違いない。模も擬ぎ戦せんで相手の武器を壊していては、訓練にならないからだ。

「しっかし療りよう養よう生活ですっかり身体も勘かんが鈍ってんなぁ。調子は六割ってところか」

「これで六割……だと……っ!?」

　ガラガラとこれまで積み上げてきた誇りが崩れていく音が、ヴァーリの耳じ朶だに確かに響いていた。

　彼の得意武器は弓だ。弓での勝負なら自分が負けるはずがない。そう必死に思い込もうとするのだが、この赤髪の青年が相手ではそれでも敗北を喫する予感しかしない。

　いったいなんなのだ、この化け物は！

「親おや父じ、そのへんにしといてあげてください」

　巨きよ漢かんの青年が、なんとも鎮ちん痛つうな顔で言う。その瞳には、ありありとヴァーリへの同情が篭こもっていた。

　それがまたヴァーリの自尊心を傷つけることになるのだが、この状況では反論するだけより惨みじめになるだけである。

「ヴァーリ殿どのも、あまりお気になさらず。虎を相手に足の速さで劣おとることも、膂りよ力りよくで及ばぬことも、ましてや真正面から戦って勝てぬことも、なんら恥はじではございませぬ。たとえ相手が遊び半分だったとしても、です」

「～～っ！」

　止とどめを刺さしに来ているのかと半ば本気で思ったヴァーリだったが、巨漢の青年――シャールヴィの顔は至って真しん剣けんそのものである。

「今の貴方あなたのお気持ちは、俺にはよぉぉぉぉっくわかります。俺も以前、たかだか一三の小こ僧ぞうだった親父に完かん膚ぷなきまでに負けた時はまるで現実感がありませんでした」

　瞑めい目もくし、ゆっくりと重々しく、シャールヴィはうなずいてみせる。

　シャールヴィも《歯を研ぐものタングリスニ》のエインヘリアルであり、近隣では『星鉄のイアールン籠手グローヴイ』と謳われる勇者だと聞いている。

　そんな彼が、一三歳さいの小僧に負けたというのだ。その屈くつ辱じよくは想像するにあまりある。

「このひとは別格なのです。本当に、お気にめさるな」

「……了りよう解かいした」

　いわば同士の言葉である。ヴァーリは重く心に受け止めた。

　実際、同じ人間とは正直、思えなかった。

　かの《狼》の宗主は洪こう水ずいを起こすなどという奇き想そう天てん外がいな策で打ち破ったというが、確かにそれぐらいしないととてもこの化け物は倒たおせそうな気がしない。

「なあシャールヴィ、このあぶみというやつはなかなかいいぞ」

　件くだんの怪かい物ぶつが、二人のエインヘリアルの複雑な心情など気にもかけず、楽しげな声をかけてくる。

　あぶみ――〝仮面王グリームニル〟フヴェズルングがもたらし、《豹ひよう》をミズガルズからアールヴヘイム西部一帯を支配するまでに躍やく進しんさせた原動力だ。

　非常に簡単な構造ながら、これにより人間は馬上でも足場を持つことが出来、武器を振るって戦うことができるようになるという、まさに発想の勝利ともいうべき英知の結晶である。

　兄弟盃さかずきを交かわした相手への友好の品として《豹》から《雷》へと贈ぞう答とうしたものの一つだった。

　所しよ詮せん、《雷》は鈍どん重じゆうな街の民たみの氏族である。あぶみを与あたえたところで満足には使えまいとヴァーリは高をくくっていたのだが――

「もしや我々は、この怪物をさらに手に負えない存在にしてしまったのではないか……!?」

　ヴァーリの背筋を、戦せん慄りつとともに冷たい汗が流れ落ちた。







ACT 3







「「「「「新年明けまして、おめでとうございます！」」」」」

　この日、イアールンヴィズでは新しい年の幕開けを祝う宴うたげが各所で催もよおされていた。

　新年祭は今年一年の《狼》の躍進を願う、春の豊作祈き念ねん祭、秋の収しゆう穫かく祭さいと並んで、イアールンヴィズでは最も大きなお祭りの一つである。

《狼》の宮殿においても、聖塔フリズスキヤールヴ天頂部に建てられた神殿ホルグルには、スカーヴィズを除く幹部の面々が勢せい揃ぞろいしていた。ギムレー知事オロフやグニパヘリル砦さい主しゆアルレクと言った普ふ段だんは遠く離はなれた任地にいる者の顔もちらほらと目に留まる。

「うん、明けましておめでとう！」

　勇ゆう斗とも鷹おう揚ように頷いて、挨あい拶さつを返す。

　とは言っても、今朝、起おき抜ぬけに見たスマートフォンの液えき晶しよう画面には、一月三一日という日付が躍おどっていた。事実、美み月つきとは一ヶ月前に同じ言葉を交わし合っている。

　ユグドラシルで一いつ般ぱん的てきに使われる太たい陰いん暦れきと、二一世紀の日本で使われている太たい陽よう暦れきとでは新年が一ヶ月ほどズレるためだ。

　勇斗は続けて言う。

「旧年は貴君らのおかげで、我ら《狼》は大いに躍進する年となった。宗主パトリアークとして、父として、大変誇りに思う。今年もまたいろいろあると思うが、皆みな、旧年同様、若じやく輩はいで至らぬ俺を支えてくれると嬉うれしい。日ひ頃ごろの貴君らの頑がん張ばりに報むくい労ねぎらう意味も込めて、今日はささやかながら酒と肴さかなを用意した。心ゆくまで楽しんでいってくれ」

　こういう格式ばった挨拶は正直、苦手であった。宗主として威い厳げんもなくさぬよう、偉えらぶった物言いをせねばならないのも少々きつい。

　戦時の号令などは、そんなことを気にかけている余よ裕ゆうもなくなるので全く平気なのだが。

　加えてさすがに公おおやけの式典なので、普段の身軽な黒衣ではなく、ゆったりとした白いローブ状の正装姿である。頭や首周り、腕うでなどを彩いろどる純金製の装そう飾しよく品ひんが、とにかく重い。

　色々面めん倒どう臭くさいが、これも宗主の仕事である。勇斗は締しめの一言に向け、大きく息を吸い込む。

「では……乾かん杯ぱい！」

「「「「「かんぱーいっ!!」」」」」

　キンキンキキン！

　勇斗が手に持っていた盃を天に掲かかげるや、子分たちも倣ならうように盃を天に掲げ、近くの兄弟たちとぶつけ合い、甲かん高だかい金属音が響き渡わたる。

　ついで瞬またたく間まに、祭さい儀ぎ場じようが喧けん騒そうに包まれる。子分たちが皆、笑え顔がおで楽しそうに歓かん談だんしているのを勇斗は微笑ほほえましそうに見回し、

「……げっ。やっぱりか」

　一転、表情が凍こおりついた。

　ある一角だけ、どよぉぉぉんと空気が暗く淀よどんでいるところがあった。それはもうどす黒いオーラが渦うず巻まいているようにさえ見えた。

「ふ……ふふふ……うふふふふふふ。これでついにわたくしも二〇歳、ですわね」

　フェリシアである。

　ユグドラシルでは、誕生日ではなく、新年に皆みな一いつ斉せいに年を取る。すなわち、まさに今日、フェリシアは二〇歳の大台に乗ったのだった。

　周りに座すわっていた者達たちも色々と察したようで、席を離れ、懇こん意いにしている者達のところへといそいそと逃げだしてしまった。

　そのせいもあって、余計にフェリシアの周りだけ妙みように寂さびしくなっている。これはよくない。

「フェリシア」

　ちょいちょいっと手で呼びつける勇斗。

　正直、自分から向かいたいところだったが、公の席で氏族の長が目下の者に自ら挨拶に行くのは、さすがにいろいろ問題がある。

「なんでしょう、お兄様？」

　普段は春の陽ひ射ざしのような温かみのある声も、今日は暗く沈しずんでいた。いつも聞いている声だけに、調子が狂くるう。

　最近のフェリシアははもう諦てい観かんめいたことをよく口にしておどけていたりもしたものだが、やはりいざ実際に年齢の一〇の位が一つ繰くり上がると、色々とこみ上げてくるものがあるらしかった。

　まあ、二〇歳と言っても、ユグドラシルの数え方ではそうなるというだけで、現代日本の数え方ならば、まだ一週間前に一八歳を迎むかえたばかりである。

　勇斗としてはさほど気にするほどのことでもない気はするのだが、一〇代で結婚し子を生なすのが普ふ通つうのユグドラシルでは気にするなというほうが無理というものなのだろう。

「まあ、呑のめ」

　勇斗は苦く笑しようしつつ盃を渡し、水差しを傾かたむける。

「ありがとうございます、お兄様」

　礼だけ言って、フェリシアは一気に盃の中身をあおる。

　実に見事な、惚ほれ惚ぼれするような飲みっぷりであった。

「も、もう一杯いっとけ」

　男には浴びるほど飲みたい夜が時にはあるとは聞いたことがあるが、どうやら女性にもあるようだった。

　割り切れないものがある時は、酒に限る。だからこそ、酒は古くから人類の友の地位を不動のものとしているのだ。

「ん、どうした、フェリシア。父上から酌しやくをして頂いているというのに随分と浮うかない顔ではないか」

　勇斗の後ろに控ひかえていたジークルーネが、フェリシアをいさめる。

　だがその声も表情も、フェリシアとは対照的にすこぶる上じよう機き嫌げんであった。彼かの女じよにしては実に珍めずらしく、機き嫌げんの良さを全身からありありと振ふりまいている。

「はははっ、そんなことでは父上の副官など務まらないぞ」

　笑って、ジークルーネはバンバンっと気安くフェリシアの肩を叩く。

　子どもの頃ころからの友人らしい仕草ではあったが、やはりいつもより随分とハイテンションであることは否いなめない。

　酒に酔よっている、というわけではない。決して下戸ではないらしいのだが、感覚が鈍にぶくなるのを嫌い、彼女は酒を飲まない。

　ではなぜここまで浮かれているのかというと、今日は彼女の誕生日であった。

　もちろん誕生日程度で浮かれるジークルーネではなかったが、今朝方、勇斗から誕生日祝いの贈おくり物ものを受け取って以来、この調子なのである。

「ふん、貴女あなただって一年後にはわたくしと同じ立場なんですからね？」

「ん？　お前だって父上からガラスの花か瓶びんを頂いていたではないか。知っているぞ、暇ひまを見つけてはそれを見てニヤニヤしているのを」

「も、もちろんお兄様から贈り物を頂いた時には天にも舞まい上がる気持ちでしたけど、それとは話が別なのです」

　ぷんっと頬ほおをふくらませてむくれるフェリシア。

　とりあえず勇斗としてはそういう話は自分のいないところでして欲しいところである。好意を示してくれるのは嬉しいが、こっ恥ぱずかしくて仕方がない。

　プレゼントを贈った本人としては、身を縮めて盃をすするしかすることがなくなってしまう。

「貴女にはわからないのです。いざ、いざ！　実際にこの大台に乗ってしまった切ない悲しみが！」

「むしろわたしとしては望むところなのだがな。先日も自らの未熟を思い知らされたばかりだ。ヨルゲン殿やスカーヴィズ殿の力押し一いつ辺ぺん倒とうではない老ろう獪かいな手練手管には尊敬の念を禁じ得ない」

「……頭の中まで鉄で出来てるのね、貴女」

「それは最高の褒ほめ言こと葉ばだ」

「皮肉も通じてないっ!?」

　フェリシアが驚きよう愕がくに目を見開いている。

　その後も二人は噛み合っているようで噛み合っていないちぐはぐな言い合いを続けるのだが、不思議といつの間にかフェリシアがまとっていた暗黒な空気は霧む散さんしていた。

　性格の正反対な二人だが、ジークルーネとのやりとりは、フェリシアにとっても良い清せい涼りよう剤ざいになっているようだった。







「ふうっ」

　フェリシアのことはジークルーネに任せ、とりあえず山場は一つ越こえたと、勇斗は盃に一口だけ口をつけて一息つく。

　一年の計は元がん旦たんにあり、とも言う。不ふ吉きつな気配が漂ただようことはやはり避さけ、なるべく和なごやかな雰ふん囲い気きで催しを終えたいところである。

「兄上、明けましておめでとうございます」

「おお、リネーアか。あけましておめでとう！」

　次に勇斗の下を訪れたのは、《角つの》の宗主リネーアだった。久しぶりに見る可愛かわいい妹分の姿に、勇斗は思わず相好を崩くずす。

　最近の彼女は、《豹》の侵しん攻こうにより被ひ害がいにあったミュルクヴィズやシュルグの再建で忙しく、姿を見るのは実に数ヶ月ぶりであったのだ。

　時々便りがあり、元気なのはわかっていたが、やはり実際に会ってこの目で壮そう健けんな姿を見るのは違ちがうものである。

「どうぞ」

　はにかむような笑えみとともに、リネーアが勇斗の前で両りよう膝ひざを突き、そっと水差しを掲げた。

　この年とし頃ごろの女の子は日を追うごとにどんどんと可愛くなっていくものだが、数ヶ月前に比べて、笑顔の可か憐れんさが段だん違ちがいに増したような気がする。

　惜おしいことしたかなと内心で苦笑しつつ、勇斗も盃を差し出す。

「うん。ありがと。リネーアも」

「はい」

　自らの盃がいっぱいになるのを見て、今度は勇斗が水差しを受け取り、リネーアの盃に酒を注ぐ。

「今年もよろしくな」

「はい！　今年もよろしくお願い致します」

　キィンと乾杯を交わして、お互たがいちびっと唇くちびるを濡らす程度にあおる。

　これから幾いく度どとなくこうして子分や弟分たちから注がれるのはわかりきっている。初しよっ端ぱなから飛ばして醜しゆう態たいを晒さらすわけにはいかないので、ペース配分しているのだ。

「去年はお疲れさん。ミュルクヴィズやシュルグの再建も旨うまく行っているらしいじゃないか」

「全すべては兄上が取とり戻もどして下さったおかげです。色々と援えん助じよもして頂いておりますし」

　この冬、《狼おおかみ》から《角》には、大量の銀と食料がお見み舞まいとして送られていた。リネーアはそのことを言っているのだろう。

　勇斗はフッと笑って、肩をすくめる。

「困っている妹を助けるのは、兄として当然の行こう為いだからな」

「民たちに代わって、お礼を言わせていただきます。ありがとうございました」

　リネーアがじっと勇斗を見つめ、深々と頭を下げる。

　相も変わらず、実に民思いな少女である。民の代わりに頭を下げるなど、そうそうできることではない。しかもポーズではなく、彼女は心の底からそう思っている。

　こういう素す晴ばらしい人ひと柄がらの持ち主だからこそ、勇斗は援助せずにはいられなかったのだ。

　もちろん、《角》が《豹》《蹄》《雷》と三氏族と国境を接し、《狼》にとっては西の盾ともいうべき重要な氏族であるという戦略上の理由が大きいのも、また事実だが。

「そういえば、スカーヴィズは息災か？」

　面と向かって真しん摯しにお礼を言われるというのは少々照れくさく、勇斗は露ろ骨こつに話題を変える。

　現在《狼》の若頭補佐ほさスカーヴィズは、《角》の西の要ともいうべき都市ミュルクヴィズに荷車城じよう塞さい部隊を率いて滞たい在ざい中である。

《豹》の騎き馬ば軍団は脅きよう威いこの上なく、勇斗としてもやはり信しん頼らいの置ける武将を抑えとして配置しておきたかったのだ。

　その点、先代の『最も強き銀狼マーナガルム』でもある彼かれならば適任である。

「はい、先の戦で負った怪け我がも癒いえ、元気そうでしたよ。街の治安維い持じなどにも色々と尽じん力りよくして下さり、本当に助かっております。最初凄すごく怖こわいひとなのかなって思ってたんですが、とても良い方ですね」

「ああ。いいひとだろ」

　思わず勇斗も破顔する。

　スカーヴィズにはどうにも偽ぎ悪あく的なところがあり誤解されやすいのだが、他氏族とは言えちゃんとことをわかってくれる人がいたことが単純に嬉しかった。

　考えてみれば、この二人、自らを犠ぎ牲せいにしても大勢のために、というところがある。意外と気が合うのかもしれない。

「ええ、《豹》がたまにちょっかいをかけてきますが、スカーヴィズ殿が睨にらみを利きかせてくれているおかげで、すぐさま逃げ出だしていきます」

「そうか。ちょっかいかけてきてるか……」

　頷うなずきつつも、勇斗は思案げに口元に手を当てる。

　先の戦においては、鉄板で補強した荷車を並べることで戦場をたちまち要よう塞さいに作り替えるという奇き策さく『荷車城塞ワゴンブルク』により、《狼》の勝利に終わった。

　荷車の壁かべの前に《豹》はほとんど為なす術すべなく、ほぼ一方的な攻こう撃げきを受け、撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされた。

　そのインパクトは、《豹》に《狼》とことを構えることを怯ひるませるのに十分なものだったとは思う。

　だが一方で、この程度では終わるまいという確信めいたものも勇斗は感じていた。

　勇斗は先の戦で対たい峙じした《豹》の宗主フヴェズルングの憎ぞう悪おと狂きよう気きを思い出す。彼がそう簡単に自分への復ふく讐しゆうを諦あきらめるとは到とう底てい思えなかったのだ。

「そういえば最近ですね、ラスムスが平和な今のうちにさっさと跡あと継つぎを作れとうるさいのです」

「あ～、確かにラスムスのほうがリネーアよりはるかに年上だもんなぁ」

　日本の常識では跡継ぎを作れと言えば、子どもを生せ、という意味だが、ユグドラシルでの跡継ぎは、血けつ縁えんの子ではなく盃の長子である。

　宗主すなわちリネーアにもしものことがあった時に跡あと目めを相続することになっているのが、件の《角》の若頭かしらラスムスなのだが、彼はすでに齢よわい五〇を越えていた。

　二一世紀の日本では五〇代と言えばまだまだ働き盛りでも、ユグドラシルでは立派な高齢の域である。跡継ぎのほうがいつ亡なくなるともしれぬ状じよう況きようというのは、確かに健全とは言い難がたい。

「自分は退くから、新たな若頭を選出しろ、か。なかなか言えることじゃないな。大したもんだ」

　うんうんと感心したように、勇斗は腕を組んで頷く。

　地位というものは甘かん美びなものである。後進に道を譲ゆずらず、自分が権力の座にしがみつくという光景は、二一世紀の日本でもしばしば見られるものだ。自分から進言するなど、実に潔いさぎよかった。

「いえ。そういう意味ではなく」

「へ？」

「早く子を産め、と」

「っ！　子って……リネーアまだ若いじゃないか」

　どうやら本当にそのまま子どもを作れという意味だったらしい。

　勇斗も思わず顔が真っ赤になる。さすがにこの歳にもなれば、子どもはどうやって作るかぐらい知っていた。

「は、はい。ですから若い内に、そして平和な今のうちにさっさと作ってしまえ、と」

「あ～……」

　勇斗の声からなんとも言えない呻うめきにも似た声が漏もれる。

　この辺りもやはり、自分の生まれ育った価値観とは異なる点だ。日本ではリネーアの年頃で子どもを産むなどもってのほかなのだが、この世界ではむしろ母子ともに健康な今ぐらいの年頃はまさに適てき齢れい期きとみなされているのだ。

「そ、そ、それで、ですね」

　今の今まで流りゆう暢ちように普通の調子で話していたリネーアが、人差し指を突っつき合わせながら上うわ目め遣づかいで、しかも真っ赤な顔で勇斗を見上げてくる。

　なにやら非常に嫌いやな予感がした勇斗だったが、続きを聞かないわけにもいかない。

「で、できれば、あ、兄上に、た、種だけでも頂きたく……」

「ぶっ！」

　思わず吹ふき出す。

　多少なりとも心構えはしていたのだが、さすがに一足飛びすぎた。

「ユ、ユグドラシルでは己おのれの才覚が全てです。あ、兄上の御み子こならば、き、きっと立派な宗主に育ってくれましょう」

「ま、待て待て待て！　氏族制度だと血けつ縁えん継けい承しようは駄だ目めなんじゃ……」
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「決して駄目などということはございません。ボクも継ついでますし。それに、《狼》の先々代若頭の実子であるフェリシア殿、《爪つめ》の宗主ボドヴィッド殿の実子であるアルベルティーナ殿、クリスティーナ殿姉妹。優すぐれた者の実子には優ゆう秀しゆうな者が多いのも事実です」

「い、いや、でも、さ」

　怯む勇斗に、しかしリネーアはずずいっと詰つめ寄よって、一いつ気き呵か成せいに言う。

「も、もちろん、それで結けつ婚こんしてくれなどというつもりは毛頭ございません。兄上がいずれ天の国に戻られることは承知しております。た、ただ、その、できれば、忘れ形見だけでも頂ければ、と……」

「そ、そんなわけにもいかないって！」

　やるだけやって子どもまで作って責任も取らないというのは、勇斗の倫りん理り観かん的には畜ちく生しようにも劣る行為である。

　だが、リネーアは怯まない。

「これは《狼》・《角》、両氏族のための最善の道でもあるのです。ご自覚がないようですが、兄上はもはや偉い大だいすぎるのです。兄上が天の国に帰られれば、《狼》は求心力を失い、国は急速に荒あれかねません」

「……っ！」

　それは勇斗がここ最近、危き惧ぐしていることでもあった。

　自分が優れた人間であるとは思っていないが、現代知識チートの力は絶大だ。滅めつ亡ぼうの危機にあった弱小氏族をたった数年で押しも押されもせぬ大氏族へと変へん貌ぼうさせるほどに。

　だからこそ、学校など自分が去った後も国が栄えるよう手は打っているが、やはり不安が尽つきないのは事実であった。

「確かに、ユグドラシルでは血に大した価値はございませぬが、兄上ほどの方の血となれば例外です。なにせ天の国から舞い降おりられた勝利の御子グレイプジークでもあらせられるのですから！」

　リネーアの言わんとしていることも、わからないではなかった。

　ユグドラシルは、川に身を浸ひたして、流されたら有罪、流されなかったら無罪などという実に非科学極きわまりない迷めい信しんが幅はばをきかせている世界である。

　異世界、すなわちこの世界の人間にとっては神々の住む天からやってきた勇斗の血は、殊ことの外ほか敬われてもおかしくはない。それこそ、その神聖な血筋で神帝が尊ばれているのが良い例である。

　実際に権力の座に就つかせなくても、国をまとめる象徴とするでもいい。それなら、勇斗が去った後も国が乱れにくくはなるだろう。

　だがそれは、宗主としての観点からだけ見た話だ。

「だからって、なぁ」

　やはり勇斗個人としては、なかなか納なつ得とくしづらい話ではあった。

　大多数のために少数に犠牲になってもらう。それがたとえ、自らの血を分けた子であろうとも。

　それが宗主としての正義だとわかっていても、そこまで割り切れるものでもなかった。

「リネーア殿、いつまでも勇斗兄貴を独ひとり占じめされては困りますな」

　突とつ如じよ、中年男のにこやかな声が割って入ってくる。

　リネーアと二人して振り返ると、そこには三〇代半ばから四〇前といったところだろうか、弛たるんだ腹のいかにも冴さえなそうな男が、ニコニコと微笑んでいる。だが、その目はどこか冷たく笑っていない。

　この能面のような笑みを浮かべた男の名はボドヴィッド。《爪》の宗主であり、アルベルティーナ・クリスティーナ姉妹の実の父親である。

「兄貴、あけましておめでとうございます」

「おお、ボドヴィッドか。あけましておめでとう！」

　いつもは彼の顔を見る時は、一いつ切さいの油断なく常に緊きん張ちようを強しいられたものだが、今日に限ってはほっと安あん堵どの吐と息いきとともに勇斗は笑顔で挨拶を返す。

　ボドヴィッドの後ろには見覚えのある男が二人、控えていた。その脇わきには中年の恰かつ幅ぷくのいい女性の姿もある。ボドヴィッドの子分ではない。皆、人の上に立つ者特有の風格のようなものを、確かにまとっていた。

「あけましておめでとう、兄貴！」

「あけましておめでとうございます、兄さん。本日はお招き下さりありがとうございます」

「今年も宜よろしくお願い致いたします、ユウト兄貴」

　目が合うや勇斗に深々と頭を下げてくる。

　先日、盃を交わして《狼》の傘さん下かとなった《灰はい》に《犲やまいぬ》そして《麦むぎ》の宗主たちだった。

　本日は氏族間の結束を強めるため、お互いに盃固めをするために呼んでいたのだ。同時にヨルゲンとも盃を交わさせる予定である。

　勇斗としては自分が日本に帰った後のための足場固めでもあった。だがこの盃は、ユグドラシルの諸氏族には概おおむね《狼》が近きん隣りんに覇はを唱える行為ととらえられる。

　勇斗の思おも惑わくはどうあれ、その存在感は急速に増大の一いつ途とをたどっていた。







「はぁぁぁ、ああもう、つっかれたぁ！」

　右の頬に当てた愛用のスマートフォンに、勇斗は盛大な溜ため息いきとともにぼやいていた。

　聖塔フリズスキヤールヴの天頂部に築かれた神殿ホルグルは、昨日の華はなやかな騒さわぎなど嘘うそのようにシーンと静まり返り、勇斗の声がやけによく響ひびく。

　星が散りばめられた夜空には、なんとも細く頼たよりない月がうっすらと浮かんでいた。

『あはは、お疲れ様でした』

　電話の先では、美月がいたわりの言葉をくれる。

　たったそれだけなのだが、じんわりと心に温かさが染しみこんでくる。やはり好きな娘この言葉というのは特別なのだ。だからこそ、その優やさしさに甘あまえてしまう。

「ほんともうクッタクタだよ」

　新年祭の大トリに催された六氏族による誓盃式が、それはもう勇斗の精神力をゴリゴリっと削けずってくれたのだ。

　さすがに一家一門の長を務めるだけあって皆、それなりに年配の、貫かん禄ろくのある人物ばかりの中、まだ一〇代の若輩が、一番の年長として、盃を取り持たねばならないのである。

　自分で設定しておきながらなんだが、拷ごう問もんもいいところであった。

「まあ、兎とにも角かくにも、全部終わってほっとしたぜ」

　ホストとして式が滞とどこおり無く無事終わったこともだが、なにより自分が去った後の《狼》の礎いしずえが築けたことが、勇斗を安堵させていた。

　ユグドラシルにおいて、盃さかずき事ごとは絶対である。

　勇斗と他氏族の宗主との盃は、あくまで勇斗とその相手という個人間のものだ。代だい替がわりすれば、盃の誓ちかいは失われる。

　だが、今回の誓盃式で、勇斗の跡目の最有力候補である若頭のヨルゲンと他の氏族の宗主たちとの間に、盃を交わさせることが出来た。

　すなわち勇斗が去った後も、これら六氏族は互いに一いつ致ち団結して事に当たらねばならなくなったということだ。もはや後こう顧この憂うれいはなく、勇斗としては胸のつかえが下りた気分である。

『うん、あとはもう、《フィムブルヴェト》を使える人を見つけるだけ、だね。それが一番難しそうだけれど……』

「そう、だな。唯ゆい一いつわかってるのが、《豹》のシギュン、ってのがなぁ」

　先程までとは一転、勇斗は途と方ほうに暮れたように溜め息をつく。

「ユグドラシル最高の秘法使いとか言ってたけど、リーファさんはこの件に関しても役立たずだしなぁ」

　世にも稀まれな双そう紋もんのエインヘリアルにして、ユグドラシル最高の秘法使い（自じ称しよう）の彼女も、戒いましめの解き方は専門外でどうしようもないとのことだった。

「ん～、『も』はひどいんじゃないかな、『も』は。リーファさんのおかげで帰る方法わかったのに」

「そりゃそうなんだけどさぁ。でもあのひと、神帝っつってもぶっちゃけニートだぞ」

　勇斗にしては実に珍しく、辛しん辣らつな人物評である。

　出会った当初こそ、厳おごそかでどこか近づきがたいイメージを抱いだいたものだが、もはやすっかりそういうイメージは砕け散っていた。

　見聞を広めに来たというわりに、この一ヶ月というもの、リーファはほとんどを与えられた客室で過ごし、食っちゃ寝ねのぐうたらな日々を過ごしていた。

　時折こちらが新年祭の準備で大おお忙いそがしの中、なんとか時間を作って話す機会を設けても、昼の真っ盛りだというのにすやすやと寝ていたりする。

　招待した手前、宮きゆう殿でんにいる間の滞在費用は《狼》持ちである。まがりなりにも相手は神帝でもあるため、その格に相応ふさわしい扱あつかいで遇ぐうしてもいる。その費用は決して安くはない。

　それでもまだ有益に日々を費やしてくれているのならば、帝てい国こくとのパイプにもなるわけで惜しみはしないが、さすがにそれでこんな自じ堕だ落らくな生活を送られていては悪あしざまに言いたくもなるのが人情だった。

『で、でも凄い人なんでしょ？』

　美月がフォローをいれてくる。なんだかんだで自分に似ているという少女に親近感を抱いているようだ。

　だが、勇斗の表情は厳しいままだ。

「まあ、凄いっちゃ凄いんだけど、さ……」

　木ぼつ剣けんを取れば、怪け我がさせないよう手加減しているとはいえ、『最も強き銀狼マーナガルム』ジークルーネを相手に互ご角かくに渡り合ってみせる。

　秘法や天文学を始めとした様々な知識にも精通し、フェリシアが舌を巻くほどである。

　見た目も勇斗の幼おさな馴な染じみの美月に似てるだけあってかなりの美少女だし、あの雪のような白い髪かみとルビーのような紅眼もあいまって神秘的な雰囲気さえ漂う。

　そして、文字通りこれ以上ないほどに高貴な家の出身と、まさに非の打ち所のない完かん璧ぺき超ちよう人じんのはずなのだが、

「そのでたらめに高いスペックで、ろくなことしやがらねえんだよ……」

『あ、あはは……』

　高い戦せん闘とう能力に裏打ちされた自信は、酒場での乱らん闘とう騒さわぎを引き起こした。

　卓たく越えつした秘法の力と知識は、護衛たちを置き去りにしての脱だつ走そうに利用したり、勇斗をその場の勢いで寝込ましたり。

　その容姿は人を惹ひきつけ見み惚とれさせるほどだが、本人はコンプレックスがあるらしく凝ぎよう視しする人間には因縁を吹っかけ。

　万ばん事じがそんな調子で、平均すると、三日に一回ほどの頻ひん度どで何かしらその手の面めん倒どう事ごとを巻き起こし、勇斗はその後始末に奔ほん走そうさせられていた。

　しかも立場はユグドラシルの頂点たる神帝とあって、それらの迷めい惑わくに対して強く抗こう議ぎすることもできない。

　部屋に引きこもっていればいたでイラッとくるし、外に出れば出たではた迷惑という、実に面倒くさい人間だったのだ。

「ま、それはひとえに『パンがなければお菓か子しを食べればいいのよ』的な超ちようお嬢じよう様さま的世間知らずゆえだから、あのひとのせいっていうより、そう育てた周りの……」

「こんな寒空の下、長々とよう続くのぅ」

「っ！」

　壁に耳あり障子に目あり、とは言うが、背後から響くまさかの本人の声に、勇斗はビクッと身体からだを硬こう直ちよくさせ、棒でも飲み込んだ顔になった。

　ギギギッと錆さびたドアのように後ろを振り向き、その真っ白な髪を視界にとらえ、聞きき間ま違ちがいでなかったことに落らく胆たんする。

　その隣となりでは、護衛の女おんな戦せん士し――確か名をエルナと言ったか――が、ペコリと小さくお辞じ儀ぎをしてくる。

「リ、リーファ様、こ、こんな時間に、な、何用です？」

　つい先程まで好き放題言っていただけに、勇斗の言葉はぎこちない。

　美月とは日本語で話していたので、内容が聞かれたということはないはずなのだが、

「うむ。まあ、おぬし風に言うならば、『昼起きてなければ、夜に動けばいいのじゃ』と言ったところかのぅ？」

（ばっちり聞かれてるしぃっ！）

　思わず天を仰あおぎたくなった勇斗である。

　おそらくはフェリシアが得意とする《交こう渉しよう》の呪歌ガルドルを用いたのだろう。あいも変わらず、こういう時に限って、無む駄だにその高い能力を発揮するひとである。

「美月、わりいけどちょっと切るな。また明日」

『あ、うん。わかった。……がんばってね』

　リーファの言葉がわかったわけでもなかろうが、電話口で息を呑む勇斗に大体の事情を察したようだった。この辺り、つうかあの幼馴染は楽である。

「ふむふむ、天の国の言葉か。それにその奇きっ怪かいな道具、なるほど、やはり本当におぬし、異なる世界から来たのじゃな」

　じぃっと勇斗の手元のスマートフォンを物もの珍めずらしげに見つつ、リーファは感心したように頷いている。その表情を見るに、怒おこってはいないようだった。

　だが、さすがに気がとがめ、勇斗は頭を下げる。

「え～っと、その、すんません」

「なに、おぬしが謝あやまることは何一つない」

　リーファはかかっと朗ほがらかに笑ってみせる。

　……かと思ったが、すぐにその笑みは自じ嘲ちようめいたものに変わる。

「妾わらわが世間知らずなのは本当のことじゃからな。おぬしには迷惑をかけ通しじゃ。謝るのはこちらのほうじゃよ」

「えと……」

　逆に頭を下げられ、咄とつ嗟さに勇斗の口からは否定の言葉が出かけたが、先程自分で言った言葉だけにそれをしても空々しく響くだけである。

　そんな勇斗にリーファはクスリと肩かたをすくめ、

「生まれてこのかた、ずっとヴァラスキャールヴ宮殿で過ごしてきた。小さな街ならすっぽりと入る広大な宮殿じゃと聞かされてきたが、所しよ詮せんは狭せまい世界だったのじゃなとつくづく痛感しておるよ」

　リーファはそこで一いつ旦たん言葉を切り、これまでに想おもいを馳はせるようにリーファは目ま蓋ぶたを閉じ、感かん慨がい深ぶかげに言う。

「それが知れただけでも今回の旅は、実に有意義であった。まだ期限まであと一月あるのじゃが、断言できる。妾の生しよう涯がいの中で、今この時が最も輝かがやかしく楽しい時間じゃった」

「この程度、で……？」

　それは本来であれば口にするべきではない言葉であったが、思わず口から滑すべり出でていた。

　勇斗には納得できなかった。

　日がな一日、ほとんど部屋に篭りっきりでろくに外にも出ていない人間に、外の世界の広さを知ったと言われても、違い和わ感かんを覚えずにはいられなかったのだ。

　こんなものが人生で最も輝かしいと言われては、呆あきれを通り越して怒いかりさえ抱いた。

　そんな感情が顔にもでていたのだろう、リーファは面おも白しろげに笑みをこぼす。

「ふふっ、おぬしらにはそう感じるのじゃろうが、妾にとっては一大冒険だったのじゃよ」

　その表情はとても満足気で、そして一方で寂しげだった。その瞳ひとみには希望の光は一切なく、強い諦観だけが宿っている。

　何がここまで彼女を絶望させているというのか。美月に瓜うり二ふたつということもあり、どうにも勇斗は放っておけなくなった。

「だったら、もっともっと外の世界を堪たん能のうしましょうよ。俺おれも時間に余よ裕ゆうがある時は付き合いますから」

「なかなか有り難い申し出じゃが、妾はこんな身体じゃからの」

　言って、リーファはふぁさりと自らその雪のように白い髪を指で梳すき流す。

「そんなの、俺だってこういう髪で目立つけど、クリスティーナの力を使えばなんとかなりますって！」

「ん？　ああ。そういえばおぬしらには言っておらなんだな。宮殿ではすでに皆みな、心得て接してくれおったからそれが普通になっておったわ」

「なんの、ことです？」

「この肌はだを見て、どう思う？」

　リーファはすっと勇斗の目の前に、その腕うでを差し出す。

　言われて勇斗もまじまじと見つめ、

「……前から思ってはいましたけど、間近でじっくり見ると、ほんと白くて綺き麗れいですね。まるで一度も陽ひの光を浴びたこともないかのような……」

　お世辞ではなく、本心から勇斗は答える。

　ユグドラシルの人種は白色人種に近いようで、元々肌は黄色人種である勇斗より白い。

　それでもリーファの肌の白さは群を抜ぬいていた。

「当たりじゃ」

「えっ？」

　リーファの言葉に、勇斗は思わず顔をあげる。

　そこには全てを達観したような、神仏をかたどった像をほうふつとさせるなんとも言えない透き通った笑みが浮かんでいた。

「生まれつきの病でな、妾は陽の下を歩けぬ」

　あまりにもあっけらかんとした声と口調だっただけに、勇斗は一いつ瞬しゆん、何を言われたのか理解できなかった。

　理解できても、すぐには受け入れがたかった。

　冗じよう談だんなどではないかと疑い、しかし、リーファの表情からすぐに真実であると悟さとり、勇斗の顔が驚愕に歪ゆがむ。

「そ、それって……っ！」

　衝しよう撃げきに、それ以上は言葉に詰まる勇斗。

　そういう先天性の病があることは、おぼろげに耳にしたことはあった。

　しかし身近には健康な人間しかおらず、ネットや本などでのみ触ふれることができる、どこか遠い世界でのことであった。

「まあ、まったく無理というわけでもないのじゃがな。夏場はさすがに厳しいが、今のような日差しの弱い冬ならば、多少は外にも出られる」

　空恐ろしくなるほどにさばさばとした声で、リーファは言う。

　確かに思い返してみれば、彼女を見かけるのは夕方から夜にかけてが多かった。

　昼間に見かけることもたまにはあったが、雨や雪など天気がぐずついた日ばかりだった気がする。

　だからこそ勇斗はせっかくの旅なのにもったいないと、他ひ人と事ごとながら憤いきどおりを感じていたのだが、そんな自分に無む性しように腹が立った。

　そういう日でなければ彼かの女じよは外に出られなかったのだ。

「ふふっ、そんな顔をするな。先にも言うたじゃろ。『昼起きてなければ、夜に動けばいいのじゃ』とな。妾は太陽には嫌きらわれたが、月には愛されておる。神力アースメギンの源たる大いなる月に」

　すぅっとリーファの双そう眸ぼうに、十じゆう字じ架かとも剣けんとも取れる金色の紋もん章しようが浮うかび上あがる。

　おそらく今の言葉は、彼女の偽いつわらざる本心ではあったのだろう。実際、その神力アースメギンを使った呪まじないに関しては、おそらくこのユグドラシルでも彼女の右に出る者はいないと思われる。

　だが、どこか強がりめいて見えたのも事実だった。まるで、そう思い込むことで自らをなんとか保っているように……。

　かと言って、それを指し摘てきして暴あばいたところで、何にもならない。責任も持てない。

　彼女はイアールンヴィズに立ち寄っただけの異邦人アンナルで、春にはグラズヘイムに帰るひとだ。一時、運命の糸が奇き縁えんにより交差しただけで、彼女の後のグラズヘイムでの人生を、応おう援えんすることは出来ても、実際に何らかの手助けをすることはできない。

　今、勇斗に出来ることがあるとすれば、

「そうですね。じゃ明日、フェリシアやルーネといった近しい連中で、新年祭の打ち上げやるつもりだったんですけど、陽が暮れてからやるんで、リーファ様も参加しません？」

　彼女に一つでも多くの想い出を作ってあげることぐらいだ。

　リーファはお忍しのびということもあって、新年祭にも誓せい盃はい式しきにも参加していなかった。しかし、新年だというのに、祝いの一つもしないのは、あまりにも味気なさすぎるというものだろう。

「勇斗殿どの……」

　リーファがぱちくりと目を丸くする。

　ついで、これまでのような高圧的な、尊大なものではない、歳とし相そう応おうのはにかむような笑みを浮かべた。







「んじゃ、改めて、あけましておめでとう！」

「「「「「「おめでとうございます！」」」」」」

　キンキンキキキキン！

　宙空で掲かかげられた無数の金属の盃が、重なりあって甲かん高だかい音を応接間に響かせていた。

　イングリット特製の大きめのコタツを囲んでいるのは、勇斗、フェリシア、ジークルーネ、リネーア、イングリット、アルベルティーナ、クリスティーナ、エフィーリア、リーファ、そしてその護衛の女騎士エルナの総勢一〇名である。

「ぷは～、うん、やっぱりこういうこぢんまりしているほうが気が楽だな」

　りんごの果か汁じゆうを搾しぼったジュースを一息に飲み干し、勇斗はしみじみと言う。

　新年祭は、建前としては無礼講を謳うたっていても、百名からの人数が集まるそれはそれは盛大なもので、やはりどこか格式張ったところがある。

　宗主として無様な姿は見せられないとずっと気を張っていなければならなかった。今年は他氏族の宗主も複数招待していたのでなおさらだ。

　その点、この場にいるのは、皆、勇斗の腹心ともいうべき少女たちである。年も大して変わらない。多少情けないところを見せても大だい丈じよう夫ぶという、心からくつろげる安心感があった。

「わかるわかる。あたしも新年祭の時はおべんちゃらばっか聞かされて、めっさ疲つかれたよ」

　イングリットも肩に手を当て、首をコキコキと鳴らして、げっそりと嘆たん息そくする。

　ここ数年の《狼》の躍やく進しんが、彼かの女じよ抜ぬきには語れぬことは氏族の誰だれもが認めるところである。一言でも挨あい拶さつをかわし、隙すきあらば取り入ろうという人間が引きも切らなかったのだ。

「イングリット殿どのは、もはや《狼》にはなくてはならぬお方。ああいう場にも多少は慣れていただかなくては」

　クスクスと笑えみをこぼしつつフェリシア。

　実にいつもどおりの彼女ではあったのだが、

「うげぇ。勘かん弁べんして欲ほしいなぁ。あっ、そういえばフェリシアさんの席には今年、近づく人少なかったっすよね。コツ教えて下さいよ」

　ぴしっ！

　イングリットの何気ない言葉にフェリシアの表情が凍こおりつく。

「あっ！　バカ！」

「へ？」

「ふ……ふふふ……どうせ……どうせ二〇の大台に乗った女のとこなんて誰も来ませんよね。ふふ……ふふふふふふ……」

　暗い笑みとともに、フェリシアがまたもやずぅぅぅぅんとどんよりとした空気を纏まとう。

　やはりまだ心の傷は癒え切ってはいなかったらしい。

「ちょっ、勇斗、え、ええっ!?　フェリシアさんどったの!?」

　突とつ然ぜんの豹ひよう変へんに、イングリットはおろおろとうろたえ始める。

　自分の納得いくものさえ作れればそれで満足という彼女は、基本的に工こう房ぼうに篭りっきりで、宮きゆう殿でん内ないの俗ぞく事じには少々疎うといところがある。

　どうやら、フェリシアのタブーについて知らなかったらしい。

　そこに、恐おそれを知らぬ天然娘が拍はく車しやをかける。

「ねえねえ、フェリシア叔お母ばさん、どうしたの？」

「ぐふっ！　おば……おばさん……」

「さ、さすがはアル姉です。誰かをいじるのが生いき甲が斐いのワタシですら今回は切り込むことを躊躇ためらったというのに……っ！」

「えええっ!?　アタシ何かしたぁっ!?」

「その叔母さんが禁句なのです」

「ほえ？　でもフェリシア叔母さんはユウトお父さんの妹で、つまりアタシの叔母さんだから、叔母さんって呼べってクリスが言ったんじゃない」

「ちょっ!?　天然にワタシのほうに矛ほこ先さきを向けないでください、アル姉！　しかもなに、叔母さん連呼してるんですか！」

「お酒ーっ！　お酒をくださいっ！　酔よわなきゃやってられませんわーっ！」

「は、はい。ただいまっ！」

　なんともやさぐれた表情でドンッと盃を机に叩たたきつけるフェリシアに、慌あわてたように召めし使つかいのエフィーリアが駆かけ寄り、お酒を注ついでいく。

　酒が満ちるや、一気にあおり、エフィーリアのほうへと盃を向ける。エフィーリアもビクビクと怯おびえた表情で再び酒を注ぐ。

　今日のところはとりあえず、あの一角は放置するのが賢けん明めいのようだった。

「ふっ……はははははははっ！　のっけから賑にぎやかであるな」

　なんとも快活な笑い声が、沈しずみかけていた場の空気を見事に吹き飛とばす。よほど今のやりとりがツボにはまったらしく、リーファは目め尻じりに涙なみだまで浮かべていた。

　やがて笑いを収めるや、スッと神しん妙みように頭を下げる。

「今日はこのような楽しき場にお招きいただき、心より感謝する」

「ちょっ、あ、頭をお上げくださいませ、リーファ様。貴女あなたに頭を下げられてはボクたちは身の置き場がございません」

　慌てたように、リネーアが声をあげる。この手の帝てい王おう学がくは、幼いうちから《角つの》の先代宗主である亡き実父にみっちり叩きこまれているのだ。

　なおリーファの正体を知っているのはこの場で勇斗とフェリシアのみであり、それ以外の者には以前まで通り、ヤルル家の孫まご娘むすめで通してある。

　決してこの場にいる少女たちを信しん頼らいしていないわけではないのだが、秘密というものは保持する人間が少なければ少ないほど漏れる可能性は低まる。

　リーファの正体が知しれ渡わたれば、利用しようとする、ないしは利用するよう迫せまる人間が幾いく人にんも出てくるだろう。

　綺き麗れい事ごとと言えばそれまでだが、こんな年とし端はもいかない少女が政治の道具にされるような事態は、勇斗としては極力避さけたかったのだ。

「ふむ、そういうものか」

「はい、そういうものでございます」

　いまいちピンとこない感じのリーファに、リネーアは頷うなずいてみせる。

　同じ姫ひめ君ぎみでも、随ずい分ぶんと違ちがうものだと勇斗は思う。この辺り、今の神帝に求められるのが実際の統治能力ではなく、象徴としてのお飾かざりであることも関係あるのかもしれない。

「まあ、身分の高いひとがへりくだると、下の人間が恐きよう縮しゆくしちゃうもんですよ」

「……ぷっ、勇斗のやつ、自分がみんなから言われてたこと言ってらぁ」

「おい、聞こえてんぞ、イングリット！」

「あ、やべ」

　慌てて口を押おさえるイングリットだが、いまさらもう遅おそい。ピンっと一発、軽くデコピンを打うち据すえておく。

　次いで、勇斗はリーファへと向き直り、頭を下げた。

「なんかすみませんね。さっきからなんつーか無作法ばっかで」

「まったくだ、貴様ら、ここにおわすお方をどなたと……」

「かまわんかまわん。むしろ心ここ地ち好よいぐらいじゃ」

　護衛のエルナがいきり立つのを、リーファがひらひらと手を振ふって制する。今の彼女にはそんなことより、もっと気になるものがあるようだった。

「ふふっ、こんな風に大勢でわいわいと鍋なべを囲むなど初めての経験じゃ」

　リーファが目をキラキラさせて言う。視線の先では、机中央がくり抜かれたコタツの上の黒い鉄製の大おお鍋なべには、肉や野菜などがごった煮にされている。

　ぐつぐつと気き泡ほうが弾はじけ、香こうばしい匂においを周囲一面に漂ただよわせている。勇斗の喉のどもごくりと鳴った。

「んじゃま、いい感じに煮えてきてますし、食べますか。ここにいるジークルーネは毒などが混入していればたちどころに見み抜ぬけるのでその辺はご安心ください」

　チラリと勇斗がジークルーネに目を向けると、彼女も頷いてくれる。

　先さき程ほどから黙もく々もくと鍋の番をしていたジークルーネである。

「おお、それは頼たのもしいな。では早さつ速そく」

　リーファも嬉うれしそうに頷き、おもむろに木製の串くしを鍋の豚ぶた肉にくへと近づけ――

「まだそれは入れたばかりで火が通っておりませぬ」

　カン！　とジークルーネの持つ大きめのスプーンの一いち撃げきによって弾かれる。

「お、おい、貴様！」

「生なま煮にえのものを食させてよいのか？」

「む……」

　またもやエルナが無礼を咎とがめる声を上げるが、ジークルーネは一言の下に切り捨てる。

　相手が帝国の名門ヤルル家の者であろうとお構いなしだった。

　さもありなん、絶対の忠誠を誓う勇斗にさえ、ジークルーネは食べ物のことに関してだけは諫かん言げんしてくるのだから。

　フェリシアいわく、「どんな忠犬も、食べ物を取ろうとすれば主人に対して唸うなるのと同じですわ」とのことだ。

　戦場に生きる彼女は食べ物の大切さを身をもって知り抜いているだけに、ここに限ってはどうしても譲ゆずれない一線のようだった。

「このあたりはよく煮えて食たべ頃ごろです。どうぞ」

　言って鍋なべ奉ぶ行ぎようよろしく、ジークルーネはよそったお椀わんを勇斗へと差し出してくる。

　いついかなる場合においても、勇斗が最優先なのは変わらないらしい。

　ピクリとエルナの右の眉まゆが跳はね上がる。この行こう為いが、またまた彼女の怒りに触れたようだ。

「ん、では、リーファ様」

　勇斗は咄嗟に流れるような所作で受け取ったお椀をリーファへと手て渡わたす。

　我ながらファインプレーだ、と心の中で勇斗は自画自賛したものだが、

「……どうぞ、父上」

　ジークルーネにとっては、せっかく勇斗にとよそったお椀を譲られたことが、少々不満だったらしい。

　改めて、今度は名指しでお椀を勇斗に手渡してくる。

　この厚い忠誠心が、今はトラブルの芽になりそうで少々怖こわい勇斗である。

「ほぉ。これがイアールンヴィズの鍋か。もぐもぐ……ふ～む、不味まずいというわけではないのじゃが、グラズヘイムに比べてちと味が薄うすいのぅ」

　そして、気を遣つかわれることはあっても遣うことは知らない神帝陛下である。

　今度はジークルーネの眉がわずかに吊つり上がる。明らかに今の物言いにイラッとしたのは間違いなかった。

　前述の通り、食べ物にはうるさい少女だ。文句があるなら食べるな、と言いかねない。

「イ、イアールンヴィズは山間の土地で海からも遠く、塩を使わない料理が主流なんですよ。せっかく遠方まで来たのですから、その土地の味を楽しむのが旅の醍だい醐ご味みかと」

　慌ててジークルーネが何か言う前に、勇斗は割って入る。

　一いつ触しよく即そく発はつの状じよう況きように、勇斗としては胃の痛い限りである。本人たちにまったくそんなつもりはないのだろうが。

　こういう時、頼りになるのが、勇斗の副官にしてリーファの正体を知っているフェリシアなのだが、

「エフィちゃんはいいですわね。まだ一〇代になったばかりですもの」

「フェ、フェリシア様はまだとてもお綺麗です！」

「まだ、ですか。まだ……」

「あ、あああああっ！　も、申し訳ございません！」

「いいのです。どうせわたくしはもう二〇のおばさんですから」

　すでにフェリシアはエフィーリア相手に管を巻いており、頼りになりそうにない。

　始まりからなんとも幸さい先さき不安な勇斗であった。







　そして、悪い予感というものは往々にして当たるものである。

　リネーアやジークルーネを筆頭に、この場に集まった少女たちは本来は『酒は呑のんでも呑まれるな』という自制の出来る娘たちばかりなのだが、今回に限っては、

「わたくしの酒が呑めないっていうんれすかーっ！」

　というたちの悪い酒乱の攻こう勢せいの前に次々と陥かん落らくしてしまったのだ。

　二一世紀の日本の法律では未成年の勇斗たちであるが、《狼おおかみ》には飲酒に関する法は特になく、大人と認められる一五ぐらいから呑むものというのが一いつ般ぱん的てき認にん識しきである。

　なのでさすがに双ふた子ごとエフィーリアの年少組の三人だけは、なんとか避ひ難なんさせることに成功したのだが、それが精せい一いつ杯ぱいであった。

「うふふ、お兄様～。呑んでますか～？」

「ああ、呑んでるよ。おかげ様で」

　しなだれかかりながらフェリシアが傾かたむけてくる水差しを、勇斗はげんなりとしつつ盃で受け止める。なみなみと零こぼれそうなぐらいに注がれたところからして、嫌いやみは通じなかったらしい。

「その割にぜんぜん酔ってらっしゃるように見えません」

「……そうかもな」

　酔えたらどれだけ気が楽か、と内心毒づく。

　ほろ酔いの感覚はある。だが、リーファのことがあり自分が前後不覚に陥おちいるわけにはいかないという責任感からか、元々底なしだったのか、はたまたその両方か、どれだけ呑んでもそれ以上に酔えないのだ。

　だが、この場にあっては、まともな意識を保っていられることは、果たして幸せなのだろうか、と自問自答する勇斗である。

「はっはっはっ。愉ゆ快かいじゃ愉快じゃ！」

　唯一の救いは、今のところリーファが実に楽しそうな笑い声を上げていることである。

　もっとも彼女さえいなければ、勇斗は年少組に混じってこの場からまず脱出していただろうが。

　神帝である彼女を放っておくわけにもいかず、残るしかなかったのだ。彼女が機き嫌げんを損そこねるのではないかと、勇斗としてはずっとひやひやのし通しだった。

「お兄様～♥　もっと呑んでくださいまし。ふふふ」

「へいへい」

　半ばやけっぱちな心境で、勇斗はぐいっとぶどう酒をあおる。飲み慣れたせいか、不快だった酒特有の熱さも今はもう気にならない。

　空になった盃に、フェリシアが上じよう機き嫌げんでおかわりを注いでくる。

（まあ、フェリシアもすっかり年のことなんて忘れたっぽいし、これならなんとか乗り切れる、かな）

　安あん堵どとともに、勇斗は再び盃を口に傾け、

「はふぅぅぅ、それにしても暑いですわ～」

「ぶふぅぅぅっ！」

　いきなり上着を脱ぬぎ出したフェリシアに、勇斗は思いっきり酒を吹ふき出す。

　それはもちろん、夏場の頃ころのフェリシアは露ろ出しゆつの多い格好をしていたものだが、やはり脱ぬぐという行為には、男を惑まどわす『何か』があるのだ。

　しかも、今のフェリシアは酒のせいで肌にうっすらと赤あかみが差し、普ふ段だんより色っぽさに磨みがきがかかっている。なんとも目に毒であった。

「あら、どうされました、お兄様？」

「ど、ど、どうされたって、暑いからっていきなり服脱ぐ奴やつがあるか！」

「ふむ、なるほど。暑いなら脱げばいい。実に合理的だ」

「ほら、ルーネも」

「うわああっ！　ストップストーップ！　ルーネストーップ！」

　豪ごう快かいに上着をたくし上げるジークルーネを、勇斗は悲鳴じみた裏声で制止する。

　この辺り、いかに酔ってはいても、勇斗に無二の忠誠を捧ささげるジークルーネである。ピタリとその動きを止めてくれる。

「父上、何か？」

「ここには男の俺もいるわけで、な、わかるだろ？」

「ああ、なるほど。申し訳ございません。配はい慮りよが足りませんでした」

　ジークルーネは殊しゆ勝しようにペコリと頭を下げ、

「フェリシアが申しておりました。一息にガバっと脱ぐよりも、ゆっくりゆっくり焦じらすように脱ぐほうが男の方は喜ぶ、と。つまりそうしろということですね」

「ちがーう！　そういうことじゃなくて！」

「くっ、《角》の宗主として、二人に遅おくれを取るわけには……」

「むむむっ、みんなが脱ぐならあたしだって……」

「ちょっ!?」

　酒の勢いもかなり手伝ってはいるのだろうが、ついにはリネーアの負まけず嫌ぎらいとイングリットの意地っ張りに火を点つけてしまったらしく、二人まで服を脱ぎ始める。

　もはや勇斗一人ではとても手が足りない。

「ふむ、ここはやはり妾も脱がねばならぬ流れかのぅ？」

　しかし、リーファはニヤニヤと悪いた戯ずらっぽい笑みさえ浮かべたものである。

　完全にこの状況を他人事として楽しんでいた。

「ちょっ、ふざけてないで皆を止めるの手伝ってください」

「断る。絶好の酒の肴さかなではないか」

「くそ、酔っぱらいに頼たよるのがそもそも間違いだったか。エ、エルナさん！」

　もはやリーファを当てにするのはやめ、一いち縷るの望みをかけてその護衛の少女へと勇斗は視線を向ける。

　彼女はリーファを守るという任務があるため、酒を一滴てきたりとも呑んでいない。完全にシラフのはずだ。

　先程の言動からも、神帝の前での無礼にはうるさいことがうかがえる。こんな状況を見み咎とがめないはずがない。

「ｚｚＺ」

「寝ねている、だと!?」

「あー、そういえばエルナのやつ、下戸じゃと言うておったな。まさか匂いだけで潰つぶれるほどじゃとは思わなんだが。ほれ、そんなことより……」

　くつくつとリーファが楽しげにほくそ笑んで、顎あごをしゃくる。

　勇斗はおそるおそる指し示された後ろを振り返り、

「お兄様♪」

「父上！」

「ユウト～」

「兄上♥」

「ひっ！」

　半はん裸らでにじり寄ってきていた少女たちに、思わず後ずさる。

　だが、部屋はそれほど広いわけでもない。すぐに壁かべに背中が当たった。

「お、おまえら、落ち着け！　とりあえず落ち着け、な？」

　震ふるえた声で勇斗は手のひらを少女たちに突つき出すも、少女たちは止まらない。

　少女たちのとろんとした目が、妙みように色っぽくて、そしてとにかく怖くて仕方がなかった。







「は～……は～……は～……疲れた！　新年祭の時なんかよりよっぽど疲れた！」

　勇斗は盛大に吐はき捨すてつつ、降ふり積もった雪をすくい上げて火ほ照てった顔を冷ましていた。

　少女たち全員が酔い潰れたことで、ほうほうの体ていで部屋を抜け出してきたところである。

　親しい者たちだけの内輪の催もよおしということで気が緩ゆるんでいた部分も大きいのだろうが、まさか彼女たちが揃そろってあそこまで酒さけ癖ぐせが悪いとは思わなかった。

「我ながらよく自制できたもんだぜ……」

　まさに桃源郷ヴアルハラとはこういうところを言うのだろうと確信さえした、甘かん美びな地じ獄ごくであった。

　据え膳ぜん食わぬは男の恥はじと言うじゃないかなんて誘ゆう惑わくに、何度心折れかけたかしれない。

　あとほんのわずかでも気をゆるめていれば、酒の勢いも手伝い、理性は決壊していただろう。それぐらいギリギリの戦いであった。

　とりあえず、女性の召めし使つかいに毛布をかけておくよう申し付けてもあるので、風か邪ぜをひくようなこともないだろう（この後、勇斗の性豪ぶりがイアールンヴィズの宮殿内に轟とどろき渡るのだがそれはまた別の話である）。

「ん？」

　だーっと風を切って凄すごい勢いで何かがこちらへと駆けてくる気配がした。

　次の瞬しゆん間かんには闇やみの中から灰色の小さな物体が現れ、勇斗の太ももに飛びついてくる。

「うおっと。よぉ、ヒルドールヴ」

　そのまま着地してはまたジャンプしてを嬉しそうに繰り返す仔こ狼おおかみに、勇斗は相好を崩くずしてしゃがみこみ、抱だき上げた。

　途と端たん、ヒルドールヴがぺろぺろと勇斗の顔を舐なめ出す。くすぐったいしベタベタするのだが、不思議と気分がなごむ。

「お前となら、こんなことしてても全然構わないのにな」

　その背中を優やさしく撫なでながら、勇斗はぼやく。
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　まったく人間の男女というものは難しいものである。

「してやればよかろうに。あの娘むすめたちもそれを望んでいよう」

　不意に、背後から嘆息混じりの声が降ってきた。

　背後からの声に驚おどろいて振り返ると、白はく髪はつの少女がなんとも呆れ果てた顔で佇たたずんでいた。

「リーファ……さま？　目を覚まされたのですか？」

「うむ。ついさっきな。元々、妾は昼によく寝ておるからな。眠ねむりが浅かったようじゃ」

　んーっと両手を組んで天に掲げて伸のびをしながら、リーファ。

　まだ身体からだに酒が残っているのか、その頬ほおにほんのりと赤みが差している。だが、足取りはしっかりしているし、瞳にも淀よどみがない。

　酔いは覚めているようだった。

「いやぁ、それにしても実に楽しい宴うたげであった！」

　想いを馳せるように目蓋を閉じ、リーファがしみじみと言う。

　逆に勇斗は渋じゆう面めんになる。やさぐれたような声で返す。

「格好の見世物があったんですから、そりゃリーファ様はそうでしょうね」

「ははは、なんじゃおぬし。助けなかったことを根に持っておるのか？」

「ええ、少し」

　正直に勇斗は頷く。相手が神帝でも知った事か、という心境である。

　人が心底困り果てている姿を大笑いしている人間に、ムカつかない者はそうそういないだろう。

「やれやれ。あれほどの器量の娘たちに慕したわれ、何が不満じゃ？　応こたえてやらんとは男の風上にも置けんな」

「酒に酔って前後不覚の女性をどうこうするなんて、それこそ男の風上にもおけぬ所業でしょうが」

　美月という想い人の存在も大きいが、これも勇斗をギリギリのところで踏ふみとどまらせた譲れない一線だった。

　親子兄弟の盃さかずきを交かわした大事な仲間かぞくである。

　彼女たちを傷つける者は、誰であろうと許すわけにはいかなかった。たとえそれが自分自身であろうと、だ。

「おぬし、存外ヘタレよな。伝え聞くのと実際に会うてみるのとでは大違いじゃて」

「……ちなみに、いったいどんな噂うわさを聞いたんです？」

「綺麗どころを見かければ、老ろう若にやく問わず毒どく牙がにかける性欲魔人」

「デタラメすぎる！　なんでそんな悪評が!?」

「以前、幾人もの美び姫きを引き連れて温泉旅行していたそうではないか」

「あれか！」

　勇斗はぴしゃんと額を叩いて天を仰あおぐ。

　やれやれとリーファが肩かたを落として嘆息する。

「どうやらその様子だと、そこでも実際は何もなかったようじゃのぅ」

「当たり前です！」

「何が当たり前なんじゃ？　男と女がいれば、結ばれるほうが自然じゃろうが。おぬしとてあの娘たちのこと、にくからず想おもうておろうに」

「……そりゃあね。みんな大事な娘分や妹分たちですから」

「はぐらかすでない。そういう意味ではない。妾わらわが言いたいのは……」

「元いた世界に好きなやつがいるんです。そいつを裏切りたくありません」

　きっぱりと言って、勇斗は寂さびしそうに表情を曇くもらせる。

　この三年近くもの間、ずっと支し援えんし、待っていてくれた美月を、ずっと想ってくれていた彼女を、裏切りたくはなかった。

「もしやそれがミツキとやらか？　妾と瓜二つじゃという……。ふむ。おぬしほどの男にそこまで一心に想われて、そのミツキとやらも幸せじゃな。羨うらやましいほどじゃ」

　うんうんと頷くリーファだが、勇斗はなぜか責められているような気分になった。

　もちろん、リーファには責めたつもりなど微み塵じんもないだろう。むしろ彼女は褒ほめているぐらいだ。

　だというのに、胸が締しめ付つけられる。

　そこではたと気づく。

　これは罪悪感だ、と。

　リーファと瓜うり二ふたつの彼女に対しての。

「そんな大層なもんでもないですよ、俺おれなんて」

　ギュッと自らの胸むなぐらを握にぎり締めて、勇斗は吐き捨てるように言う。

　美月への想いは、ちゃんとこの胸の中にある。

　この三年の間に強まりこそすれ、まったく衰おとろえていない。

　ユグドラシルの不便さには、ずっと辟へき易えきしてきた。

　クーラーや暖だん房ぼうといった文明の利器の有あり難がた味みをつくづく痛感している。

　米の飯が恋こいしくなることなどしょっちゅうだ。

　それでも、急速に勇斗は自覚せざるを得なかった。

　帰りたくないと、ここでみんなと一いつ緒しよに暮らしていきたいと、そう思ってもいる自分がいることを。

　同じ釜かまの飯を食い、苦しい時も楽しい時も一緒に過ごし、生き死にの戦場をともに潜くぐり抜ぬけ、絆きずなを強めてきた。その上、あれほどまでにひたむきな好意を向けられて、そういう想いをまったく抱くなというほうが難しかった。

「やっぱり長くいすぎた、か。ほんと早く帰らないと、なぁ」

　そう、一刻も早く。

　どうしようもなくなる前に。

　だが、勇斗の苦く悩のうとは裏腹に、刻ときは止まることなく無情に過ぎていく。

　そして、長く寒くしかし平へい穏おんだった冬は終わりを告げ、運命の春が訪おとずれた。







ACT 4







「ステインソールあのバカが動いた、か」

　風雲急を告げる一報は、西から届いた。

　面めん倒どうくさそうに嘆息して、勇ゆう斗とはコタツに頬ほお杖づえをつく。

　イアールンヴィズを埋うめ尽つくしていた雪もすっかり溶とけ消え、草花にもつぼみがぽつぽつと膨ふくらみ始めていた。

　空気にも骨まで凍いてつくような冷たさはなくなり、春の息い吹ぶきを感じさせる。

　とは言え、まだまだ肌はだ寒ざむいことには変わりはなく、コタツでまどろんでいた矢先のことだった。

「はい、どこぞの馬ば鹿かが迂う闊かつに動いたせいで、お父様にはとんだご迷めい惑わくを……」

　言って、クリスティーナがじぃっと姉のアルベルティーナを見つめる。

　それはもう露ろ骨こつに。非難がましく。

　途端、アルベルティーナが慌てる。

「はわっ、アタシぃっ!?　今回はアタシ、何もしてないよ!?」

「あ、すみません。馬鹿と言われると、つい反射的にアル姉のことかと」

「ひどいっ！　お姉ちゃんをなんだと思っているのさ！」

「お馬鹿」

「即そく答とう！　ほんとに反射的だ！」

「ふふっ、当然です」

「なんでそんなドヤ顔なの!?　悪びれようよ、少しは！」

「……ちっ」

「悪ぶれとは言ってないよ!?」

　相変わらずかしましい双子である。

　最近はこの軽けい妙みようなノリのやりとりを一服の清せい涼りよう剤ざいとしている勇斗なのだが、今はさすがにそう和なごんでいる場合ではない。

「クリスティーナ。遊んでないで詳しよう細さいを報告しろ」

「はい、お父様」

　ころっと表情を真ま面じ目めなものに切きり替かえて、クリスティーナが頷く。

　そのあまりの豹変ぶりに、当初は勇斗も難なん儀ぎしたものだが、今はもう慣れて気にもならない。

「密みつ偵ていからの報告によれば、ステインソール率いる《雷いかずち》軍八〇〇〇が、ビルスキルニルより東へと出しゆつ陣じんしたとのことです」

「ちょ、ちょっと待て、すでに出陣しただと!?　戦の準備を進めているとか、そういう報告は一いつ切さい受けていなかったぞ!?」

　頬杖からずり落ち、目を剥むいて勇斗が叫さけぶ。

《雷》とは去年の夏に一度交戦しており、また秋あき頃ごろにも《狼》に攻せめ入いろうとする気配を見せるなどしていたこともあり、最大級の警けい戒かいを払はらっていた。

　クリスティーナ子飼いの間者を何人も潜せん入にゆうさせ、何か不ふ穏おんな気配があれば、逐ちく一いち報告する手はずとなっていたのである。

　にもかかわらず、すでに兵をまとめ出陣したなど勇斗にとってはまさに寝ね耳みみに水みずもいいところであった。

「ええ、こうまでしっかり隠かくし通とおすとは……おそらくは《雷》の若頭かしらレスクヴァの手はずでしょう」

「レスクヴァ……《歯ぎしりするものタングニョースト》のエインヘリアルにして、『歯ぎしりさせる者』だったか」

「はい、まったく言い得て妙な仇あだ名なです。ワタシも完全にしてやられました」

　クリスティーナが珍めずらしくその整った顔を演技ではなく素で渋面にして吐き捨てる。

　まだ年こそ若いが、こと情報戦においては天才と言って差さし支つかえないクリスティーナである。ここまで綺き麗れいに出し抜かれ、さすがにプライドが強く傷つけられたようだった。

　そんな時でも姉いじりだけはきちんと遂すい行こうするあたりが、彼かの女じよの彼女たる由ゆ縁えんだが。

「まあ、今回ばかりは相手を褒めるべきだな。だいたい八〇〇〇とかどっから集めてきやがったんだ？」

　先の『エーリヴァーガル川の戦い』の時と一緒の兵数である。

　半年前に『嚢沙の計』によって数千という被害を出したにもかかわらず、だ。

　しかもそれほどの大規模な動きを、クリスティーナにも悟さとらせずにやってのけるなど、いったいどんな手を使ったのやら。

「あの馬鹿にはもったいない逸いつ材ざいだな。正直うちに欲しいぐらいだ」

　虎心王ドールグスラシルステインソールという巨きよ星せいの存在ばかりが先行する《雷》ではあるが、このレスクヴァの卓たく越えつした政治的手しゆ腕わんが縁えんの下したで支えているからこそなのは疑いない。

　しかし、感心してばかりもいられない。事態はすでに急を要している。

「大至急、兵を召集しろ。迎むかえ撃うつぞ！」







　イアールンヴィズの城門の外では、芋いもの子を洗うような人だかりでごった返していた。

　城じよう壁へきにずらりと並ぶ荷に駄だの前に兵士たちが列を作り、武具と糧りよう食しよくを受け取っては、自分の組の集合場所に戻もどっていく。

　ところどころで点呼の声や裂れつ帛ぱくの掛かけ声ごえなどが巻き起こっている。

「おおう……壮そう観かんじゃな」

　集結する軍勢から少し離はなれた街のはずれで、リーファは布製の日ひ傘がさをクルクルと回しつつ、感かん嘆たんの声を漏もらす。

　ただ人が集まっているのとは違う。これから戦に行くだけあり、なんとも殺気立った熱気のようなものが立ち上っていた。

　離れていてさえ、その熱気に背筋はゾクゾクと寒気が走り、ぷつぷつとその腕うでには鳥とり肌はだが立つ。

「なんかこれでお別れだってのに、慌ただしくてすみません」

　なんとも申し訳なげに、勇斗は頭を下げてくる。

　そう、今日リーファはイアールンヴィズを発たち、帰国の途とにつく。戦の準備に追われ忙いそがしい中、それでも勇斗は見送りに来てくれたのだ。

　これから出しゆつ撃げきする為ためか、漆しつ黒こくの外がい套とうをまとい、表情もいつもより何割か増しで凛り々りしく引き締まっている。

　普段との違いにかすかな胸の高鳴りを覚えつつ、リーファは小さく首を振る。

「いや、敵が攻めてきたのであろう。仕方あるまい」

「そう言っていただけると助かります」

「勝てそう……なのか？」

「負け戦をするつもりはありませんよ」

　微び苦く笑しようとともに、勇斗が肩をすくめる。

　これから戦だというのに、気負った気配はない。かと言って緩んでいるわけでもない。

　実に自然体だ。

　若いながらも、すでに十数度という戦場をくぐってきた少年である。まさに歴戦の猛も者さの佇まいだった。

　その横顔に、フェリシアがぽ～っと見み惚とれている。

　全く罪作りな男だ、と苦笑しつつ、リーファは言う。

「そうか。では、せいぜい死ぬでないぞ」

「ええ、情勢が落ち着いたらまた来てください。歓かん迎げいしますから」

「良いのか？　けっこうおぬしには迷惑をかけっぱなしだったと思うのだがな？」

「はははっ」

　勇斗が視線を逸そらして、乾かわいた笑えみをこぼす。

　否定をしないのは、言外に肯こう定ていしているということだ。

　リーファはムカつきを覚えると同時に、一方で心地ここち好よさも覚えていた。少なくとも出会ったばかりの頃ならば、彼かれは宗主パトリアークとして、そんな顔をおくびにも出さなかっただろう。

　この三ヶ月の間に、それだけ距きよ離りが縮まった証左とも言える。

「いろいろあったのぅ」

　一いち抹まつの寂しさを覚えつつも、リーファは感かん慨がい深ぶかげに言う。

　目ま蓋ぶたを閉じれば、この三ヶ月にあった出来事は浮うかんでは消え浮かんでは消えていく。それら全すべてが、それまでのリーファの人生にはなかった経験ばかりだ。

　その一つ一つが愛いとおしく、胸の中で宝石のように輝かがやいている。そして、中でも燦さん然ぜんと輝いているのは、

「一番の想い出は、やはりあの鍋じゃな。実に美う味まかった！」

「あれ？　でも味が薄いとか文句言ってませんでしたっけ？」

「～～っ！　いらんことを覚えておるのぅ」

　言ったそばからケチをつけられ、リーファは眉をひそめる。

　とは言え実際、一口目を食べた時は、正直、物足りないと感じたのは確かである。

　だが気がつけばパクパクと食が進み、胸焼けがするほどお腹なかいっぱいに食べていた。

　そして、今までありとあらゆる美食を食べ尽くしてきたはずなのに、そのどの料理よりも、あの素そ朴ぼくでなんの変へん哲てつもない鍋が美味おいしかったと懐なつかしく思えて仕方ないのだ。

　その理由にも、気がついている。

　ただただ、楽しかったのだ。

　同じ年とし頃ごろの者たちとわいわいと騒さわがしく笑い合うなど、リーファにとって生まれて初めての経験だったのだ。

　下々の者にとっては当たり前の、他た愛あいないことなのだろうが、彼女にとっては何物にも代えがたい得難い一夜だったのだ。

「え、リーファ様、泣いてます？」

「ばっ、泣いてなどおらぬわ！　太陽が目に染しみたんじゃ」

「太陽って……曇ってますけど」

「それでも妾には眩まぶしいんじゃ！」

　ぐしぐしっと両目をこすりつつ、リーファは強弁する。

　実際、リーファの瞳ひとみは光をことのほか嫌きらう。曇っていてさえ少々明るすぎるぐらいに感じていた。

　もっとも、涙なみだが出るほどでもなかったが。

　なのになぜか目め頭がしらが熱くて仕方がない。おかげで顔から腕が離せなかった。

「本当に、泣いてなどおらんのじゃ」

　ぐずっと洟はなをすすりつつ、リーファは言う。

「……はい」

　それだけ言って、勇斗は押おし黙だまった。

　そして、リーファが泣なき止やむのをただただ待ってくれる。その優しさに、リーファは胸の中で何かが決けつ壊かいするのを感じた。

「そういえば、おぬしには色々と世話になっとるというのに、ろくに褒ほう美びも与あたえてはおらなんだな」

　すっと傘かさを傾けて目元を隠しつつ、リーファが言う。

「え？　いや、いいですよ、別に」

　勇斗がひらひらと手を振ふって、断りの言葉を述べてくる。

　普ふ通つう、権力者というものは強ごう欲よくなのが相場だというのに、相変わらず無欲な少年である。

　だが、リーファも一度言い出したら聞かないお姫ひめ様さま体質の少女である。頑がんとして宣言した。

「そんなわけにいくか。これでも妾は神帝なのじゃぞ。功にはきちんと報むくいねば沽こ券けんに関かかわる」

「は、はあ」

「なんじゃ、その間の抜けた返事は。せっかく妾が褒美をやるというておるのに」

「あっ、その、ありがとうございます」

「そんなとってつけたような礼はいらん」

「す、すいません」

「ふんっ。まったくそんな朴ぼく念ねん仁じんでは、想い人に愛あい想そを尽かされても知らんぞ？」

「ははっ、精しよう進じんします」

「よし、では受け取れ」

　リーファはグッと拳こぶしを突き出し、開いてみせる。

　勇斗は手のひらの中を覗のぞき込み、「ん？」と不ふ審しんげに目を凝こらして、

「あの、何もないように見えるんですが？」

「はぁ？　何を言うておるんじゃ。ちゃんとあるじゃろうが。目が悪いのう」

「いやまあ、ここの人らに比べたらそりゃ目ぇ悪いですけどね」

「ほれ、ならもっと近づいてよく見よ」

「は、はい」

　腰こしをかがめ、さらに目を細めて手のひらの中を凝ぎよう視しする勇斗だが、やはり何も見えないらしく表情は強こわ張ばったままだ。

「うむ、それぐらいがちょうどいいな。おぬしは背が高いからな」

「は？」

　リーファの言葉の意味がわからなかったのだろう、勇斗が下に向けていた顔を上げる。

　リーファはぽいっと傘を捨て、そっと勇斗の頬を両手で優しくはさみ、目を閉じて、

「んっ！」

「ん、んん～っ!?」

「リ、リーファ様っ!?」

　勇斗の唇くちびるに、自らの唇を押し当てる。

　フェリシアがびっくりしたような声を上げ、慌あわてたように勇斗が暴れ出すが、放しはしない。その唇の感かん触しよくを、自らの、そして勇斗の記き憶おくにしっかりと刻みこむ。

　たっぷり五秒ほども口付けた後、リーファはようやく勇斗を解放する。

「っ！」

　途端、勇斗が飛び離れ、驚きに満ちた目をこちらへと向けてくる。

　そんな彼に、リーファは傘を拾いつつ、会心の笑みとともに勝かち誇ほこってみせる。

「ふ、ふふふ、油断大敵じゃな。不敗の名将を見事騙だましのけてやったわ」

「な、なな、なんでっ!?」

　だというのに、勇斗ときたら、そんなことまったく気にもせず、疑問だけをぶつけてくる。張り合いがないとはこのことだった。

　リーファはつまらなそうに鼻を鳴らし、

「ふん、これから戦いくさなのじゃろう？　神帝自ら勝利を祈き願がんして祝福を授さずけてやったのじゃ」

「え、ええっ!?　そ、それはありがた迷惑というか、って、ああ～っ！」

　混乱しているのか、つい本音が口から漏れたようである。

　リーファも思わず苦笑する。

「まったく相変わらずどこまでも……無礼なやつじゃな！」

「ほんと……すみません」

「よいよい」

　恐きよう縮しゆくする勇斗に、リーファは笑う。

　そんな彼だからこそ、リーファは惹ひかれたのだから。

　自分の前に立つ誰だれも彼もが、畏い敬けいをもって接してくる。

　仕方ないと言えば仕方ない。ユグドラシルの人々にとって、神帝とはそういう存在なのだから。

　だが、この少年は違ちがった。

　言葉こそ敬語を使うが、その敬意は実に上辺だけに過ぎなかった。

　それが、良かった。

　一人の少女として、リーファを見てくれたのは、優しくしてくれたのは、彼だけだった。

　自分を、神帝の権けん威いを利用しようという下心が、微塵も感じられなかった。

　世間知らずの自分には、たったそれだけで淡あわい想いを抱くには十分だったのだ。

　リーファは寂しそうな、だが、晴れやかな顔で言う。

「失しつ恋れんもまた、恋の一つじゃろう？　普通の娘が普通にする、な。初めての接せつ吻ぷんを好きな男に捧げられただけ、妾は幸せであろうよ」

「え、えええっ!?　す、好きってお、俺を!?」

「今いま更さらなにを言っておるか」

　あきれ果てたように、リーファは肩をすくめる。

　接吻したのだから、そうに決まっているではないか。この朴念仁ぶりには彼の周りにいる女性たちも苦労していそうだ、と恋こい敵がたきに同情を禁じ得ないリーファである。

「まあ、結けつ婚こん前に良い想い出が出来た。人妻になってからでは、不ふ貞ていを働くわけにはゆかぬからな」

「えっ!?　け、結婚っ!?」

「何をびっくりしておる？　妾は神帝じゃぞ。初代ヴォーダン公より受うけ継つぎしこの血を繋つなぐ責務があり、しかも年頃じゃ。縁えん談だんの一つや二つ、ないわけがなかろうが」

「そ、そそ、それはそうでしょうけど！」

　随ずい分ぶんと慌てている。

　それがリーファにはたまらなく嬉うれしい。

　所しよ詮せん、想い人が自分と同じ顔をしているということからくる錯さつ覚かくだと、わかってもいたけれど。

「そ、その、相手はどんなひとなんです」

「我わが帝てい国こくの大神官にして、大国《槍やり》の宗主を務める男じゃ。まあ、齢よわい六〇を過ぎた醜しゆう悪あくな老人だがの」

「六〇!?」

　驚きよう愕がくの声とともに、勇斗が目を剥く。

　当然といえば当然であろう。リーファの年ねん齢れいは一六、まさに祖父と孫ほども年が離れている。しかも、ユグドラシルでは五〇まで生き延びれば立派な長ちよう寿じゆである。六〇などいつ死んでもおかしくない年齢だ。あまりに歪いびつな結婚と言えた。

「なんでそんな不ふ釣つり合あいな……断れないんですか？」

「無理じゃな。すでに帝国の実権はあの男……ハールバルスにほぼ掌しよう握あくされておる。もはや宮中にあの男に逆らえるものなどおらん。言いなりよ」

「そんな……っ!?　でも、いくらなんでも……っ！」

「なんじゃ、ならおぬしが妾をもらってくれるとでもいうのか？」

「それは……」

　リーファが悪戯っぽい視線を向けると、勇斗がぐっと言葉に詰つまる。

　我ながら、意地の悪い事を言っているという自覚はあった。

　とは言え自分を振った男だ。少しぐらい仕返しをしても罰ばちは当たるまい。

「さて、そろそろ陽の下にいるのも辛つらくなってきた。名残なごり惜おしいが、妾はそろそろ行くとする」

「……はい、リーファ様もお元気で。道中ご無事で」

　リーファが馬車のほうへと踵きびすを返すと、背中ごしに勇斗が別れの言葉をかけてくる。

　欲ほしい言葉はくれぬくせに、とリーファは心の中でぼやく。

　振り返ることなく、リーファは右手を上げて、ひらひらと振ってみせる。

「うむ、ではな。妾も道中、おぬしの勝利を祈いのっていてやるぞ」







「ふふっ、さすがお父様ですね。まさか神帝陛下まで落としてしまわれるな・ん・て」

　リーファを乗せた馬車が走り去った後、そんな声とともにシュタッと近くのナツメヤシの木から降りてくる影かげがあった。

「えっ!?　クリスちゃん!?」

　フェリシアが驚きの声をあげるとともに、悔くやしそうに顔をしかめる。

　護衛として、これほどまで接近を許しながら、その存在に気づいていなかったというのは、痛つう恨こんの一言なのだろう。

　だが、今回は相手が悪いと言える。クリスティーナは《風を打ち消すものヴエズルフエルニル》のエインヘリアルであり、気配を絶つことにかけては、右に出る者はいない生きつ粋すいの間者である。
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　もちろん、さすがにかすかでも殺気を放っていれば、フェリシアもたちどころに察知していたであろうが。

「ふふっ、アル姉もいますよ」

　クリスティーナがくいっと指差した木の頂上付近では、アルベルティーナが「わ～、わ～」とか言いながら、両目を手で覆おおっている。

　……指の隙すき間まは開いていたが。

　もしかしなくても、キスシーンを見られていたらしい。ついでにリーファの正体も知られてしまったようである。

　やれやれと勇斗は嘆たん息そくする。

「覗き見とは、趣しゆ味みが悪いな」

「それがワタシの仕事ですし」

「だったら俺じゃなくて、《雷》の情勢を覗いてこい」

「それはこれからおいおいと。まあ、ワタシなんかのことより、リーファ様、行かせて良かったんですか？」

「良いも悪いも、本人が帰るって言ってるんだ。引きとめるわけにもいかないだろ」

　吐き捨てるように言って、勇斗は拳を握り締める。半分は、自分に言い聞かせるための言葉であった。

　このまま帰国すれば、リーファは《槍》の宗主だという老人と結婚せねばならない。

　リーファ本人の意にそわぬ政略結婚なことは、明らかだった。一六の少女が、祖父ほどの年齢の老人に嫁とつがねばならないのだ。嫌いやでないはずがない。

　本音を言えば、引き止めたかった。

　一人の友人として義ぎ憤ふんを覚えるし、そんな縁談ぶち壊こわして助けてやりたいとも思う。

　だが、リーファはユグドラシル全土を治める神帝であり、勇斗は《狼おおかみ》の氏族を預かる宗主だ。

　下手にかくまえば、神帝をさらった極ごく悪あく人にんとして朝敵扱あつかいされかねない。

　真しん偽ぎのほどはこの際、全く関係がない。そういう大義名分が成り立つことが問題なのだ。

「今の俺を二年前の俺が見たら、ひよってんじゃねえよとか罵ば倒とうされそうだな」

　独り誰に言うでもなくつぶやいて、勇斗はくつくつと自じ嘲ちよう気味に笑う。

　それを言える当時の自分が羨ましく、そして同時に、唾だ棄きしたくもなる。

　その青あお臭くさい綺き麗れい事ごとは、言いい換かえれば、リーファ一人のために、《狼》の民たみ全員を危険に晒さらせということと同義だというのに。

　今まさに、《雷》と戦を始めるところであり、北西には騎き馬ば氏族《豹ひよう》の脅きよう威いも抱かかえている。これ以上、敵を増やすのはあまりに危険すぎた。

　宗主として、ヒロイズムに酔よった判断は下せない。

　確かに、リーファを見捨てているようで、心にやりきれないものが残る。それをグッと呑のみ込んで、勇斗は外套を翻ひるがえした。

　まさに宗主としての責務を果たすために。

「《狼》軍、出撃するぞ！」







「我ら《狼》の守護神にして大いなる母アングルボダよ。戦に赴おもむく貴方あなたの子らをどうぞお守りください！　勝利を！」

　叫ぶや、《狼》の長老頭にして神官長ブルーノは、黄金の剣けんを祭さい壇だんの仔こ山や羊ぎへと振り下ろす。

　鮮せん血けつが噴ふき出だし、ブルーノの顔や服にも飛び散る。だが、それさえ気にせず、ブルーノは何度も仔山羊を刺さし貫つらぬく。

　勝利を祈願しての生いけ贄にえの儀ぎ式しきである。

　残酷ではあるが、ユグドラシルに限らず古代ではしばしば見られた風習である。人間を供く物もつとして捧ささげないだけ、まだ穏おん当とうとさえ言える。

　ブルーノは刀身が真っ赤に染まった剣を掲かかげ、高らかに続ける。

「さあ、皆みなも声をあげよ！　勝利を！　勝利を！」

「「「勝利を！　勝利を！」」」

　聖塔フリズスキヤールヴの天頂部の神殿ホルグルに集まった数十人からの人間が、固く目を閉じ、両手を胸の前で握り締めて唱和する。

　その中にはヨルゲンやイングリット、エフィーリアの姿もあった。

　戦に赴かなかった者たちは、こうして戦に向かった親しい者達たちの無事を神に祈るのだ。今いま頃ごろは街中にある神殿ホルグルも、祈き祷とうに訪れる者でごった返していることだろう。

「ふ～、まったく《雷》の小こ僧ぞうめ。この忙しい時期にまったく……」

　儀式を終え、ヨルゲンはやれやれと首を鳴らしつつ神殿ホルグルを後にする。

　戦に赴くのは概おおむね三さん男なん坊ぼう以降で、いくら戦だからといって、男がまったくいなくなるということはないのだが、それでも労働力が大おお幅はばに減るのは間ま違ちがいない。

　今や勇斗の代理として全権を預かる身としては、予定していた計画の穴あな埋うめにこれから四苦八苦させられそうで、今から頭が痛いヨルゲンである。

「おお、そこにおられるのはヨルゲン殿どのではございませんか」

　聖塔フリズスキヤールヴの階段を降りきったあたりで、不意に親しげに声をかけられた。

　振り返ると、髭ひげを上品に蓄たくわえた、恰かつ幅ぷくのいい中年の男が笑え顔がおで手をあげていた。身なりもよく、相応の身分の人間であることが一目でわかる。

《狼》の人間ではなかったが、ヨルゲンにはよく見慣れた人物であった。

「おお、アレクシス殿。いらっしゃっていたのですか。先日は、わたくしごときの盃さかずきを取り持って頂き、誠まことにありがとうございました」

　神聖アースガルズ帝国の高官『神儀使』を務める男である。新年に行われた傘さん下か氏族たちの互たがい盃も、神帝の代理として彼に取り持ってもらったものだ。

「いやいや、あれほど大きな式を任されたのは、私も初めてのこと。とても良い経験をさせて頂きました」

「またまた、ご謙けん遜そんを。堂に入った仕切りぶりだったではございませんか」

「ははは、そう言っていただくと、悪い気はしませんな」

「ところで、イアールンヴィズには何用で？」

「ああ、風の噂うわさで、ここイアールンヴィズに帝国の姫ひめ君ぎみが滞たい在ざいしておられると小耳にはさみましてな。ご挨あい拶さつだけでも、と」

「ああ、リーファ様のことですか」

　ヨルゲンが得心のいったように頷うなずく。

　大公家の姫君に、帝国の高官が近くを寄ったついでに挨拶に伺うかがうのは、至し極ごく当然のことだからだ。

「しかし、一足違いでしたな。リーファ様は今朝方、帰国なされました」

「ええ、そのようですな。空から振ぶりしました。そこでとりあえず、今日は旅の無事を神に感謝しようとここに立ち寄った次し第だいですが、何か催もよおし事ですかな？」

「はい。《雷》が性しよう懲こりもなく攻めてまいりましてなぁ。父上をはじめ、皆が無事に帰ってこられるよう、戦勝祈願を行っていたところでございます」

「なるほど、では今日のところは引き上げるとしますかね」

「いえ、もう終わったところです。どうぞお使いください」

「ははは、神もこれほど多くの人の願いを聞き届けた後ではお疲つかれでしょう。日を改めるとします。では」

　ぶんぶんと手を振って、アレクシスは踵を返す。

　そしてしばらく歩いた後、周囲に人がいないことを確かく認にんして、独りごちる。

「くくくっ、まあ、どれだけ神に祈ったところで、あの少年がここに帰ってくることはないのだが、な」







　ドドドドドド……ッ！

　ステインソールを乗せた鹿か毛げの馬が、戦場を疾しつ駆くする。

　普通の人間には持ち上げるだけで困難そうな長大な鉄てつ槌ついを、だが、赤髪の青年は竹の棒か何かのように軽々と振り回す。

「う、うわぁっ！」

「ぎゃあっ！」

　立たち塞ふさがった《狼》兵たちは、その暴風域に巻き込まれるや、次々と吹ふき飛ばされていく。

　やがて、ステインソールの目が、一人の男の姿を捉とらえる。

　年の頃ころは三〇代後半ぐらいか、精せい悍かんな顔立ちをした男である。身体からだにもがっしりと筋肉がつき、屈くつ強きような戦士であることが一目でわかる。

　だが、そんな男も、虎の心を持つと言われたステインソールと目が合うや、「っ！」と引きつった顔で息を呑む。

「おるぁっ！」

「ごはっ！」

　ステインソールが咆ほう哮こうとともに馬上から鉄槌を振り下ろす。

　神速の一いち撃げきに男は反応さえすることができず、脳天を文字通り粉ふん砕さいされ、無む惨ざん極きわまりない躯からだを晒す羽目となった。

　次の瞬しゆん間かん、周囲の《雷》兵たちから大だい歓かん声せいが巻き起こる。

「うおおおおっ！　ステインソール様が敵大将を討うち取とったぞー！」

「俺おれたちの勝利だ！」

「虎心王ドールグスラシル様、ばんざーい！」

「「「虎心王ドールグスラシル様、ばんざーい！」」」

　ガシャンガシャンと槍を突つき上あげ、《雷》兵たちが勝利の雄お叫たけびを響ひびかせ始める。それは瞬またたく間まに伝でん播ぱしていき、やがて砦とりで全体を包つつみ込んだ。

　ここは《狼》と《雷》の国境付近に築かれた砦である。かつては《雷》が治めていたが、先の戦いで《狼》に奪うばわれたものだった。

　旧領を取り戻したことで、《雷》の兵士たちの喜びも一ひと入しおなのだろう。

「んー、ちと食い足りねえなぁ。まあ、前菜としてはこんなもんか」

「さすがですね、赤髪の伯父おじ上。こうもあっさりと砦を落としてしまうとは。手間取るようなら助すけ太だ刀ちを、と思っていたのですが、無用の心配だったようです」

　ステインソールのそばに馬を寄せてそう声をかけたのは、端たん整せいな顔立ちをした細身の男である。

　雷の一いつ般ぱん兵へいたちと同じ兵装だが、それにしては随分と馬の扱いが慣れすぎていた。

　彼の名はナルヴィ。《豹》が擁ようする将軍の一人である。野や卑ひた男たちの多い《豹》にあって、珍しく物もの腰ごしの柔やわらかさが薫かおる男で、そこを買われて今回、連れん絡らく係がかりとして《雷》に派は遣けんされていた。

「よう、ナルヴィ。いやいや十分すぎるほどに助けてもらったぜ？」

　ステインソールが鉄槌の柄えでトントンと肩かたを叩たたきつつ言う。

　その言葉に、嘘うそはない。《雷》が《狼》に悟られることなく電でん撃げき作戦を決行できたのは、武具や兵ひよう糧ろうの調達を《豹》が担ってくれたからに他ほかならない。

　また先の『エーリヴァーガル川の戦い』で、《雷》は多くの兵と領土を失うこととなり、国力の減退が激しかった。

《豹》からの様々な支し援えんは、まさに渡わたりに船だったのだ。

　もちろん、タダではなく、見返りは求められたが。

「なに、あれぐらいではとても手助けしたうちに入りません。《雷》と我ら《豹》は兄弟ではございませんか」

　バッと両りよう腕うでを広げ、友好的な笑みを浮かべつつ、ナルヴィは言う。

　ふんとステインソールが鼻を鳴らす。

「その兄弟分を体ていよく利用しようってんだから、あんたらも大したもんだな」

　すでに大筋の作戦は二氏族の間で取り決められていた。

　先鋒を務めるのは《雷》である。

《豹》は昨年、鉄の荷車を配した奇き策さくにより《狼》に敗れ、それを突とつ破ぱできるのは、《粉砕するものミヨルニル》のルーンを持つステインソールをおいて他にいないというのが建前ではある。

　が、言ってしまえば、危険な役回りを《雷》に押し付け、美味おいしいところは全て《豹》が掠かすめ取ろうという戦術だった。

「ん、んんっ、け、決してそんなつもりは！　以前も話した通り、我らではあの荷車の壁かべを越こえられないのです。もちろん、伯父上を始め《雷》には損な役目を引き受けてもらう分、こちらとしても出来うる限りの誠意で報いたいというのが、我が父フヴェズルングの意向です。足りないものがあればなんでも言ってくだされ」

　慌てたようにナルヴィが取り繕つくろうが、ステインソールは意に介かいさない。

　犬を追おい払うように、しっしっと手を振り払う。

「はっ、まあ、そのあたりは、シャールヴィやレスクヴァに任せてある。あいつらに聞いてくれ。俺はもう一度、あのスオウユウトと戦えりゃあそれでいい」

　ゴキリと指を鳴らしつつ、ステインソールは固く拳を握にぎる。

　そう、それ以外のことは、彼にとって些さ事じにすぎない。

　一応、今回の戦は奪われた領土の奪だつ還かんを大義名分として掲げているが、それさえ彼に言わせれば、そんな細けえことはどうでもいい、ことだった。

　この飽あくなき闘とう争そう本能がゆえに、彼は虎の心を持つ王と呼ばれるのだ。

「捨すて駒ごまにでもなんでもすりゃあいいさ」

　所詮、兄弟といっても、信しん頼らいではなく利害だけで結びついた薄うすっぺらい関係だ。

　自分は唯ゆい一いつ自分を下したあの男と再び雌し雄ゆうを決するために、《豹》を利用した。ならば《豹》も自らの目的のために好きに《雷いかずち》を利用すればいい。

　それで間ま抜ぬけにも骸むくろを晒すことになるのなら、自分はそこまでの男だったということだ。

　ステインソールは野や獣じゆうの相を露あらわにして獰どう猛もうに笑う。

「要は貴様らの出番を待たずに、俺が先にあいつを倒たおしてしまえばいいだけの話だからな」







ACT 5







「やれやれ、今回、俺は留守番のようです」

　男は書簡に目を通した後、ふぅっと小さく嘆息した。

　痩やせぎすの、なんとも陰いん気きそうな男である。それでいて、目つきは極きわめて鋭するどく、獲え物ものを求めてうろつく狼を彷ほう彿ふつとさせた。

　彼の名はスカーヴィズ。内外で『嘲笑する虐殺者ニーズヘツグ』という忌いみ名で恐おそれられる、《狼》の若頭補佐ほさである。

「ふふっ、ボクたち《角》としては、先代『最も強き銀狼マーナガルム』である貴方がこのミュルクヴィズに留とどまってくれるのは、心強いことこの上ないんだけど、ね」

　男の向かい、執しつ務む用ようの大きめの机の奥おくで、《角つの》の宗主パトリアークリネーアは笑みをこぼす。

　ミュルクヴィズの周辺では度たび々たび、《豹》の斥せつ候こうと思おぼしき騎き兵へいが確認されていた。先日も、防衛用に新たに築いた小さな出城のあたりで、数十騎程度と小規模ではあるが小こ競ぜり合あいがあったと報告も受けている。

　まだ《豹》がミュルクヴィズの再侵略を諦あきらめていないことは明白だった。

「今、ボクたちの使命は、このミュルクヴィズをしっかり守り、兄上に後こう顧この憂うれいなく戦って頂けるようにすることだ。この地を任されたのは、むしろそれだけ貴方が兄上から信頼されているということで……」

「……そんなに不ふ機き嫌げんそうでしたかね、自分？」

「あははっ、ほんのちょぉっと、ね」

　言って、リネーアは親指と人差し指の間に、麦一粒つぶほどの隙間を作る。

　そう、実に些さ細さいな差異だった。この冬の間、街の防衛を巡めぐって幾いく度どとなく顔を突き合わせていたからこそようやく分かる程度の。

　だが、この鉄面皮の男が、わずかでもそういう感情を表に出したということは、よほどのことである。

　なので気を回して先のようなことを口にしたのだが、もしかしたら余計なお節せつ介かいだったかもしれないとリネーアは今更ながらに後こう悔かいする。

「フッ、お気き遣づかいありがとうございます。さすがはその若さで宗主を務めるだけはある。よく人を見ている」

　小さく笑みをこぼし、スカーヴィズは感かん嘆たんの言葉を述べる。皮肉げな物言いの目立つ彼にしては、珍めずらしく素す直なおな賛辞であった。

　気分を害したわけではないようで、リネーアもほっとして続ける。

「貴方ほどのひとが心配するほどだ。やはり虎心王ドールグスラシルは強敵なのだな」

　リネーアがステインソールに会ったのは、《角》の族都フォールクヴァングで行われた祝勝会の時のみだ。

　その時の暴ぼう威いと言うしかない圧あつ倒とう的てきな存在感は、思い出すだけで震ふるえがくる。だが、一方で戦場で相対したわけではない。

　そこへ行くと、このスカーヴィズは実際に虎心王ドールグスラシルと槍を交えたと聞く。ぜひ、彼かれの意見を聞いてみたかった。

　スカーヴィズにはああ言ったものの、リネーア自身も、遠くの地で今まさに戦に赴こうとする愛いとしい人を憂いていたのである。

「正直、俺やジークルーネではとても太た刀ち打うち出来る相手ではありません。あれは人ではなく、化け物の類たぐいです」

　スカーヴィズはきっぱりと言い切る。

　空気を読んで安心させる言葉を吐けるほど、彼は器用な男ではなかった。いついかなる時も、ただ事実のみを口にする。

　リネーアも短いながら、この冬の間、濃のう密みつな付き合いをしている。彼のそういう性質をよく理解していた。

　だからこそ次のセリフには目を丸くする。

「が、我らが御おや館かた様は、化け物どころか、軍神の生まれ変わりです」

「ぷっ。あははははっ！　まさか貴方の口からそういう言葉が出るとはね。ちょっと意外だった」

　そう、彼は常に事実のみを口にする。つまり、彼は勇斗が神の化け身しんであると信じて疑っていないということだ。

　先代『最も強き銀狼マーナガルム』にそこまで言わしめるのだから、やはり自分が兄と慕したう少年はとんでもないんだな、と改めてリネーアは思う。

　兄は今回も勝利をたずさえ凱がい旋せんしてくださる、そうリネーアが思いかけた矢先であった。

　ぷちん、と何かが切れる小さな音が、やけに耳に響いた。

「……むぅっ!?」

　スカーヴィズがその表情を険しく曇くもらせ、唸うなる。

「？　どうかしたのか？」

「……いえ、どうも柄巻きの皮糸が切れたようで」

　珍しく痛恨を露わにして、スカーヴィズが言う。

　その視線の先を追ってみると、彼の腰に差してある日本刀の柄に巻いてある皮が切れ、だらんとみっともなくぶら下がっている。

　戦士にとって、武器は命を預けるものである。特に握る部分ともなれば、普ふ段だんとの感触の違いに使い勝手も変わろう。

　他氏族とは言え宗主の御ご前ぜんでこれは、歴戦の古ふる強つわ者ものであるスカーヴィズらしくない失態である。

　らしくないからこそ、リネーアは猛もう烈れつな不安に襲われる。

　スカーヴィズの日本刀は、勇斗が打ったものだと聞いている。それが破損したということは……

　なんとも嫌な予感が止まらないリネーアだった。







　空にはレモンのような楕だ円えんを描えがいた月が輝かがやき、やんわりと辺りを照らしていた。

　ホーホーと遠くフクロウの鳴く声に混じって、パチパチッと薪まきが爆はぜる音が響く。その焚たき火びを囲むように、《狼》の主だった将が集結していた。

「ううっ、春になったとはいえ、さすがに夜ともなれば冷えるなぁ」

　勇斗は羽織った毛布の中でぶるっと身体を震わせる。

　すかさず、隣となりに座すわるジークルーネが外がい套とうを脱ぬいで勇斗に差し出してくる。

「父上。お寒いのでしたら、こちらをどうぞ」

「それ、『最も強き銀狼マーナガルム』に代々継けい承しようされるやつだろ。俺には着る資格はないって」

「父上になら、歴代の『最も強き銀狼マーナガルム』もお認めになると思うのですが……」

「いやいや、そこまで身みの程ほど知しらずにはなれないって」

　ぶんぶんと手を振ふって、勇斗は断る。

　あの外套は、まさしく『強さ』の象しよう徴ちようであり、《狼》に生まれた男子のほぼ全すべてが袖そでを通すことを夢見るという品だ。

　こと生身の戦せん闘とう力りよくだけで言えば、勇斗はそこらの雑ぞう兵ひよう以下という情けない自信がある。そんな自分が纏まとっていい代しろ物ものとは思えなかった。

「では、一っ走りして、どこからか毛布を……むっ！」

　唐とう突とつにジークルーネが表情を険しくして腰を上げ、親指で腰の刀の鯉こい口ぐちを切る。

　だが、すぐにパッと鞘さやから手を離はなし、再び座り込んだ。

　なんだ？　と勇斗が訝いぶかしみかけた瞬間だった。

「お父様」

「うぉっと。びびったぁ」

　闇やみの中、フッと背後に現れた二つの影に、勇斗はのけぞり驚おどろく。

　クリスティーナとアルベルティーナである。

　円えん陣じんを組んだ諸将も、愕がく然ぜんとした表情を浮うかべている者が少なくなかった。余人に話を聞かれぬようわざわざ見晴らしのいい野原に火を焚いていたというのに、その接近に気づかなかったのだから、驚くのも無理はなかった。

「申し上げます。ガシナ砦が《雷》軍の手により陥かん落らくいたしました」

　片かた膝ひざをついてかしこまりつつ、クリスティーナが言う。

「なんとっ!?」

「もうガシナが落ちたじゃと!?」

　諸将の間にどよめきが走る。

　勇斗も苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔になった。

「ちぃっ、間に合わなかったか」

　ガシナ砦は《狼》の最西端にある砦で、対《雷》の最前線とも言うべき要よう衝しようであった。

　そのため、戦の経験も豊かな序列六位の将アンスガルに一〇〇〇の兵を与あたえて守らせていたのだが、こうもあっさり落とされるとは少々想定外であった。

「で、アンスガルはどうなった？　兵士たちは？」

「アンスガルお兄様はステインソールを相手に討ち死じに。兵士たちも生き残った者は皆みな殺ごろしに……」

「～～っ！　戦闘狂ベルセルクルが。こんなとこまで項こう羽うにそっくりかよ」

　勇斗は顔を険しくして、嫌けん悪おとともに吐き捨てる。

　二一世紀には、たとえ敵国の捕ほ虜りよであろうとむやみに虐ぎやく待たい・虐ぎやく殺さつしてはならないというルールが存在するが、ここユグドラシルにはそんな人道的なものは当然ない。

　特に食しよく糧りよう事情が極めて切せつ迫ぱくしている時代でもある。捕虜がいればそれだけ貴重な食糧を消しよう耗もうするし、反乱でも起こされたりすればまた面めん倒どうだ。とっとと殺して口減らしをすると同時に、後顧の憂いを絶つというのはそう珍しいことではない。

「で、肝かん心じんの《雷》軍はどうしてる？」

　激情を押おし殺ころし、勇斗は低く底冷えする声で続きを促うながす。

　将たる者には、いついかなる時も冷静にことに対処することが求められる。一時の感情に流されるなど、もってのほかだ。

　昨年の《豹》との戦いくさで、そのことは痛いほど身に沁しみている。

「はい。二つの山に挟はさまれた隘あい路ろの先に陣じんを張って、こちらを待ち構えております」

　すでに用意していたらしく、クリスティーナがその場に地図を広げ、一点を指さす。

　勇斗はその地図を穴が開くほどにまじまじと見つめて、重々しく嘆息する。

「こうなることを恐おそれてはいたが、いざそうなってみると、つくづく厄やつ介かいなところに陣じん取どられたというしかないな」

「御ぎよ意い」

　クリスティーナも難しい顔で頷く。

《雷》軍の左右に山が立ちはだかっている以上、真正面からぶつかるしかない。伏ふく兵へいを配して、というのも難しそうだ。

　つまり――

「小細工なし、真正面からがっぷり四つの戦いをご所しよ望もうか」

　それなら自分は絶対に負けない、という確固たる自負が布ふ陣じんから伝わってくるようである。

　そして、それは決して過信ではない。

　正面からの戦いには滅めつ法ぽう強い《狼》の基本陣じん形けい『重装歩兵密集陣フアランクス』、それをたった一人の蛮ばん勇ゆうによって打ち破られた先の戦での異様な光景は、勇斗の脳のう裏りに鮮せん明めいに焼き付いていた。

《狼》軍の総数はざっと一二〇〇〇。昨今の《狼》の隆りゆう盛せい、そして流民保護政策により動員力が上がっており、勇斗が《狼》の宗主となって以来初めて相手国を上回る兵数を確保できたが、一・五倍程度の兵力差など相手があのステインソールではあってないようなものである。

「虎こ穴けつに入いらずんば虎こ児じを得ず、とは言うが、さすがにこれは火中の栗くりを拾うようなもんだな」

　向かうところ敵なしの勇斗といえど、このまま無策でのこのこと軍を進める気にはなれなかった。

　というよりも、勝てる状じよう況きようをまず作ってから戦うがゆえに、勇斗はこれまで負けなしだったのだ。勝てない戦は、そもそもしないのである。

　寡か兵へいで大軍を打ち破るのが名将にあらず、真の名将とは、まったく面おも白しろ味みの欠片かけらもなく、勝つべくして勝つ者のことを言うのだ。

「ん～……」

　勇斗はジッと地図を凝ぎよう視しし、トントントントンとしばし自らの膝ひざを人差し指でリズミカルに叩き続ける。
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　勇斗が脳裏にまず思い描いたのは、中国最高の智ち将しようと名高い韓かん信しんである。どうにもステインソールには、項羽を彷彿とさせるところがある。その項羽にも勝利した名将の軌き跡せきを辿たどれば、何かヒントがあるような気がしたのだ。

　諸将たちは勇斗の思考の邪じや魔まをしないよう、黙だまってそれを見守る。その目には一つの例外もなく、若い宗主に対する絶対の信頼が灯ともっている。この少年が指揮する限り、自分たちが敗れることなどありえないと信じきっている目であった。

　その期待に応こたえるように、やがて勇斗はパンッと平手で膝を打つ。何か名案を思いついたようだった。

「……よし、まさしく状況そのままだし、調虎離山でいくか。ルーネ！」







　三日後、山間の隘路の入り口付近に到とう着ちやくした《狼》軍は、早さつ速そく、車砦の構築を始めた。

《粉砕するものミヨルニル》のルーンを持つステインソールにどこまで通用するかは未知数ではあったものの、それでもないよりははるかにマシなはずである。

　イアールンヴィズ出発の時点ですでにステインソール対策も講じてある。

　準備万ばん端たん、さあ来い、と勇斗は《雷》が仕し掛かけてくるのを待ち構えたものだが、一日が経たち、二日が経っても、一向に《雷》軍は動く気配を見せなかった。

　間違いなく《雷》軍も《狼》の着陣に勘付いているはずなのだが、隘路の奥に亀かめのように閉じこもったままなのである。

「ちっ、当てが外れたな」

　口元に手を当てつつ、勇斗が舌打ちする。

　単たん細さい胞ぼうで戦闘狂のステインソールのことだから、《狼》軍の姿を見ればすぐさま撃うって出てくるものとばっかり思っていたのだ。

「やはり、何らかの罠わなを張っているのでしょうか？」

　フェリシアが難しい顔で唸りつつ、問うてくる。

「んー、それもあんまりあの馬ば鹿からしくないんだがなぁ」

　勇斗はポリポリと頭を掻かく。

　フォールクヴァングで直に会った時、そして前回の戦の時の印象では、かなり猪ちよ突とつ猛もう進しんな男というものだった。

　とは言え、勇斗の生まれ故郷には「男子三日会わざれば刮かつ目もくして見よ」という言葉もある。勇斗もこの三年弱の間に大きく変わったという自覚があった。

　昨年の大敗をきっかけに、ステインソールに何かしら変化があった可能性は否定しきれない。

「俺が最前線に出て挑ちよう発はつすりゃ、さすがに出てくるかな？」

「お願いですからおやめくださいお兄様！」

　なんとはなしの適当な思いつきを口にしただけだったのだが、副官のフェリシアが悲鳴じみた声を上げる。

「ステインソールはとんでもない剛弓の使い手としても有名です。き、危険すぎます！」

「弓まで化け物レベルかよ。つくづくなんでもありだな、あいつ」

　む～っと顔をしかめて、吐き捨てる。

　地味に自分の身体的な弱さにはコンプレックスがある勇斗は、ますますステインソールが嫌きらいになった。坊ぼう主ず憎にくけりゃ袈け裟さまで憎にくい、というやつである。

「とは言え、なんとかあの穴ぐらから引っぱり出さないとなぁ」

　しかし、さしもの勇斗もそうポンポンと名案が浮かぶものでもなく、その日の軍議は結論の出ぬままお開きになった。

　その後、寝ね床どこに就いた後も、勇斗は思案にくれたものだったが、翌朝、事態は急変する。

　唐突に、《雷》が動き出したのだ。

「堪こらえきれなかったか？　それとも何かの準備が済んだのか？　まあ、いい。弩いしゆみ隊たい、迎げい撃げき準備ーっ！」

　愛用のチャリオットに急ぎ乗り込むや、勇斗は声を張り上げる。遠くドドドッと地じ響ひびきめいた足音とともに、鬨ときの声こえが轟とどろいてきていた。

　そこに本ほん陣じんの人だかりをすいすいと抜ぬけて、アルベルティーナが駆かけ寄よってくる。

「お父さーん。これ、クリスからー」

「おっ、でかした」

　差し出された愛用のスマートフォンを受け取り、早速フォトギャラリーを立ち上げる。

　一番最新のサムネイルをタップし拡大するや、勇斗は会心の笑えみを浮かべた。

「おお、よく撮とれてるな。さすがクリス。もう完全に使い方をマスターしてるな」

　それは山から眼下を写した写真であった。しっかりと、《狼》軍へと突き進む《雷》軍の全容が写し出されている。やや輪りん郭かくがボヤケているのは、ズーム機能を使った名残なごりだろう。

　敵を知り己おのれを知らば百戦危あやうからず。敵軍の正確な情報は、戦場にあってはいかなる金銀財宝にも勝まさる価値があった。

「アルもよく頑がん張ばったな。疲れたろ。水分をとって休むといい」

「あっ、えへへ～」

　勇斗がわしわしとアルベルティーナの頭を撫なでてあげると、彼かの女じよはふにゃっとなんともだらしなく相好を崩くずす。

　こんな手が使えるのも、ひとえにアルベルティーナという韋い駄だ天てんのごとき健けん脚きやくの持ち主がいたゆえである。

　道らしい道もなく木々が生おい茂しげる野山をここまで短時間で駆け下り勇斗の下に辿りつけるのは、《風を巻き起こすものフレースヴエルグ》のエインヘリアルであり、自然児である彼女ぐらいのものだった。

「まるで矢のような陣形ですね」

　ひょいっと副官のフェリシアがスマホの画面を覗のぞきこみつつ言う。

「ああ、鋒ほう矢しの陣、だな」

　鬼島津の二つ名を持つ猛将島津義弘が、関ヶ原の合戦において、東軍の勝利が決定した後、戦場を離脱するときに用いた陣形だ。

　後ろに退くのではなく、真正面の徳川軍に突撃を仕掛け、徳川家康の本陣の前を堂々と突き抜けて見事逃げおおせたその戦いぶりは、『島津の退き口』と賞賛されたという。

　この故事からもわかるように、言うなれば、ひたすら攻こう撃げき特化の突撃陣形だった。

「あの馬鹿らしいといえばらしいな」

　フンと小さく鼻を鳴らして、勇斗はスマートフォンのカメラを立ち上げて、今まさにこちらに突っ込んでくる《雷》軍へと向け、ズームする。

　そこには《雷》の先頭を駆ける赤髪の姿があった。

　鋒矢の陣では、大将は矢の先端ではなく、付け根のあたりに陣取るのが本来なのだが、これまたステインソールらしいといえば、これほどらしいこともなかった。

　そこまではほぼ全て勇斗の想定の範はん囲い内ないだったのだが、

「って馬っ!?」

　愕然とした声とともに勇斗は目を剥むく。

　思わず目をこすり再び確認するが、間違いない。燃えるような赤髪をたなびかせて、ステインソールが馬に乗っている。

　少なくとも、去年の彼はチャリオットに乗っていた。《狼おおかみ》の騎兵を見て、ならば自分もと真ま似ねたというところか。

「しかも……なんだありゃあ？」

　ステインソールはその手にＴ字型の巨きよ大だいな謎なぞの物体を掲かかげていた。ズームのせいで画像も粗く、何なのかいまいち判然としないが、勇斗には一見プロペラのように見えた。

「どこぞの猫型ロボットのようにあれ回して空でも飛ぶつもりか」

　物理的にありえるはずもないのだが、常識を逸いつ脱だつしたあの男なら、案外やってやれなくもないような気がしてくるから不思議である。

　だが、今はそんな益体もないことを考えている場合でもない。

　気を引き締しめ直し、勇斗は叫さけぶ。

「目標は先頭の赤髪！　撃てーっ！」

　ヒュンヒュンヒュンヒュン！

　勇斗の号令の下、《狼》陣営より一斉にステインソールへと矢が射放たれる。

　別段、勇斗としてもこれであの怪かい物ぶつステインソールを討ち取れるなどとは微み塵じんも考えていなかった。

　なにせ先の戦においても、鉄槌で襲い来る無数の矢を全て払い落とし、無傷を保った男である。かすりもすれば上等といったところだ。

　それよりも狙いは、馬である。

　いかな虎心王ドールグスラシルといえど、これほどの数の矢を射掛けられては、自分の身を守る事だけで精せい一いつ杯ぱいで、馬を守ることまでは手が回るはずもない。

　馬から引きずり降ろせば、機動力は激減する。《雷》軍はいわばステインソールのワンマンチームだ。あの男の戦力が落ちれば、それだけ《雷》軍の戦力低下に直結する。

　そんな勇斗の目もく論ろ見みは、しかしステインソールの次の行動であっけなく潰ついえる。

　ステインソールが、プロペラのようなものを、前へと振り下ろしたのだ。

　瞬間、プロペラは鈍にび色いろの壁へとその姿を変え、ステインソールとその乗騎の姿を覆い隠かくした。

　そして一拍遅おくれて降り注ぐ矢の雨を、いとも簡単に弾はじき返してしまう。

「んなぁっ!?」

　ありえない事態に、勇斗の顎あごがガクンと下がる。

　どうやらあのプロペラのようなものは、何かしらの板に棒をくっつけた、いわゆる傘かさのようなものらしい。

　だが、《狼》軍の矢じりは、言うまでなく鉄製である。しかもそれを貫通力の高い弩で放っている。それが真正面から弾かれるなどいったいどんな素材を……

「まさか……あれ鉄製か!?」

　これまたありえないことだった。

　ユグドラシルにおいて、製鉄技術を持っているのは、《狼》と《豹ひよう》、この二氏族だけのはずである。

　それ以外の氏族は、空から降る隕石の中から極稀に手に入れることができるのみだ。

　あんな馬鹿げた鉄板――それも弩の矢を弾くぐらいだから相応の厚みもあるだろう――に用いるほどの量の鉄を保有しているとは考えにくい。

　――考えにくいのだが、今目の前の現実を否定しても意味がない。

「つーか、どんだけチートな腕力してやがんだ、あの馬鹿」

《狼》軍は二射、三射と続けて射掛けているものの、やはりあっさりと巨きよ大だい傘かさによって弾かれてしまっていた。

　現実を否定しても意味がないとわかっているのだが、受け入れるより我わが目のほうを疑いたくなる。

　仮にあの巨大な傘が鉄製だとするならば、普ふ通つうに数十キロはあるはずだ。

　しかも先端部に重心が思いっきり偏っているのだ。体感的には軽く一〇〇キロを超える重量があるだろう。

　そんなものを片手で軽々と支えているのである。

　やはりあの男は、人の皮を被かぶった人外の怪物というしか他になかった。







「はっはーっ！　やっぱり雨の日にゃ傘に限るなぁ、おいっ！」

　上じよう機き嫌げんに笑い飛ばして、ステインソールは手首を返してズンっと鉄傘を肩に担ぐ。

　この動き一つとっても、振り回されるのではなく、自在に振り回しているのがよくわかる。

　大の男三人がかりでようやく持ち運べるような代物も、この男にかかれば、その物体は重さを忘れてしまうかのようだった。

「さて、あれが噂うわさの荷車の壁ってやつか」

　ステインソールが興味津々とばかりに目を輝かせる。

　傘をどかすことで開けた視界の先には、山間の隘路の出口を塞ぐように、荷車がズラリと横一列に並んでいる。

　戦せん闘とうの申し子ステインソールは瞬く間にその有効性を見抜く。

　なるほど、見た目こそなんともちゃちく見えるのだが、あれはまさしく城じよう塞さいそのものである。

　こんなものが突とつ如じよ目の前に出現したというのだから、《豹》の兵士たちもさぞ攻めあぐねたに違ちがいない。

　が、ステインソールはむしろにたぁっと口元を吊つり上げ、野獣の貌かおを剥き出しにする。

「《豹》の騎き馬ば軍団さえ弾き返したというが、こんなもので俺を止められるなどと思ってはいまい、スオウユウトっ！」

　叫ぶや、ステインソールの右みぎ腕うでの筋肉がメキッと膨れ上がり、幾重にも青筋が浮かんでいく。

　そのまま右手を大きく振りかぶり、持っていた巨大な鉄傘を投とう擲てきする。

「うわぁっ！」

「な、なんだぁ!?」

「ひぃぃぃっ！」

　グルグルと回転しながら物もの凄すごい勢いで迫ってくる巨大な鉄の砲弾に、《狼》兵たちが慌あわてて持ち場を離れて逃げ出す。

　大の大人がすっぽり二人は入ろうかという大きさである。そんなものが降ってくれば、いかな勇敢な《狼》兵といえど、恐慌状態に陥おちいるのも無理はなかった。

　ドォォォン！　という耳をつんざくような轟音とともに、鉄傘が荷台の一台を問答無用で弾き飛ばす。

　鉄板は見るも無む惨ざんにぐしゃぐしゃひしゃげて所々に割れ目が走り、それをささえる木製の荷台のほうは衝しよう撃げきに木っ端微み塵じんに砕け、原形を止とどめていなかった。

「ま、ざっとこんなもんか」

　すかさずステインソールは荷台がなくなり開けたスペースへと馬を滑りこませる。

　あまりのことに呆気にとられていた《狼》兵も、その事実にすぐに我に返ったようだった。

　荷車の後方からわらわらと長なが槍やりを持った兵士たちが現れ、ステインソールの前に立ちはだかるが、

「ふんっ！」

　ステインソールは背中に抱えた鉄てつ槌ついを引き抜くや一いつ閃せんし、馬の勢いも乗せて三人まとめて薙なぎ払う。

　次いでさっと左手に持ち替え、そちら側の兵士たちも打ち払う。

　以前までの鉄槌は、先の『エーリヴァーガル川の戦い』の折、濁流に飲み込まれ失ってしまったので、これは《豹》に新たに作らせたものである。

　馬上での戦闘に合わせて、以前のものより、人の頭分ほど長めにしつらえてある。

　その分、重く小回りがきかなくなっているはずなのだが、あの巨大鉄傘すら楽々と振り回すでたらめな腕力の持ち主にとっては大した問題ではない。

　以前同様、否、以前以上の暴威をもって《狼》軍を震え上がらせた。

「次はどいつだぁっ！」

「うっ、ううう……」

「あああっ……」

　鉄槌を突つきつけ放ったステインソールの烈火のごとき咆ほう哮こうに、前線に立つ《狼》兵たちが青ざめた顔でたじろぐ。

　人間離れした、怪物じみた力を間近で見せつけられ、完全に戦意を喪失していた。

「「「「「うおおおおおおおおおおおお!!」」」」」

　そこにステインソールにわずかに遅れて、《雷》軍が突っ込んでくる。

　すぐ目の前で、ステインソールの鬼神の如き強さを見せつけられ、熱に浮かされた狂きよう戦せん士しの軍団が。

　もはや勝負になるはずもなかった。







『荷車城塞』並びに第一陣、突とつ破ぱされる。

　その報はすぐさま勇斗の下へと届けられた。

「一応、三〇〇〇年先の戦術だってのに、とことんチートな野郎だな、あいつも」

　伝令を受け取るや、勇斗は憎々しげにそう吐き捨てたものである。

　前回の戦いでも、重装歩兵密集陣を始めとした時代を超ちよう越えつした画期的戦術を、ステインソールという規格外の存在ひとりにぶち壊こわされている。

　コツコツと丹念に前準備をして「勝利の方程式」を組み上げる勇斗としては、まったくもってたまったものではなかった。

　人類の英知にたった一人で喧けん嘩かを売っているともいうべき所業である。

　とは言え、勇斗としても薄々とこうなるのではないか、と予想していたことではある。さほどショックは受けていない。

　それは《狼》軍も同様だった。

　すでに一度、『荷車城塞』は奇き策さくの類とは言え《豹》に突破されている。絶対でないことを《狼》兵は身をもって知っている。

　また、「《雷いかずち》は『荷車城塞』を越こえてくる可能性が高いが、心配ない。策はある」と前もって兵たちには通達を浸透させてもいた。

　その甲か斐いあって、《狼》兵はさしたる混乱もきたすことなく、今のところ勇斗の指示通りに動いてくれている。

　第二陣の兵士たちも、果敢に《雷》軍に応戦してくれているようだった。

　もっとも、相手はあの虎心王ドールグスラシルステインソールと、勇猛果敢な《雷》兵である。

　しかも攻撃力特化の鋒矢の陣。

　完全に押され気味であった。

　しかし、押されている理由はそれだけではない。

《狼》軍が他軍に勝る圧倒的優位、それが奪うばわれていた。

「鉄の武器……だとぉ？」

　そう、《雷》兵の装備が、刷新されていた。

　にわかには信じ難がたい話ではある。だが、先さき程ほど、ステインソールがこちらの鉄の矢を防いだ傘のこともある。

「まさか……《豹》からか!?」

　眉み間けんにしわを寄せ、勇斗が唸る。

　そうとしか、考えられない。ステインソールが馬に乗っていたことも、納なつ得とくがいく。

　もしこの推測が正しいとすれば、《雷》と《豹》は手を組んだことになる。《狼》にとってこれほどの脅きよう威いはなかった。

「クリスティーナからそういう報告は受けていないが……」

　彼女はありとあらゆる場所に忍しのび込む名手ではあるが、その身体からだはひとつしかない。

　実父ボドヴィッドから受け継ついだ腹心の部下たちも、彼女ほど優ゆう秀しゆうなわけではない。

　自然、手に入れられる情報には限りがあった。

「第二陣、突破されましたっ！」

「ちぃっ！　ゆっくり考えてる暇ひまがねえ」

　思考に耽ふけりかけた勇斗だったが、伝令兵の報告にはっと我に返る。

　今はともかく、目の前のことに集中しなければならない。

　相手はステインソール。

　一いつ瞬しゆんの油断が命取りになりかねない相手だった。

「よし、フェリシア！　例の作戦だ。頼たのむぞ！」

「はい、お兄様！　アルちゃんも護衛頼みましたよ？」

「はーい！」

　アルベルティーナの元気な返事に、フェリシアは頷うなずいて、秘策をその手に馬を疾はしらせた。







「うおおおおおおおおおっ！」

　馬が駆ける勢いを乗せて、襲いかかってきた命知らずな兵士の土手っ腹へと鉄槌をめり込ませる。

　吹き飛んだ兵士が、後ろの四～五人の兵士たちを巻き込んで転がっていく。

　続けて逆方向から仕掛けてきた兵士の槍やりを掴つかみ、持ち上げる。

「ひぇっ!?」

　戦場で武器を手放すことは死に直結する。

　ゆえにその兵士は固く槍の柄えを握にぎり締めていたのだが、それが不幸の始まりだった。

　大人三人分はあろうかという高さに突如引っ張りあげられ、肝を冷やしたかと思えば、

「ふんっ！」

　近くの《狼》兵の一団に思いっきり叩たたきつけられる。味方を圧死させた感かん触しよくを最後に、その兵士も絶命する。

「雑魚ばかりでいい加減飽きたわ！　あの痩せ狼はどうした？　銀髪の雌めす狼おおかみでもいいぞ！」

　全身を返り血に染め上げ、虎心王ドールグスラシルは高らかに吼ほえる。

　この半年の間、じっとこの再戦の時を待ち望んできたのだ。

　力を溜め、雌伏の時を過ごしてきたのだ。

　だというのにこれでは、物足りないにもほどがあった。

「むっ」

　不意に、視界の片隅に金色の髪がたなびくのを捉とらえる。

　振り向くと、戦場には似つかわしくない美しい少女と視線が合う。その顔にはうっすらと見覚えがあった。

　そうだ、先の『エーリヴァーガル川の戦い』において、自分を包囲した七人のエインヘリアルの一人だ。

　ただ覚えているのはそれだけで、他には特に印象に残っていない。つまり、その程度の相手だったのだろう。

　とは言え、曲がりなりにもエインヘリアルであったことは間ま違ちがいない。少なくとも雑魚相手よりははるかに楽しめそうだった。

「ふはは。いざ尋じん常じように……」

　馬を返し、金きん髪ぱつの少女のほうへ駆けようとした矢先のことだった。

　キラッと少女の手元で何かが煌きらめく。

　なんだ？　と訝しんだその瞬しゆん間かんだった。

「ぐっ!?」

　強烈な光がステインソールの視界に飛び込んできて、視界が真っ白に染まる。

　何が起きたのかはすぐにわかった。

　女の手元にあったもの、あれは鏡だ。

　鏡で太陽の光を反射して、上う手まく角度を調節してステインソールの目に叩き込んだのだ。

　すかさず首をずらし目を見開くも、そこにもまた光が飛んでくる。

「ステインソール、覚かく悟ごっ！」

「死ねえっ！」

　そこに《狼》兵が大挙して襲い掛かってきた。

　そんな中も、金髪の女は鏡を操作して絶ぜつ妙みようの間でステインソールの顔へと光を飛ばしてくる。

「ちぃっ、小賢しくも器用な真似をする！　うおっと！」

　慌てて顔をそむけるとともに、馬の手綱を思いっきり引っ張る。

　その、圧あつ倒とう的てきな腕力で。

　馬の前まえ脚あしが跳ね上がり、後ろ脚立ちとなる。

　次の瞬間、つい先程までステインソールのいた空間を、《狼》兵の槍が突き抜けていく。

「ふぅ、あぶねえあぶねえ」

　今のはさすがに少々肝が冷えた。

　攻撃を受けている真っ最中に視界が奪われるなど、脅威以外の何物でもない。

　そこに再び、閃光と敵の追撃が飛んでくる。

　しかし、今度はステインソールは顔を背けるようなことはせず、平然と襲いかかってきた《狼》兵の頭蓋に鉄槌を叩き込む。

　光と同じ方向から飛んできた、いわば死角からの攻撃も、軽々と掴んで力任せに振り回す。

「はあああああっ!!」

　続けて、鉄槌を反転させ、石突きで突く。

　突く。

　突きまくる。

　一いち撃げきたりとて外さない。

　その攻撃はどこまでも正確無比極きわまりなかった。

　瞬またたく間まに、彼かれの周囲では《狼》兵のむくろの山が築かれていく。

「うそ……でしょ……どうやって……っ!?」

　暗闇の中、鋭えい敏びんになった聴覚が女のかすれた声を捉える。

　目の前で起きたことが信じられないようだった。

　当然だろう。ステインソールは、目を閉じていたのだから。

　トントンッと鉄槌の柄で肩かたを叩きつつ、ステインソールは凄絶に笑う。

「はっ、雑魚相手には見えないぐらいでちょうどいいな」

　下手に目をあけているから、唐とう突とつな光にたじろがされる。

　ならば最初から視界を断ってしまえばいい。

　背筋を走るむず痒がゆさは、攻撃の間を教えてくれる。

　風切り音は、自らに迫せまる攻撃とその距きよ離りを教えてくれる。

　臭いは、敵と味方を判別させ、かつ、位置を教えてくれる。

　これだけ情報が揃そろっていれば、視覚などなくてもどうにでもなる。

　――本来、それでどうにかなるはずもないのだが、ステインソールにはなるのである。

「さあ、お遊びはこの辺にしようや」

　キッと目を見開き、金髪の少女へと鉄槌を突きつけるステインソール。

「くっ！」

　金髪の女は悔しげに唇くちびるを噛み締めた後、馬を返し駆け出した。

　どうやら作戦の失敗を悟さとり、逃にげ出したようである。

　逃がすものか、とステインソールは馬腹を蹴りかけて、止める。

　女の逃げる姿が、妙みように先の戦で見た痩せ狼の姿と被ったのだ。

　嫌いやな予感がした。







「申し訳ございません。お兄様。ステインソールを討ち取れませんでした。せめて手傷の一つも負わしてやりたかったのですが……」

「いや、ご苦労だったな、フェリシア。しっかし、レーザー攻撃も通用しなかったか」

　帰き還かんしたフェリシアを労ねぎらいつつ、勇斗はやれやれと肩をすくめる。

　二一世紀のスポーツの世界では、相手選手の目を光で狙う行こう為いは、卑劣な反則として禁止されている。

　だが、ここは生死のかかった戦場であって、正々堂々が求められるスポーツの場ではない。

　特に《雷》軍の強さは、ステインソール個人に大きく依よっており、彼の戦せん闘とう力りよくを落とせば、それはそのまま《雷》軍の戦力低下につながる。

　フェリシアの言うとおり、討ち取れまではしなくとも、せめてなにかしらの怪け我がぐらいは負わせたいところだったのだが……

「やっぱあの馬鹿は手に負えないな」

　お手上げとばかりに、勇斗は両手を天に向けて肩をすくめる。

　エインヘリアル七人で囲んでも駄だ目め。

　洪こう水ずいで押おし流してもピンピンして戻もどってくる。

　まともにやりあっては被ひ害がいが増えるだけだと卑ひ怯きような手に訴えても、あっさり跳ね返された。

　どうやったら討ち取れるのか、勇斗にも正直、考えつかなかった。

「まあ戦って勝てないなら、戦わずに勝つまで、だ」

　ニヤリと悪どく、勇斗は口くちの端はを吊り上げる。

　そう、元々、レーザー攻撃ごときで倒せるとは思っていない。

　あくまであれは、あわよくば、という小手調べだ。

　そして、誘いでもある。

　あの手の攻撃は、受け手をイラッとさせるものだ。

　追ってこなかったのは少々意外ではあったが、問題ない。

　すでに彼らは《狼》のアギトの内にある。

　あとはそう、噛み砕くのみだ。

　勇斗は外がい套とうを翻すや荷台の縁ふちに足をかけ、腕を振ふって高らかに叫ぶ。

「全軍に通達。機は熟した。衡軛の陣、展開！」







　ステインソールが宗主になって以来、《雷》軍は、試行錯誤を重ね、今は「矢」を模した陣じん形けいが定番となっている。

　これが猛将ステインソールを最も活いかせる形だからだ。

　そして矢の柄の部分、最後尾を定位置とし、軍の先頭を疾るステインソールに代わり後方から全軍の指揮を執るのが、若頭補佐ほさシャールヴィである。

　彼が後方で兵をよくまとめてくれているからこそ、ステインソールは細かいことを気にすることなく、暴れることに専念できるのだ。

　シャールヴィは、ステインソールを「動」とするならば、「静」とも言うべき男である。冷静沈着、派手さはないが、堅実な用兵には定評があり、『星鉄のイアールン籠手グローヴイ』とも称される。

「ちぃっ！　いったいどうなっているっ!?」

　そんなシャールヴィが、動どう揺ようを露あらわに吐き捨てていた。

　おかしい。

　今の今まで《雷》軍は、《狼》軍を完全に圧あつ倒とうしていたはずだった。

　立ちはだかる《狼》軍を一陣、二陣と立て続けにぶち抜き、《雷》軍は完全に戦の流れを掴み、勢いに乗っていた。

　三陣目を切り裂くにいたり勝利を確信、もはや《狼》軍が総崩れになるのは時間の問題かに思えた。

　だというのに、だ。

　気がつけば、有利不利が完全に逆転していた。

　突如、右左後の三方より鬨の声が立ち上ったかと思うと、ドドドッと《狼》軍の兵士たちが大挙して押し寄せてきたのだ。

　ありえないことだった。

《雷》軍の猛攻により完全に分断され、本来であれば烏う合ごうの衆と化すはずの兵士たちが、全く怯むことなく反転し自分たちに再び牙を剥いてくるなど、初めての経験であった。

「親おや父じの言うとおりだったか」

　ふ～っとシャールヴィは額に滲にじんだ汗あせを拭ぬぐう。

　しばし前、ステインソールよりシャールヴィに伝令があったのだ。

　敵がもろすぎる。何か仕し掛かけてくるだろうから兵たちの気を緩ませるな、と。

　正直、単なる杞き憂ゆうだと思った。

　敵は《豹》の万を超える騎馬軍団を易々と弾はじき返した鉄壁の城塞を築き、光を反射させるなどという奇策まで使ってステインソールを必死に止めようとしていたではないか。

　それが力及およばず、止められなかっただけだろう、と。

　しかし、ステインソールの勘かんのほうが正しかったわけだ。

「あと少し指示が遅れていれば、全軍瓦解していたところであったわ」

　何も知らされることなく、いきなり敵に挟撃されているなどと知れば、兵たちの動揺は先程のシャールヴィよりはるかに大きなものとなっていたであろう。

　恐きよう怖ふに錯乱し、それは瞬く間に他の兵たちに伝でん播ぱし、《雷》軍は軍の体裁を失っていたに違いない。

「とは言え……どうする!?」

　苦々しげに、シャールヴィは眉間にしわをよせる。

　前もっての指示と、ステインソールのカリスマ性により、なんとか兵を混乱させることは未然に防いだが、現実として、《狼》軍が左右から大挙して雪崩なだれ込んできているのだ。

　軍の陣形というものは総じて、前方に敵がいることを想定して構築される。

　側面や背後からの攻撃には弱い。

　この「矢」の陣形は、特にその傾向が色濃い。

　今は士気の高さでギリギリ堪えてはいるが、圧倒的不利は免れず、早晩、戦線が崩れ、《雷》軍が瓦解するのは目に見えていた。







　一方、これまでやられっぱなしの鬱憤を晴らすように、《狼》各軍の将は、こぞって気炎をあげていた。

「その指示を待っていた！　クラエス隊、突撃ー！」

　第一陣の右翼で、《狼》の最大派閥ヨルゲン組の若頭が檄げきを飛ばす。

「ダーヴィット隊、行くぞ。クラエス兄貴に遅れを取るな！」

　その左翼では、同じくヨルゲン組の若頭補佐ほさが兵士に活を入れる。

「アルレク隊！　今こそ手柄を立てる絶好の機会ぞ！」

　第二陣でも、グニパヘリル砦とりでの若き主アルレクが高々と槍を掲げて叫べば、

「オロフ隊、転進！　《狼》はジークルーネやスカーヴィズ兄貴だけにあらずというところを見せつけてやるのだ！」

　第三陣でも、《狼》序列四位オロフが動き始める。

　今や《狼》の食糧庫となった都市ギムレーの知事を任されている男である。

「よし……よしっ！」

　思おも惑わく通りの展開に、勇斗は思わず拳こぶしを握り締めた。

　小峰に敷かれた勇斗の本ほん陣じんからは、《狼》軍が《雷》軍をじわじわと包つつみ込んでいく光景が展開されているのを、はっきりと捉える事ができた。

「凄い、まるで流砂のようですわ」

　同じ光景を見下ろしつつ、フェリシアが感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらす。

　確かに、言い得て妙であった。

　一度入り込んでしまえば、後から後から砂が押し寄せてくる様はそっくりである。

「ああ、見事に陣形がハマってくれたようだ」

　衡こう軛やくの陣――

　部隊を二列に縦に並べた、敵の動きを拘こう束そくし包囲殲せん滅めつすることを目的とした陣形のことである。

　敵を二列の真ん中に誘い込み、陣中に呼び込んだところで部隊を反転、挟み込むようにして押し潰すのだ。

　特に効果を発揮するのが、今まさに《雷》軍が採用している鋒矢の陣など突撃に特化した陣形に対してだった。

　ステインソールの能力・気き質しつから、突撃陣形で来ることは読めていた。

　確かにステインソールの突撃は止められない。

　だが、これは集団戦だ。

　一対一ではなく、多対多の戦いである。

　ステインソールはいなしつつ、その後方の部隊を殲滅すればこちらの勝利なのだ。

　真綿で締め上げるように、《狼》軍はその包囲を狭めていった。







「ふん、やってくれたな」

　シャールヴィからの全軍の危機を伝える急使に、ステインソールは楽しげに笑ってみせた。

　笑っている状じよう況きようでないことは、百も承知だ。

　まさしく絶体絶命の危機といっていいだろう。

　だからこそ、面白かった。

　傲慢と言えばそれまでだが、強すぎることがステインソールの最大の悩みであった。

　全力を出しきる前に、終わってしまう。勝ってしまう。

　いつも物足りなさを感じていた。

　自分のすべてをぶつけられる好敵手を、求め続けてきた。

「やはりお前は最高だ。スオウユウト」

　今から思えば、先の『エーリヴァーガル川の戦い』では自分は様子見がてら手加減をしていた。

　別に舐なめていたつもりはない。

　ただこれまで、あまりにもあっさりと終わってしまうので、戦を楽しむため、知らぬうちに手加減をする癖がついていたのだ。

　だが、今回は最初から出し惜おしみ抜ぬきだ。

　本気で突破を仕掛け、そしてそれをひっくり返された。

　そうつまり、ステインソールの「全力」を見事切り返してみせたのだ。

　これを面白がらずして、何を面白がれというのか。

　勝負というものは、力が拮きつ抗こうしていてこそ最も血沸き肉躍るのだ。

「敵を褒ほめている場合ではないでしょう。早く撤てつ退たいの指示を！　すでに陽動の役目は十分に果たしてくださいました。後は我が父フヴェズルングにお任せを！」

《豹》からの客将ナルヴィが、普ふ段だんの落ち着き払はらった様子からは打って変わって熱の入った口調で言う。

　本来は彼ほどの地位にある者――しかも兄弟とは言え他氏族の者を伝令に使うなどもってのほかだ。

　しかし、《雷》で馬を乗りこなせるのはまだステインソールを始め数名程度、この一刻を争あらそう切せつ迫ぱくした状況においては、遊牧民である彼以上の適任者はいなかった。

「はっ、撤退？　馬ば鹿か言うな。こっからが本番だろうが」

　獰どう猛もうな野や獣じゆうの相を剥き出しにして、ステインソールは舌なめずりする。

　繰り返すが、勝負というものは、力が拮抗していてこそ最も血沸き肉躍るのだ。

　先の戦で敗北し、ここでも退いて、どうして互ご角かくと言えよう。この危機を覆してこそ、ようやく自分はあの男の好敵手として肩を並べることができるのだ。

　まさに虎心王ドールグスラシルの面目躍如ともいうべき矜きよう持じであったが、さすがに余人に理解されうるものではなかった。

「なっ、何を仰おつしやっているのです!?　そちらこそ馬鹿を言わないでください。今、撤退せねば全軍壊滅しかねませんよ!?」

「違うな。そっちこそ死路だ」

　きっぱりとステインソールは言い切る。

　そもそも、この「矢」の陣形は、前に進むことに特化していて、後ろに下がるには向いていない。

　なにより、今さら撤退の指示など出せば、兵は自軍の敗北を悟るだろう。そうなれば、今はなんとかぎりぎりのところで持ちこたえていた兵の心は瞬く間に決壊し、恐慌状態に陥ることは目に見えている。

　そうなれば、《狼おおかみ》の格好の餌食になるのは必定だ。

「で、では、いったいどうするおつもりで？」

「ふっ、いついかなる時も、俺おれのやることは決まっている」

　軋きしまんばかりに愛用の鉄槌を握り締しめて、ステインソールは凄絶に笑う。

　そうだ。ステインソールの率いる《雷》軍には、ソレしかない。

　これまでも、これからも、だ。

「全軍に伝えよ。退けば死ぬぞ。生きたければただ前を向き駆かけ抜けよ。案ずるな。俺が道を切り開く!!」







「はああああああああああああああああっ!!　どけどけどけーっ！」

　ステインソールは鉄槌を縦横無尽に振り回す。

　振り回す。

　振り回す。

　押し寄せる《狼》兵もなんのその、彼の前に立ち塞がる者はみな無惨な末路を遂げる。

　何人たりとも、その前進を緩ませることさえできない。

「うおおおおっ！　押せ押せ押せーっ！」

「《狼》なぞなにするものぞ！」

「俺たちにはステインソール様がおられる！　あの方を止められるものか！」

　ステインソールの後ろに続く兵士たちも気炎を上げ、ただ前へとひた進む。

「な、なんだよこいつら……」

「つ、つええ。でたらめだ」

「みんななんて形相だ。鬼おにだ、鬼がついてやがる」

　今や圧倒的優位にあるはずの《狼》軍のほうが、《雷》軍の尋常ならざる気迫に呑のまれていた。

　元々、《雷》兵は、士気の高さを武器としているが、今の《雷》兵は末端に至るまで、まるで宗主の野性と闘志が乗り移ったかのようである。

　これまで以上の勢いで、まさしく文字通り一本の「矢」となって《狼》軍を貫いていく。

　その報は、直ちに《狼》の本陣へと届けられた。

「包囲に気づき、なおまだ前に進むか」

　忌いま々いましげに、勇斗は吐はき捨すてる。

　撤退してくれていれば、まさしく勇斗の思う壺つぼだったのだ。

《雷》兵の怖さは、ステインソールというカリスマに率いられることで生まれる、その異様なまでに圧倒的な突撃力である。

　言いい換かえれば、前に進むことを忘れた《雷》軍など、ステインソールの神通力も解け、ただただ逃げ惑う烏合の衆と成り果てる。

　そうなればもはや《狼》軍の敵ではない。

　――はずだったのだが、

「馬鹿のひとつ覚えの猪ちよ突とつ猛もう進しんか、それとも野性の勘か？」

　前進。そこが勇斗が張り巡らせた罠わなの、唯一の活路であった。

　ステインソールは天下無双の豪傑だ。

　いかなる者であろうと、その前に立ちはだかることはできない。

『最も強き銀狼マーナガルム』ジークルーネであろうと、その先代『嘲笑する虐殺者ニーズヘツグ』スカーヴィズであろうと、彼の進軍を止めることは出来ない。

　勇斗は犠ぎ牲せいを増やすことを避さけ、ステインソールの正面をこそ最も防備を薄くしていたのだ。

「お兄様、このままでは包囲を抜けられます。各部隊に奮起を促し、なんとしてもここで《雷》を……っ！」

　フェリシアが、そのたおやかな容姿には似合わぬ物ぶつ騒そうなことを進言してくる。

　彼かの女じよとて、戦乱のユグドラシルを生きる将だった。特に今は宿敵ともいうべきステインソールの首に手をかけている。

　興奮冷めやらぬのも無理からぬことではあった。

「……いや、やめとこう。むしろほどほどにして深追いするなと全軍に厳命しろ」

　しかし、しばしの黙考の後、勇斗は首を左右に振った。

　基本的に、勇斗の言に忠実なフェリシアであるが、さすがにこれには納得がいかないようだった。

「な、なぜです。またとない好機ですのに！」

「死に狂いする敵に戦はせぬもの、だ」

　苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔で勇斗。

　戦果の大半は追撃によって生まれるものだ。彼とて、この好機をものにしたいという思いはフェリシアと一いつ緒しよであった。

　だが、まさにこれと酷似した状況が、脳のう裏りをよぎったのだ。

　前述の「島津の退き口」である。

　島津軍はわずか一五〇〇、対する徳川軍は一〇万近い大軍。にもかかわらず、追撃を敢行した徳川軍は手痛い反撃を受け、徳川四天王がひとり井伊直政、徳川家康の四男松平忠吉と言った名高き武将が負傷している。

　勇斗が愛読している兵法書『孫子』にも、『これを往く所なきに投ずれば、諸・[image: ]カイの勇なり』という一節がある。

　意味は、兵士たちをまったく逃げ場のないところへ投入し追い詰めれば、歴史上の勇者である専諸・曹[image: ]のような勇者となる、といったところか。

　今、《雷》軍はまさにそういう「戦って前に進むしかない」状況にあり、その怒ど涛とうの勢いには鬼気迫るものがある。

　下手に手を出せば、徳川軍の二の舞いとなって思わぬしっぺ返しを喰らいかねなかった。

「まあ、でも、とりあえず初戦はこちらの……」

「お、お父様、た、大変ですっ！」

　ほっと一息つきかけたところに、クリスティーナが駆け込んでくる。

　沈着冷静、いつも澄ました顔をしている彼女らしからぬ、必死な形相である。ここまで全速力で駆けてきたのか、息も絶え絶えだった。

「はあ……はあ……な、南方よりすぐそこまで、騎き馬ばの一団が迫っています！　その数、一万以上!!」

「なんだとぉっ!?」「なんですって!?」

　クリスティーナの報告に、勇斗とフェリシアはこぞって信じられないとばかりに叫さけぶ。

　ありえないことだった。

　ここユグドラシルで、一万もの騎馬軍団を有するのは、あぶみの技術を持つ《豹ひよう》のみである。

　だが、《豹》の領土はミズガルズからアールヴヘイム北方にかけてだ。ここはタナイス川以南、ヴァナヘイム地方である。

　間には勢力を著しく落としたとは言え、かつての一〇大列強のひとつ《蹄ひづめ》がある。

　どうやってそれを越えてきたというのか。

　今ようやく、《狼》は辛からくも強敵ステインソールを退けたばかりである。

　そこに一万もの騎馬軍団との連戦など想定外もいいところであった。

　しかもだ。《狼》軍は西から突っ込んできた《雷》軍に向けて陣を敷いていた。完全に横っ腹を突かれた格好だ。

　状況は、最悪の一言に尽きた。







ACT 6







「ナルヴィにずいぶんと大口を叩いていたようだが、結局、あの男を倒せずじまいだったようだなぁ、赤髪の兄弟。くくく、ははははははっ！」

　戦場から離脱していく《雷いかずち》軍を侮蔑とともに見下ろしつつ、男は哄こう笑しようを響ひびかせていた。

　その姿は、まさしく異形と呼ぶにふさわしかった。

　その顔の上半分を、漆しつ黒こくの仮面が覆い、双そう眸ぼうから覗く眼光は禍まが々まがしい狂きよう気きを孕はらむ。

　他がすらりとした長身に、金色の髪、端たん整せいな口元という貴公子然とした風貌だけに、なんとも歪いびつさに満ちていた。

　男の名はフヴェズルング。《豹》の宗主パトリアークである。

「やはり罠が仕掛けてあったか。危ない危ない」

　当初のフヴェズルングの目もく論ろ見みとしては、ステインソールに「荷車の壁」を破らせ、そこに両軍の戦力を集中させて突っ込み一気に片を付ける、というものだった。

　だが、ふと思ったのだ。

　ステインソールなら荷車の壁を破れるとフヴェズルングが確信したように、一度実際にあの怪かい物ぶつと戦ったことのある勇ゆう斗ともまた、破られることを想定して作戦を練ってくるのではないか、と。

　予想通りであった。

　あのまま《雷》軍に続いて突っ込んでいれば、《豹》もあの『狼のアギト』ともいうべき包囲陣にしてやられていたことだろう。

「お前の得意技を使わせてもらったぞ、ユウト。くっくくく」

　笑いが収まらないらしく、フヴェズルングは口元に手を当てる。

　冬の間、フヴェズルングは《狼》の若頭かしらだった頃ころのコネも使い、この二年間の《狼》の戦いを徹底的に調べ尽つくしていた。

　そして、知ったのだ。正面の部隊で敵の意識を引きつけ、その隙すきに機動力のある別働隊が相手の側面や背面を急襲する「鉄かな床とこ戦術」の存在を。

　まさか自分たちがやられるとは思うまい。意表を衝つくという意味でも、《豹》《雷》両軍の特性的にも、実に良い作戦だと思った。

　作戦が決まった後も、フヴェズルングはその成功率を上げるために腐心し続けた。

　勇斗の下に、《狼》を幾いく度どとなく苦しめたあの古ふる狸だぬき《爪つめ》の宗主ボドヴィッドの娘むすめが転がり込んでいるのは、すでに聞き及んでいた。

　ゆえに作戦の秘匿に、細心の注意を払い続けた。

　徹底して《豹》と《雷》の関係を隠いん匿とくし、陽動としてミュルクヴィズへの色気も見せ、注意をそちらに向けさせた。

　兵の移動も、隊商を装わせたり、海路を用いさせたりと、敵軍に悟られぬよう小分けにして時間をかけてヴァナヘイムに送り込み続けた。

　行軍も間者の目から逃れられるよう、あえて遠回りの険しい道を選んだ。

　そう、全すべてはこの一時のためだけに、だ。

　今や《狼》は、無防備な側面を《豹》の前に曝け出している。騎馬の天敵ともいうべき荷車の壁も前面に集中している。

　しかも、《狼》は《雷》相手の激戦を制し、気も緩ゆるんでいることだろう。

　長年の雪辱を果たすのに、これほどおあつらえ向きの状況はなかった。

　フヴェズルングは外套を翻ひるがえし、高らかに号令する。

「皆みなのもの！　かつての屈くつ辱じよくを晴らす時が来た！　殺して殺して殺し尽くせ。全軍……突撃ーっ!!」







「くっ、敵襲だと!?　いったいどこからっ!?」

　ダーヴィッドは険しく顔をしかめて、突とつ如じよ現れた騎馬軍団を睨にらみつける。

　どう見ても、あの軍団は《豹》ではないか。

　かつてエルムト川の以北、ナーストレンドで戦った相手である。

　今、この場にいるはずのない連中だった。

「何がどうなっている!?」

　ダーヴィッドは弱冠二八歳にして、《狼》の最大派閥ヨルゲン組の若頭補佐ほさに抜ばつ擢てきされた逸いつ材ざいである。無能からは程遠い。

　いずれは宗主勇斗の盃さかずきを受けることは確実と将来を有望視されてもいる。

　そんな彼が今、混乱の極みにあった。

　ダーヴィッド隊は、つい先さき程ほどまで「衡軛の陣」の中に押し入ってきていた《雷》軍へと攻こう撃げきを仕掛けていたのである。

　ほぼ完全に背後を取られたに等しい状況だった。

「と、とにかく反転だ。反転せよ！　急げ！」

　ダーヴィッドは慌あわてて指示を飛ばすが、反応は亀かめのように鈍かった。

　ダーヴィッド隊の人員は五〇〇。これだけの人数となると、方向転換するだけでも、そうたやすくいくものではない。

　なにより、兵が錯乱していた。

　なまじ「勝った」と一息ついてしまったのがよくなかった。

　一度切れた緊きん張ちようの糸は、容易には繋つなぎ直せない。

　そうこうしているうちに、《豹》が《狼》との距離を詰め一気に襲いかかった。







「おらおらおらおらーっ！」

　馬を駆けさせつつ、ヴァーリは立て続けに矢を放つ。

　怪物ステインソールの前にはかたなしであったが、ヴァーリとて曲がりなりにも《豹》きっての騎射の達人である。

　矢は一本たりとも外れることなく、《狼》兵の眉み間けんを打ち抜いていく。

　反撃は、ない。

《狼》兵はただただこちらの攻撃に慌てふためくばかりである。

「はっ、とろいねぇっ！」

　先の戦において、「弩いしゆみの三段撃ち」によってヴァーリ麾下の精鋭部隊を見事に追い払った連中とはとても思えぬ狼狽うろたえぶりだった。

「まあ、ちょうどいいや。部下の恨み、晴らさせてもらうぜ！　いくぞ、てめえらぁっ！」

「「「「「うおおおおおおっ!!」」」」」

　ヴァーリの号令の下、《豹》の騎き兵へいたちが弓を放り捨て、今度は槍やりを構えて《狼》陣営へと突っ込んでいく。

　ある者はその勢いのまま、次々と《狼》兵を串くし刺ざしにし、またある者は横よこ薙なぎの一閃で《狼》兵の首を掻っ切った。

　愛馬の突撃によってそのまま跳ね飛ばす者もいた。

　騎馬の猛威に、《狼》の軍勢はほぼ抵抗らしい抵抗さえできず、その命を次々と散らしていく。

　一方的であった。

　ただただ、一方的であった。

　混乱はさらなる混乱を生み、兵の心を蝕むしばんでいく。そして、ついに――

「うわああああ！　死にたくねえ死にたくねえよぉっ！」

「もうダメだ、もうダメだーっ！」

　武器を放り捨て、逃げ出す者が現れた。

　一人逃げれば、それがきっかけとなり、一人また一人と逃げ出し始める。

　それは瞬またたく間まに伝播していき、大きな潮流となる。

「くっ、逃げるな。戦え、貴様ら戦わんかーっ！」

　こうなっては指揮官がどれだけがなりたてようと、どうにもならない。

　恐慌状態に陥おちいった兵士たちに、その命令は届かない。

　ただただ逃げ惑うばかりだ。

「ふん、あれがこの部隊の長おさか」

　目ざとく見つけるや、ヴァーリは残忍な笑えみとともに舌なめずりする。

　馬腹を蹴って、直ちにその距離を詰める。

「なっ!?」

　接近に気づいた敵指揮官が驚おどろきの声を上げるが、もう遅おそい。

「あばよ」

　ヴァーリの放った槍の一いち撃げきが、その胸板を貫いた。







「ダーヴィッド殿が討うち死じにされましたーっ！」

「敵、なおも切り込んできます！」

「アルレク殿より連れん絡らく！　し、至急援軍をっ！」

　勇斗の下には、各部隊から次々と凶報が舞い込んできていた。

「くっ！　このままじゃ……」

　歯を食いしばり、勇斗は唸うなる。

　状況は、悪化の一いつ途とを辿っていた。軍というものは、一度崩れると、こうもあっさり連鎖して瓦解していくものなのかと焦燥感に襲おそわれる。

　生まれて初めての経験に、勇斗はギリッと奥歯を噛み締める。

「こんな時、スカーヴィズがいてくれれば」

　思わず、そんな弱音が口から漏れた。

　あの経験豊かで冷静な先代『最も強き銀狼マーナガルム』ならば、今の状況にも的確なアドヴァイスをくれたことだろう。

　あるいは前線へと駆け出し、勇斗に思考する猶予を作り出してくれていたかもしれない。

　だが、今ここに彼かれはいない。

　遠くミュルクヴィズの防備に就いている。

　この地に来るまで、馬を全速力で飛ばしても三日はかかる。

「お兄様、撤退しましょう。戦の勝敗は時の運。いかにお兄様でも、百戦百勝とはゆかぬものです。ひとまずここは引き、態勢を立て直しましょう」

「っ！」

　フェリシアの言葉に、勇斗は下唇をきつく噛み締める。

　頭ではわかっていた。

　だが、実際に他人の口から現実を突つきつけられると、きついものがあった。

「それしか、ないのか……」

　喉のどの奥から絞り出すような声で勇斗。

　撤退するべきだ、と理性ががなりたてる。

　だが今、勇斗の心を占めるのは、途と方ほうも無い危機感だった。

　かつて《雷》相手に使った偽装撤退とは違ちがう。

　完全なる敗走だ。敵はこぞって追撃をしかけてくるだろう。

　そうなれば、《狼》の兵士たちにはこれまでとは比べ物にならない多大な被害が出る。

　領民たちにも、災禍は降ふり注ぐだろう。

　男たちは殺され、女は犯され、子どもたちは奴隷として売り払われる。なんとか難を逃れた人々も、食糧をあらかた奪い尽くされて、餓死を待つしかない。

　孫子でも、君主論でも、いざというときは非情になれ、合理的になれ、と諭している。

　どうにもならないものは早々に切り捨てて、どうにかなるものを守るのが、賢かしこい道だということはわかっている。

　それでも、勇斗にはそんな選択肢がどうしても取れなかった。

　そんな非道を許すわけにはいかなかった。

　いかないのだが、現実がどうしようもなく横たわる。

　どうすればいい。

　どうすれば、この危機的状況を覆せる？

　なにか、なにかないのか？

　自分の非力がどうしようもなく恨めしかった。

　こんな時、ステインソールほどの圧あつ倒とう的てきな武力があれば、皆を救えるのに。

「……あっ」

　不意に、勇斗の脳裏に天啓のごとき考えが閃ひらめく。

　危険極きわまりない策だった。

　だが、もはやそれしか手がないように思えた。







「うわあああああっ!!」

「ひぃぃぃぃぃっ！」

「か、神様ーっ！」

「おかあちゃーん！」

《狼》軍の前線は、阿あ鼻び叫喚の地じ獄ごく絵図となっていた。

　もはや《狼》などではなく、突っ込んでくる騎兵の暴ぼう威いに怯おびえ、ただただなすすべなく狩られる哀れな羊の群れと化していた。

　兵士たちの心は、恐怖が完全に支配していた。

　戦う気概など、とうに吹き飛んでいた。

　皆、ただただ死にたくないという一心であり、なんとかこの危機を生き延びることしか頭になかった。

　全軍総崩れとなるのも、時間の問題――

　そんな時だった。

　ドォン！　ドォン！　ドォン！

　戦場にけたたましく銅ど鑼らが鳴り響いた。

　敵味方ともに、反射的に音のしたほうを振ふり返かえり、そして彼らは目撃する。

　無数の《狼》の旗が立ち上らせた軍勢を。

　そしてその軍勢の先頭を駆けるチャリオットを。

　その上に立つ、黒くろ髪かみの少年の姿を！

「怯ひるむな、《狼》の勇者たちよ！」

　その喉が張り裂けんばかりの叫きよう声せいは、戦場にあっても不思議と兵士たちの耳を打ち、心に届いた。

　勇斗自身、よく通る声の持ち主であることもさることながら、自らを率いる不敗の総大将の姿に、兵士たちがわずかに冷静さを取とり戻もどしたことも大きかった。

　勇斗はバッと勢いよく手を振って、なお続ける。

「諦あきらめるな！　槍を取って陣じん形けいを整えろ！　車しや砦さいを築き直せ！　まだ俺たちは負けていない！」

　力の限り、声を張り上げる。

　これが、勇斗の見み出いだした起死回生の一手だった。

　無謀と言われれば、それまでだ。

　だが、敗色濃厚となり、戦意喪失した兵士を蘇よみがえらせるには、これしかなかった。

　どうして《雷》軍の士気が異常に高いのか。

　それはステインソールの強さもさることながら、総大将が常に先陣を切っているからだ。

　かの戦国の覇王、織田信長も、先陣は柴田勝家や森可成といった他に並び立たぬ猛将を先手に据えつつも、自身も本陣を抜け出し、馬を駆け巡らせて先陣を鼓舞し、力づけたという。

　その戦いぶりを間近で見、加賀百万石の礎いしずえを築いた前田利家は、当時を懐古してこう述べている。

『合戦の際に大将が本陣にばかりいては、先陣の一段二段も崩れれば、必ず敵に押おし立てられ、思いも寄らぬ負けを取るものだ』

　と。

　アレクサンドロス大王もまた、大帝てい国こくを築き上げた後も、戦となれば危険な前線に赴き兵を鼓舞し続け、時にはそのために傷を負うこともあったという。

　安全なところに身を置き、指示だけ飛ばす者にどうして人が付いてこよう。

　危険を顧みず、自ら率先して動く者に人は付いてくるのだ。

　ヒュッと一本の矢が、勇斗の頬ほおをかすめていく。
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　それにも怯むことなく、勇斗はドンッと自らの胸を叩たたき、獅子の咆ほう哮こうを響かせる。

「俺を……信じろ！」

「「「「「おおおおおおおおおおおっ!!」」」」」

　兵士たちの目に、戦意の炎ほのおが再び灯ともった。







「ふははっ、攻せめろ攻めろ攻めまくれーっ！」

　フヴェズルングは上じよう機き嫌げんで攻撃の檄げきを飛ばす。

《豹》の騎馬軍団が、怒涛の勢いにより蹴散らし薙ぎ倒たおし蹂じゆう躙りんしていく。

　敵を殺すことで《豹》の兵士たちの獣じゆう性せいが呼び覚まされ、より凶暴となって《狼》軍へと襲いかかる。すっかり波に乗っていた。

　対する《狼》の兵は、《豹》の猛攻の前に応戦する力さえ残っていないようだった。

「むっ、あれは……」

　不意に遠く、林立する《狼》の旗が目に留まる。

　かつてフヴェズルングがロプトだった頃、自らのものにしようとした旗。

　そして今や何にも増して踏ふみにじり殺したいと願う男の旗だった。

「あれが《狼》の本ほん陣じんだ！　本陣を狙え！　ただし宗主の小こ僧ぞうは殺すな。生かして俺の前にひっ捕らえてきた者には褒ほう美びは望みのままにくれてやるぞ！」

「「「うおおおおっ!!」」」

　フヴェズルングの指示に、《豹》の兵士たちが色めき立つ。

　フヴェズルングは決してケチな男ではない。

　これまでも部下の働きには大盤振る舞いで報むくいてきたつもりだ。彼にとって勇斗への復ふく讐しゆうが全てであり、財を築くことなど二の次三の次だった。

　そして、《豹》の者たちも、宗主が癇かん癪しやくはきついが気前はいいことを知っている。彼が望みのままと言ったなら、それはもう十二分に期待していいということだ。

　俄が然ぜんやる気を漲みなぎらせ、《豹》が《狼》の本陣へと雪崩なだれ込む。

　もはや勝利は目前であった。

　配下の精鋭たちが、《狼》本陣の兵士たちをねじ伏せ、憎き黒髪の小僧を引きずってくるのを舌なめずりして待つ。

　……待ち続けるのだが、

「ええい、何をしている!?」

　一向に吉報が飛び込んでこない。

　見れば《狼》の本陣を守る兵士たちが、必死に押し寄せる《豹》の騎馬軍団を槍を突き出して凌しのいでいる。

　さすがは宗主を守る本陣の兵士たちといったところか。やはり精鋭どころを集めているのだろう。

　だが、所しよ詮せんは一時凌ぎだ。

　あの程度の兵で、いつまでも《豹》の猛攻に耐えられるものか。

　そう高をくくるフヴェズルングであったが、押し切るどころか、ついには押し返されるに至り、その口元が怒いかりに歪ゆがむ。

「なぜだ!?　なぜ競り負けている!?」

　明らかにおかしかった。

　兵の練度ならば、明らかに《豹》のほうが上なのだ。

　軍の位置取りにおいても、側面を取り圧倒的に優位にある。

　なのに、だ。

　わずかに、だが確実に、《狼》の戦線が盛り返し始めていた。

「奴らのこの異様な強さはなんだっ!?」

　ゆらりと《狼》軍の背後の空気が蜃しん気き楼ろうのように歪んでいる。

　遠目にも皆、決死の形相だった。

　歯を食い縛り、目を吊つり上あげ、修しゆ羅らの相で《豹》へと立ち向かってくる。

「ユウト様の仰るとおりだ！　まだ負けてねえ！」

「そうだ！　ユウト様がいる限り、《狼》は負けぬ！」

「ユウト様をお守りしろーっ！　ユウト様こそ《狼》の希望！」

「武器を構えろ！　ユウト様に敵を近づけさせるなーっ！」

　いったい何が彼らをこうまで駆り立てているのか。

　その答えは、神ならぬフヴェズルングには導き出しようのないことであったが、仮に出来たとしても、おそらくは認められなかっただろう。

　一言で言えば、勇斗の器量が生んだ奇跡であった。

　総大将が最前線に立った。

　たったそれだけでこうも劇的な変化は起きない。

　昨今の《狼》軍は、外と様ざまの人間も増えてきてはいるが、それでもまだまだ兵士たちのほとんどは、《狼》で生まれ《狼》で育った者たちである。

　だから彼らは知っていた。

　勇斗が宗主になる前の、屈辱と貧窮の日々を。

　勇斗が宗主になってからの、栄光と繁栄の日々を。

　彼さえ生きていれば、たとえ自分が死んでも妻と子どもの将来は安泰だ。逆に自分が生き残っても、勇斗が死ねば一家は路頭に迷うことだろう。

　彼らはそう信じて疑わなかった。

　そう信じるに足る実績を、勇斗はこの三年近く積み上げてきた。

《狼》の一員として、勇斗だけはなんとしても守らねばならない。

　これ以上、一歩たりとも敵を勇斗に近づけさせてはならない。

　その確固たる意志が、勇斗の意図せぬままに、兵士たちに背水の陣を敷かせていた。

　前述の孫子の一節にもある通り、先の《雷》軍の奮戦のように、逃げることが許されず戦うしかないという状じよう況きようは、一介の兵士を、一騎当千の勇者と化させるのだ。

　その凄すさまじい気迫に、《豹》の兵士たちは完全に呑まれていた。

《豹》の兵が怯むのも、当然と言えば当然だった。

　厳しい自然の中を生きる遊牧民は、農耕民に比べ人口が圧倒的に少ない。

　ゆえに人命を尊重するし、勝てない戦はしない。

　敵を倒すことより、自らを護まもることを第一義とする。パルティアンショットに代表される逃げながら騎射を行うのも、その民族性ゆえだ。

　命を取りに来ているが、自らの命は賭けていない。

　この覚悟の差が、練度と戦力の差を埋うめ、さらに覆したのだ。

　今や《豹》の兵士たちは、死に物狂いの闘志を燃やす《狼おおかみ》兵を前に、たじろぎ踏み込めなくなっていた。

　その隙を衝くように車しや砦さいが築き上げられていく。

　こうなってしまえば《豹》には手出しができない。

「なぜだ！　ここまでやっても俺おれは奴に勝てんというのか！　将の器で俺は奴に劣おとるというのか!?」

　フヴェズルングの魂の慟どう哭こくだった。

　打つ手なし、もはや撤てつ退たいするしかないかと諦めかけたその時だった。

　一筋の稲妻が、戦場を切り裂く。

　その勢いのままに鉄てつ槌ついを振り回し、立ち塞がる荷車を木っ端微み塵じんに粉ふん砕さいする。

「さあ、仕切り直しといこうかぁっ！」

　燃えるような赤髪をたなびかせ、ステインソールは野や獣じゆうの咆哮を轟とどろかせた。







「はっはーっ！　さすがじゃねえか、スオウユウト！　あそこから盛り返すとはなぁ」

　ブゥン！

　襲いかかる《狼》兵を、数人まとめて鉄槌の柄えで薙ぎ飛ばしつつ、ステインソールは楽しげに笑う。

　そう、楽しかった。

　楽しくて楽しくて仕方なかった。

　自分を二度までも手玉に取ってみせた男である。

　あの絶体絶命の危機にあっても、必ずや立て直すと信じていた。

　だからこそこうして、その時に備え、兵を反転させてきたのだ。

　とは言え、いざ実際に盛り返す様を見せつけられると、どうしようもなく心が高鳴った。

「こんな奴がこの世にいてくれるとはなぁ！」

　野獣の相が顔を覗かせ、ステインソールは舌なめずりをする。

　狂おしいほどに戦いを求めながら、一方でステインソールは勝利に飽いてもいた。

　戦えば本気をだすまでもなく勝ってしまうのだ。

　強者の代名詞ともいうべきエインヘリアルとも幾度となくやりあったが、はっきり言えば物足りなかった。

　だというのに、だ。

　本気を出しても、勝てない相手がいる。

　全力を出し切っても、受け切られてしまう相手がいる。

　まごうことなき、自分以上の存在。

　底が知りたいと思った。

　胸躍るような戦いがしたい、ではない。

　ただただこの男の底が知りたかった。

　連戦に疲つかれ果て弱っているところを狙うなど、ステインソールの美学には反する。

　だが、下位にある自分が、上位にある敵を慮おもんぱかるなどお門違いもいいところだろう。

　ステインソールはただ勝つことにその全てを費やすのみだ。

　ひたすら無心に、ステインソールは鉄槌を振り回し続けた。







　戦場に、竜巻が発生していた。

　その暴風域にあるもの全てを巻き込み、薙ぎ払い、吹き飛ばしていく。

　どんな精鋭であろうと、果ては覚悟を決めた死兵であろうと、彼の前では全てが等しい。

　立ち塞がる者みな等しく、死が待ち受けている。

「ほんと戦せん闘とうの天才っていうより、あれはもう天災の類たぐいだな」

　苦虫を噛み潰したような顔で、勇斗は呻うめく。

　なんとかかんとかようやく《豹》の猛攻を凌いだと言うのに、どこまでも鬱陶しい男である。

　だいたいあの男、戦端を開いてからずっと、戦い通しだったではないか。いったいどういう体力をしているのか。

　もはや人類というカテゴリーから逸いつ脱だつしているようにさえ思う。

「だが……少しばかり帰ってくるのが遅かったなぁ？　お前とまともにやりあうつもりは元からねえんだよ」

　ニヤッと勇斗は勝利を確信したように、口くちの端はを吊り上げる。

　その耳は遠く、西方――すなわち山間の隘あい路ろの方よりどよめきと歓声が湧き上がっているのを捉えていた。

　それは瞬く間に伝でん播ぱし、どんどん大きなものとなって戦場を疾はしっていく。

「ガシナ砦とりでを落としたぞー！」

「我らの勝利だーっ！」

「援軍だーっ！　援軍が来たぞー！」

　やがて、その内容がはっきりと聞こえるに至り、勇斗はグッと拳こぶしを握にぎる。

「ようやく来てくれたか！」

　勇斗とて無闇やたらに本陣を押し上げ、自らの身を危険に晒さらしたわけではない。

　無謀と勇気は、明確に違うものだ。

　もう少しだけ耐えられれば、頼たのもしい援軍が来るという、ちゃんとした勝算があっての無茶だったのだ。

　調虎離山――

　兵法三六計が第一五計である。

　井せい陘けいの戦いにおいて、韓信は背水の陣によって一〇倍以上の敵を打ち破ったとされているが、それは事実ではあるが、正せい鵠こくを射ているとは言いがたい。

　そもそも、退路を断って兵を奮い立たせると言えば聞こえはいいが、その効果は長く続くものではないし、下手をすれば全滅しかねない危険を孕む、兵法の常道からすれば、本来は最もやってはいけないことなのだ。

　韓信もこの陣だけで勝ったわけではなく、むしろ本来的には、この背水の陣は囮おとりだったのだ。

　少数、そして兵法の常道から外れる川を背にして陣を敷くことにより、敵を侮らせおびき寄せ、そうして空になった砦を別働隊に奪わせることで勝利を収めたのだ。

　勇斗はこの故事に倣い、本隊、そして総大将である勇斗自身を囮としたのである。

　それによって虎すなわちステインソールを隘路から引っ張り出し、その隙に山を迂う回かいさせて向かわせておいた親衛騎団ムスツペルを中心とした機動力重視の別働隊によって、空っぽの砦を奪う作戦だったのだ。

　まさか虎だけではなく豹ひようまで釣れるとは思っていなかったし、なにより――

「決死の奮戦まで真似まねるつもりはさすがになかったんだけど、な」

　勇斗はやれやれと苦く笑しようする。

　十全に勝因を積み上げてもこれだ。まったくやはり、戦場というものは何が起きるかわからない。

　だが、なにはともあれ、策は成った。

　前述の通り、《雷》軍の強さの秘密は、ステインソール自身の強さもさることながら、総大将自ら先頭に立ち無双することによる士気の高さだ。

　ならば、その力の源を奪ってしまえばいい。

　兵士というものは、勝利を信じているからこそ果敢に敵に立ち向かう事ができるのだ。

　では、すでに敗北しているとわかればどうなるか？

　一方、《狼》軍は、ガシナでの勝利と援軍の到とう着ちやくに、さらなる高揚に湧き立っている。

　士気の高さは、この戦いが始まって以来、今が最高潮だ。

　戦は士気で決まる。

《狼》の反転攻こう勢せいが今、始まる。







「全軍突撃ーっ！　駆かけ抜ぬけ駆け抜け、ただひたすらに敵を屠ほふりさるのだっ！」

　ジークルーネが喉が潰れんばかりに声を張り上げ、自らも馬を駆けさせ敵陣へと突っ込んでいく。

　目の前を走る敵騎兵との距きよ離りを一気に詰め、驚きよう愕がくの表情とともに振り返るその首を槍を一いつ閃せんして撥はね飛ばした。

　さらに返しの一撃で、その隣となりにいた騎兵のどてっ腹を薙ぎ払い、馬上から打ち落とす。

「こいつら、やはり《豹》か」

　いったいなにゆえこのような場所にいるのか。

　わからない。

　わからないが、そんなことはどうでもいいことだった。

　目の前に敵がいる。ならばそれを一人でも多く斬り伏ふせるのが『最も強き銀狼マーナガルム』たる自らの役目であった。

　彼かの女じよの背後には、彼女直属の親衛騎団を中心に二〇〇〇の精兵が続く。

　ガシナ砦を落とし、その余勢をかって出しゆつ撃げきしてきただけに士気は極めて高い。

　またガシナ砦での戦いは、《雷いかずち》が《狼》本隊との戦いに全戦力を投入してきたがゆえに、砦は空っぽ同然で、ほとんど無血開城に近い形で終わらせることが出来た。兵はほぼ無傷、体力も有り余っている。

　対する《豹》の騎兵たちは、先の《狼》本隊の決死の反撃に呑のまれたらしく、すっかり及び腰ごしとなっていた。

　もはや勝負は火を見るより明らかだった。

　ジークルーネ率いる《狼》別働隊は、まさしく火が燃え広がるがごとく、《豹》の軍勢を蹴散らし蹴散らし侵しん掠りやくしていく。

「むっ!?」

　そんな形勢不利の中、孤軍奮闘する敵がいた。

　頭部を無骨な兜で覆おおった、鷹のような眼光の男である。馬を自らの手足のように巧みに操り、槍を振るって襲いかかる《狼》兵を次々と返り討ちにしている。

　見覚えのある顔だった。昨年の戦いで、《豹》の先遣隊の長おさを務めていた男だ。

　確かクリスティーナの調べでは、名をヴァーリと言い、騎射にかけては右に出る者なしと謳うたわれた《豹》きっての勇将だとか。

「相手にとって不足なし！　いざ尋じん常じように勝負！」

　ジークルーネは槍を構え、身体からだを前のめりにしてヴァーリ目掛けて馬を駆けさせる。

　そして間合いを詰めるや、槍を斜めから薙ぎ下ろす。

「銀髪!?　『最も強き銀狼マーナガルム』か！」

　振り返り様、槍を回してその一撃を受け止めつつ、ヴァーリが叫さけぶ。

　お互たがい、自己紹しよう介かいはいらないようだった。

「いかにも！　その命、頂戴つかまつる！」

「小娘が！　貴様ごときにやられる俺ではないわ！」

　たちまち槍の打ち合いが始まった。

　お互い、氏族きっての武人である。

　五合……一〇合……その応酬は凄絶を極め、槍そう撃げきの結界を形成し、余人は近づくことさえできない。

　だが、そんな熾し烈れつな戦闘の中、ジークルーネは口の端を吊り上げ、笑う。

「この程度か。ガルムはもっと疾かったぞ。はああっ！」

「なっ！　くおおっ！」

　ジークルーネの攻撃がその速度を増し、瞬く間にヴァーリを防戦一方へと追い込む。

　数ヶ月前の大たい狼ろうガルムとの激闘。

　死の間際まで追い詰められた経験が、ジークルーネの内に眠ねむる天賦の才を大きく開花させていた。

「ちぃっ！」

　たまらずヴァーリが馬を回頭させ、駆け出す。

　遊牧民は敗まける戦はしないのである。

「逃がすか！」

　慌あわててジークルーネも愛馬の尻を叩いてヴァーリを追う。

　敵将を討ち取れば、味方の士気は跳ね上がり、敵のそれはガタ落ちとなる。ここまで来て敵の将軍をみすみす取り逃がすなど論外であった。

　だが、いかにジークルーネがその武力においてヴァーリを圧あつ倒とうしようとも、さすがに馬の扱あつかいにかけては相手に数日の長があった。

　見る見る突き放され――

「ふっ！」

　――たかと思った瞬しゆん間かん、相手が弓を構え、次々と矢を射放ってくる。

「ちぃっ！」

　飛来する矢群を見据え、ジークルーネは思わず舌打ちする。今いま更さらながらに、誘われたことに気づくが、もう遅い。

《豹》きっての騎射の達人というだけあって、その剛弓ぶりは《角つの》が誇ほこる弓の名手ハウスグポリに勝まさるとも劣らぬ。

　ジークルーネも相手に向けて馬を全速力で駆けさせている分、相対的にさらに矢の速度は加速していた。

　恐るべき速度で眼前まで迫った矢の雨に、ジークルーネの中で何かが弾はじけた。

　瞬間、視界が色を失い、灰色に染まる。

　ありとあらゆるものの速度が、落ちる。

　どろりと水のようにまとわりついてくる空気の中、ジークルーネはわずかに首を振って矢をすり抜ける。

　かすった頬に一筋の紅線が疾るが気にもせず、続けざま、時に槍で弾き、時に籠こ手てで滑らせ、時に身体を反らし、雨あられと降り注ぐ矢の中を突き進む。

　一いつ切さい、馬脚を緩めることなく！

　これもまた、ガルムとの死闘でジークルーネが到達した神速の境地であった。

「なっ!?」

　勝利を確信していただけに、ヴァーリの顔が驚愕に歪む。

　ジークルーネとは裏腹に、ヴァーリは矢を射放つため、速度を落としている。

　一度離された距離は瞬く間に詰まり、

「はぁっ！」

　ジークルーネは馬の勢いも乗せた必殺の突きを繰くり出す。

　力の入れ具合、抜き具合、構えからその軌道、全すべてがジークルーネの理想に限りなく近い、神速の領域だからこそ可能となった、まさしく会心の一撃であった。

「がふっ！」

　これにはさしものヴァーリも反応することさえ出来ず、その胸板を貫かれ、愛馬から転げ落ちていく。

「うおおおおおおっ!!　ジークルーネ様が敵将を討ち取られたぞー！」
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「さすが『最も強き銀狼マーナガルム』だーっ！」

「ジークルーネ様率いる親衛騎団が援軍に来たぞーっ！　これで千人力いや万人力だ！」

「この戦、勝てる！　勝てるぞーっ！」

　ジークルーネ隊の獅し子し奮迅の活躍に、《狼》本隊の兵士たちも俄然活気づく。

『最も強き銀狼マーナガルム』は、言うまでもなく《狼》の間では最強の代名詞だ。

　当代のジークルーネは、妖よう精せいのような容姿を持ちながら、戦えば鬼神の如ごとき強さを持ち、先日などは大狼ガルムをたった一人で討ち果たしたことで、《狼》内では勇斗についで半ば神格化されている。

　その上、早さつ速そく、前回の戦いで《狼》軍を数百の手勢で手玉に取ったにっくき敵将を打ち取る大手柄である。

　そんな彼女が率いる親衛騎団ムスッペルは、これまで数多あまたの戦で多大な戦功を挙げ続けるこれまた《狼》最強の精鋭部隊だ。

《狼》軍にとって、これほど頼もしい援軍はなかった。実数はたった二〇〇〇でも、心理的には五倍一〇倍の兵が助けに来てくれたに等しかった。

「俺たちも続けーっ！」

「敵を蹴散らせーっ！」

《狼》本隊も、堰せきを切ったように《豹》に雪崩れかかる。

　前と側面からの挟み撃ちである。

　いかに《豹》が精鋭の騎き馬ば軍団といえど、今の士気が最高潮にまで達した《狼》軍の苛烈な攻こう撃げきの前にはひとたまりもないに違いない。

　一気に打ち破ってしまうかに思われたが――

　こちらが押し寄せるよりも早く、すっと馬を回し潮が引くように、《豹》が整然と撤退を始める。

「むっ！　やばい。止まれ止まれーっ！　迂う闊かつに追うな！　奴らの矢の餌食となるぞ！」

　ジークルーネは慌てて手を振って、軍を制止する。

　先さき程ほど、自分がヴァーリにやられただけに、相手の狙いにいち早く気がついたのだ。

　だが、一度勢いづいた軍勢が、そう易々と踏みとどまれるものではない。

　そこを狙い打つように、《豹》の騎き兵へいたちが、下がりながら矢を射るという遊牧民特有の妙みよう技ぎパルティアンショットを仕し掛かけてくる。

「ぐあっ！」

「ぎゃあっ！」

　血気盛んに敵陣へと突っ込んでいた《狼》兵たちがその餌食となる。

　仲間たちを殺され、兵士たちの怒りのボルテージが一気に上がっていく。

　ただでさえ、《豹》の猛攻を押し返し、ガシナ砦を落とし、援軍も得て、気が大きくもなっていた《狼》兵たちの勇み足は止まってくれない。

「ええいっ！　止まれと言うておろうが！　これより先へ征いこうとする者は、このジークルーネがたたっ斬きるぞ！」

　たまらずジークルーネは陣の先頭に飛び出して、兵士たちを一喝する。

　実際に間近にいた兵士たちを槍やりの石突きで殴打もしておく。……もちろん、手加減して、だが。

　興奮に我を忘れた《狼》軍も、これにはさすがにピタリと制止した。『最も強き銀狼マーナガルム』を押しのけて進軍するのは、さすがに畏れ多かったらしい。

「ご苦労様です。しかし無茶をなさいますね」

　親衛騎団副長のベムブルが、苦笑とともに声をかけてくる。

　敵の矢が飛び交う中、そして一歩誤れば、自軍に踏み潰されかねない行こう為いである。

「《豹》の騎兵は無理に追うな、と父上が仰おつしやっていたからな」

「左様で。しかし厄やつ介かいですな。追撃ができないとなると……」

　戦果のほとんどは、追撃によって生まれるものだ。

　追撃を仕掛けない限り、敵に致命的なダメージを与あたえられない。

　しかし、追撃を敢行すれば、今のように手痛い反撃に遭う。

「まったく鬱陶しい連中だ」

　ジークルーネはふうっと重い嘆たん息そくをこぼす。

　しかも敵大将の判断も迅速で的確だと言わざるをえない。

　こちらの戦意が高まったと見るや、すかさずそれを利用し、自軍の被ひ害がいを減らし、相手の被害を増やす戦術に切きり替かえている。

　ジークルーネが止めなければ、今の戦意の高さを空回りさせられたことだろう。もっともすぐに勇斗も気付き、制止命令を出すだろうが、多少の被害は免れなかったはずだ。

　全く、実に嫌いやらしく、やりづらい敵だった。







「くっくくく、ははははは！　まぁたしてやられたか」

　ステインソールはぴしゃんと自らの額を叩いて、天を仰あおぎ楽しげに笑えみをこぼす。

　その隙すきを見逃すことなく、襲いかかってきた《狼》兵の槍を片手で受け止め、ぽいっと無造作に振り回してから放る。

「まったく手を変え品を変え、よくもまあこうもポンポン思いつけるもんだ。魔術師か何かか、ほんと」

　戦場にこだまする歓声から、すでに状況はある程度察している。

《雷》の総兵力は、《狼》よりはるかに少ない。ゆえに出来る限り攻撃に戦力を集中させたのだが、それが仇あだとなった格好だ。そこまで読み切って手を打った《狼》の宗主の深慮遠謀には、ただただ舌を巻くしかない。

『エーリヴァーガル川の戦い』の時と言い、先の包囲陣と言い、完全に手のひらの上で弄ばれている。

　ひらりひらりとこちらの攻撃をかわし、気がつけばこちらが不利な状況に追い込まれている。まるで人ならぬ者が使う魔ま法ほうや妖よう術じゆつの類に化かされた気分だ。

　だが、それがステインソールには心地良い。

　自分より明らかに強い男がいる。

　それがこうも心を躍おどらせ昂たかぶらせるとはっ！

「ちっ、名な残ごり惜おしいが、今回は引き上げるしかねえか」

　やれやれとステインソールは肩かたをすくめる。

　すでに《雷》軍の兵士たちの体力は限界に限りなく近かった。

　朝からの連戦に次ぐ連戦。

　そして左右から挟はさまれ絶体絶命の危機に陥おちいったという極度の緊きん張ちよう。

　さらには包囲を抜け出すため、まさに死力を尽つくして戦い抜いた。

　反転攻勢の前に、多少の休憩は一応取らせたものの、それで疲労が抜けるはずもない。負傷が治るはずもない。

　勝利という餌で釣ってなんとかもう一度、戦の場に駆り立たせたのだ。

　その矢先に、これである。

　勢いに乗ろうとする、その出で端はなを挫くじかれた。

　それほどまでに、ガシナ陥かん落らくの報は、《雷》兵の心を完かん膚ぷなきまでに打ち砕いていた。

　なんといっても、退路や補給路が断たれたというのが大きい。

　もはや精も根も尽き果てかけていた《雷》軍の気力を根こそぎ奪い去ってしまった。

　ギリギリのところで張り詰めていた緊張の糸を思いっきりぶった切られ、もはやステインソールをもってしても戦意を奮い立たせることは不可能だった。

　戦いは、個人でするものではない。

　いかにステインソールが一騎当千の豪傑といえど、付いてくる兵がいないのであればさすがにどうしようもない。

「よぉし、お前ら、一時撤退だ。殿しんがりは俺が務める！」

「「「っ!!」」」

《雷》の軍内に、戦せん慄りつが疾る。

　総大将とは最も逃げねばならない人物であり、それが殿を務めるなど前ぜん代だい未み聞もんである。

「な、何を仰っているのです!?」

「そうです。我らが食い止めますゆえ親おや父じはお逃げください！」

　当然、その場にいた直参の若衆たちが直訴してくる。

　しかし、この猪ちよ突とつ猛もう進しんの男が一度決めたことを曲げるはずもない。

　ステインソールは笑って、しっしっと手を振ふってみせる。

「俺が一番初めに逃にげられるかよ。まあ、細けえことは気にすんな。安心しろ、こんなところで死ぬつもりはさらさらねえ。あの男ともう一度やりあいたいから、な」







「ふう、なんとか凌ぎ切れたか」

《雷》・《豹》の両軍が引き上げていくのを確かく認にんし、勇斗はずるずるとチャリオットの荷台にへたり込んだ。

　いつの間にやら太陽は西の空に沈しずみかけ、東の薄暗く濁った水色の空からは、ぼんやりと白く満月が浮うかび上がってきていた。

「なんか《レージング》食らってた時より身体が重てえや……」

　ほぼ朝から今の今までずっと戦い通し、緊張のし通しだったのだ。それは疲労も限界を迎むかえるというものである。

　なんとか追い返しこそしたが、《雷》・《豹》両軍とも引き際が実に見事であり、その被害は軽微といったところだ。

　実際、斥せつ候こうの報告によれば、この本陣より南に徒歩で一刻といったところに陣取り、こちらの隙をうかがいつつ、英気を養っているという。

　今回のところは辛からくも《狼》の判定勝ちといったところだが、本当の決着は明日以降に持ち越しとなりそうだった。

「しかし、まさか《雷》と《豹》が手を組んでたとはなぁ。ほんとやばかったぜ」

「ふふっ、でもそれを見事に跳ね返してしまうのですから、さすがはお兄様ですわ。どうぞ」

「おう、あんがと。ずずっ、ふ～、五臓六ろつ腑ぷに染み渡る～」

　フェリシアが淹いれてくれたお茶をすすりつつ、勇斗は白い息を吐つく。

　緊張で乾ききった喉には、ぬるいお茶がこの上なく美味おいしかった。

「お兄様がいる限り、やはり我ら《狼》は安泰ですね」

「おいおい、俺はいずれ帰……」

『途絶えし陽は闇に代わり禍まがつ刻今至る』

　ドクン。

　突とつ如じよ響ひびいた聞き覚えのある声、そして呪文に、勇斗の心臓がひときわ高く脈打った。

　ついで脳のう裏りにかつて見た褐色の美女の姿が浮かび上がる。以前はおぼろげだったのが、今回はやけに声も姿もクリアだった。

『神の定めし聖約も、今となりてはその杭くいは緩み、戒いましめられし餓が狼ろうは解き放たれん』

「またあんたかっ!?」

「お、お兄様!?　どうされましたっ!?」

　突とつ如じよ叫さけぶ勇斗に、フェリシアが驚おどろいたように振り返かえる。

　当たり前ながら、フェリシアには彼女の姿は見えないらしい。だが、感じ取れるものはあるようだった。

「え、これは……呪力!?」

「シギュンだ！　シギュンがまた秘法を」

「っ！　兄さんの妻だという秘法使いの!?」

「ああっ！」

　頷うなずきつつ、勇斗は脳裏で舞い踊るシギュンへと意識を集中する。

　前に見た時と変わらず、なんとも扇情的な格好であり、肢し体たいである。だが、まったく楽しむ気にはなれなかった。

　それどころか、勇斗が覚えるのは、ただただ胸騒ぎばかりである。そうこうしている間に、脳裏でシギュンの詠えい唱しようは終わりを迎える。

『《フィムブルヴェト》!!』

　その『力ある言葉』により、勇斗は自らの身体を縛しばっていた何かが、弾け飛ぶのを感じた。

　薄まる、でも、緩まる、でもない。

　完膚なきまでに、飛び散って消え去った。

　それがわかった。

「お兄様っ!?　ま、またお身体が……っ！」

　勇斗の身体がすうううっと透けていき、フェリシアが悲鳴じみた声を上げる。

　だが、そこで事態は終わらなかった。

「うおっ！」

　突とつ如じよ、勇斗は足元の大地が消失したかのような浮遊感を覚えるとともに、ぶわっと世界が薄らいでいく。

　この感覚にも、覚えがあった。

　かつてユグドラシルに来た時に味わった時と同じもの――世界移動の感覚だ。

「お、お兄様っ！」

　フェリシアの叫ぶ声が、どこか遠かった。

　それだけではなく、ぐんにゃりと彼女の姿が揺らいでいる。

　もう、言葉を残す時間さえないようだった。

「くっ、これを……っ！」

　勇斗は咄とつ嗟さにポケットに手を突っ込み、引き出したものをフェリシアに向けて放る。

　次の瞬間だった。フェリシアの姿が掻かき消え、視界が無明の闇に染まり、かと思えばまた開ける。　

　そして視界に飛び込んできたものは、

「えっ!?　ゆ、勇くんっ!?」

　この三年近く、ずっと逢あいたいと願い続けてきた幼おさな馴な染じみの顔だった。
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INTERLUDE







「ふうっ……終わったよ」

　シギュンは気け怠だるげに溜ため息いきをついた。

《豹》の野営地からほど近く、戦勝祈き願がんを名目に簡素に築いた祭さい壇だんには、煌こう々こうと火が燃え盛り、粘土を焼いて作った人形が立ち並んでいた。

「して、首尾は!?」

　後ろで固唾を呑んで待ち構えていた男が、熱のこもった声で訊きいてくる。

　神聖アースガルズ帝てい国こく『神儀使』アレクシス。

《豹》と《雷》の兄弟盃さかずきを持ちかけ、取り持った男であり――

　シギュンに《狼》の宗主パトリアークが《グレイプニル》の秘法によってこのユグドラシルに召しよう喚かんされたことを伝え、元の世界に強制送そう還かんする方法を教えそそのかした男でもある。

「消えたよ……跡形もなく、ね。もう二度とこの世界には戻ってこられないだろうさ」

　夫のため、そして氏族のためと自分に言い聞かせてはいても、こういうやり方は夫の心情を思うと、なんとも後味の悪さが残る。

　出来得るならば夫には力と知略でまっとうに勝利をもぎ取って欲しかったが、少々、相手が悪すぎたと言うしかない。

　まさか万全を期した《雷》との共同作戦さえ跳ね返してしまうとは……。

　この世の者とも思えぬ所業である。今後の《豹》のことを思うなら、もはや手段を選んでいられる状じよう況きようではなかった。

「おおっ、これで我わが帝国も安泰というものです」

「ふんっ」

　嬉うれしそうなアレクシスを冷たく一いち瞥べつし、シギュンは苛いら立だたしげに鼻を鳴らし外がい套とうを翻す。

「おや、どちらへ？」

「夫に伝えにいくのさ。総大将がいなくなった《狼おおかみ》軍など、もはや恐るるに足らずだからね」




to be continued







あとがき







　祝コミカライズ決定!!

　作画担当はｃｈａｎｙさん。ＷＥＢサイト「コミックＨＪ文庫」で今冬から連載開始とのことです。詳しくはＨＪ文庫公式サイトを見ていただければと思います。今から紙面で勇斗たちが動き回るのが楽しみで仕方ありません。

　というわけでこんにちは、鷹山誠一です。

　コミカライズを記念してというわけではありませんが、今巻は隔月刊行です。

　序盤から中盤にかけてかつてないぐらいに進捗ペースがよく、「この調子なら二ヶ月刊行いけそうっすねー。はははっ！」とか言ってたら本当にそうなりました。

　……死にました。

　安請け合いなんてするものじゃありませんね。

　自分も頑張りましたが、今回はゆきさん大先生が頑張ってくださいました。ほんとありがとうございます。

　次はさすがに今までどおり三ヶ月後か四ヶ月後になるかと思います、はい。

　……ってもうあとがきネタが尽きてしまいました。

　前作「オレと彼女の絶対領域」の頃はあとがき書くの全然苦じゃなかったのですが、さすがに累計一三冊目にもなると書くことがありませんねー。

　だというのに四ページも書け、というお達し。うーむ、困りました。

　本当にネタがないので、適当に身内ネタでお茶を濁していこうかと思います。

　五巻あとがきでもちらっと触れましたが、実は鷹山には娘が一人いたりします。

　娘が二歳の時に色々あって離婚してシングルファザーとなり、以来八年、この巻が発売される一一月にめでたく満一〇歳を迎えます。

　大病することなく、無事、一つの節目を迎えられてほっとしております。

　いやー、しかし、日本って国はほんとシングルファザーには厳しいです。ぶっちゃけシングルマザーよりきつい気がします。

　なんといっても、男は残業してなんぼ、って文化が!!

　現実問題、幼稚園とかは六～七時までですし、夜間保育は高額ですし。

　しかし、企業経営者というのはやっぱり男の方が多く、しかも男は外で働いて女は育児というのが普通だった団塊世代だったりするので、そういう育児の現場にはとことん疎いんですな。

　ハローワークの求人とか見てても、定時で帰れそうな仕事って、募集が女子ばかりで男子で定時に帰れる仕事ってほんとないですし。

　んで、今は父子家庭手当ってのが出るようになりましたが、当時は母子家庭手当てのみです（ラノベの収入が入るよりになってから導入されたんで、恩恵全く受けられませんでした！）。

　まあ、そんな感じでいろいろ切羽詰まって、追い込まれた果てに、こりゃもうラノベ作家にでもなるしかないな、というのが第五回ノベルジャパン大賞応募の経緯だったりします。

　なんて話をすると、知り合いからは頭おかしいと言われました。

　それで作家という選択肢が出てくることがそもそもおかしい、と。

　いや、でも、在宅でできて、時間の融通も利く仕事です。時間制限のあるシングルファザーの選択肢なんて、そうないと思うんですがねー？

　おかげ様で今は、凄い生活安定してますし。

　なんとか娘が成人するまでのあと一〇年は現役で頑張りたいものです。

　よし、ページも埋まったので謝辞に移りたいと思います。

　担当さん、いつもありがとうございます！　今回は特に謝らなくてもいいですよね？

　ゆきさん大先生様、今回、こんなふざけた進行に付きあわせてしまって申し訳ございませんでした。そして改めて、ありがとうございます！

　この本を出すに辺り、尽力してくださった関係者各位にも感謝を。

　そしてなにより、この本を手に取って下さった読者の皆様に心よりの感謝を。

　次からはついに物語の一つのターニングポイントとなる○○編です。

　ではまたお逢いできる日を願って。
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